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はしがき

　本報告書は平成15年度から平成η年度にかけて助成を受けた、文部科学省科学研究費補助金

の成果である。その課題は、「フランス語圏における少数民族の文化変容と統合形態に関する比較的

研究」であり、フランスをはじめとするフランス語圏各国における少数民族の文化がどのように変容を遂げ、

またその少数民族やその文化について、法律や政策がどのように講じられたのかについて、主に1990年

代後半以降を対象に比較したものである。

研究代表者である長谷川は、長らくフランス領である地中海の島、コルシカの民族や文化、あるいは

社会について研究を行ってきた。この研究を通じ（、あるいは地中海の他の島田と比較じ（、フランス共

和国の少数民族、あるいは「マイノリティ」とも呼ばれる人々の統合形態の特異性にっW（疑念を抱くよう

になった。

フランスでは二二、「人種のるつぼ」と呼ばれ、首都パリをはじめとじ（主に都市部では、実に様々な人

種や民族を目にする。街には様々な国のレストランが軒を並べ、あるいはいろいろな国の言語を聞くことが

できる。フランスが現在、「多文化社会」と呼ばれるゆえんであろう。

　だが、フランスはカナダやアメリカ、オーストラリアやイギリスのようなrマイノリティ」を優遇する政策は一貫

じて否定し｝ている。それは、フランスが共和主義を掲げる国だからである。r共和主義」とは、西欧民主主

義国家には等しく見られる諸制度であるが、フランスのそれは極めて形態を有じている。それは、フランス

の共和主義とは、何よりもまず、r平等」を前提とする点である。さらに、フランスにおける「平等」とは、人

種や民族、あるいは階層や性別の「差別」、あるいは権利上の「格差」をことごとく拒否するだけではなく、

人種や民族、あるいはその他出自による集合体を公式に「区別」する、あるいは承認することそのものを

「差別」として忌み嫌う。つまリフランスの「平等」とは「区別」の承認の否定、にある。

　2004年、フランスでは、イスラム教徒の女子学生が公立学校内でスカーフの着用を禁止する法律を

制定し、そみ年の9月の新年度から実施じ（いる。フランスの公立校ほ国家機関であり、その内部で特

定の宗教を象徴するものを着用することは、非宗教性にれもフランスの共和主義の基本原則である）に

反するだけではなく、特定宗教や人種の優遇、男女差別の助長につながるというのがその制定の理由

である。イスラムのスカーフは女性だけが着用するものであることから、フランスではこれを女性差別の象

徴とじ（もみなじているのであるが、これにはイスラムに対する偏見も混じイ（いるように思われる。いずれに

レ（も、スカーフを法律で禁止しなければ、フランスの平等が守られない、という懸念から出てきた措置で

ある。スカーフの放置はイスラム教だけを利させるものであるし、女性差別を国家が承認することにつなが

るからだ。

　だが、これは見方を変えれば、宗教や信仰の自由、表現の自由に反するとも言える。また、スカーフを

着用する当のイスラムの女性たちは、自分たちは自らの意思でスカーフを着用じ（いるのであって、差別

を受けたり、夫や父に強制されてのことではない、と「スカーフ＝女性差別」という図式は、イスラムに対す

る無理解と偏見であると反論じ（いる。

　いずれにじても、フランスではイスラム女子学生というマイノリティが法によって制約を受けていることになる

のであるが、フランスは「マイノリティ」や「少数民族」というカテゴリーそのものも拒否する。なぜならば、フラ



ンスは平等な個人、あるいは市民から構成される共和国、であって、その間にはいかなる集合体も存在

せず、またフランス国家はその存在も公認しない、からである。このため、フランスは少数民族やマイノリテ

ィ問題は存在しない、ということになる。これもまた共和主義の基本原則である。

　一方、フランスは対外的に見ると、グローバル化や英語の世界化、ハリウッド、コカコーラに代表され

る英米文化の台頭については神経を尖らせ、ことあるごとに「言語・文化的多様性」を声高に掲げる。国

際語あるいはタト交・コミュニケーション言語が英語だけになってしまい、英米文化が世界を席捲じ（しまう

と、文化や価値観の画一化、均質化を招き、それは人類にとって危険である。世界には英語や英米文

化財タトにも、規模や導引は極小ながらすばらしい文化がたくさんあり、それを認め合い、守ってこそ人類は

豊かになれるのだ。そじてフランスは画一化の波から世界の多様性を防衛する砦なのである。以よが、

「文化帝国主義」に抗するフランスの論理であり、これもまた諸国家や諸民族、あるいは諸文化が国際

社会において平等であるという共和主義の立場にたったものであろう。

　だが、この論理は説弁といわざるを得ない。体タト的に文化的多様性とその承認を掲げる一方で、国

内に目を向ければ、文化的多様性を否認する動きが目立っからである。そもそもフランスの共和主義は

世界の多様性に果たして本当に貢献するものであるのか？確かに、世界が単一言語文化になってしま

った場合、それは人類にとってもっとも危険であるし、不幸なことであり、多様性を守らなくてはならないとい

う意見そのものには同意する。だが、フランスは実際、世界の多様な文化にどのように取り組んでいるの

か？その実、フランスによるフランス語やフランス文化の伝播や普及のみ、つまり英語をフランス語にとっ

て替えることのみを「多様性」と履き違えてはいないだろうか？本研究に至る背景がこの疑念であった。

　この課題では、まず、フランスが共和主義の正当性と文化的多様性の事例とじてよく掲げる「フランス

語圏」の諸国を事例とし、その文化的多様性とそれぞれの国の少数民族がどのような統合形態を有じ（

いるのかを、主にフランス、カナダ、アメリカ、スイス、ベルギーをとりあげ比較した。フランス語圏といイ（も

フランス語を母語とし、日常的にそれを使用しているのは、実はフランス共和国と本書では取り上げてい

ないモナコだけである。フランス語圏諸国は30力国以よを数えるが、フランス語が圧倒的多数なのはそ

の実、フランスとモナコの2力国だけなのである。

　こうしたことを反映して、カナダやスイス、ベルギーなどいくつもの有力な言語がひしめく国では、連邦主

義や多言語主義など、少数民族がこれを包含する国になるべく不利益がないように統合されるよう工夫

がなされている。特にカナダはケベック州以外にも少数民族とじ（のフランス系カナダ人が居住じ（おり、

連邦主義の障害によって、母語であり、カナダ連邦レベルでは公用語であるはずのフランス語でのサービ

スが長らく受けられなかった。近年、そうした矛盾を解消すべく、カナダ連邦や構成各州は多大な努力を

払ってきている。またそれを支えるべき司法システムの重要性も忘れてはならないだろう。要は、フランスの

共和主義とはまったく異なる別の民主主義システムによって、フランス語圏の他の少数民族は統合を果

たじ（いるといってよいのである。

　本研究の成果はフランス語圏研究とじ（一つのより体系的モノグラフになるはずであった。またそのた

め、助成期間中はなるべく時間のゆする限り現地の調査に当て、なるべく少数民族とされる人々と直接

会話を交わし、従来の文献やジャーナリズムだけでは見えてこない部分も明らかにしょうと務めた。しかしな

がら、17年春に長谷川の所属が千葉大学から現在の横浜国立大学に変わり、それに付随じ（多くのも
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のが変更をこうむったことにより、この研究はモノグラフに至ることができず、本書のような中間報告的なも

のになってしまった。より時間をかけてより精度の高いものにしたいという気持ちもあったが、本補助金の性

格よ、刊行時期をむやみに遅らせることは得策ではなく、現時点でも構わないので、出せる成果を出した

ほうがよいのではないかと考え、本報告書を公表するに至った次第である。かかる研究主題は、国内国

タト関わらずまだまだ萌芽状態であり、単独研究では思うように進まないのが実情といわざるを得ない。

　本課題の実施に尽力をいただいた国内タトの関係者に対して心より謝意を表すとともに、その成果が

現時点で本報告書にとどまるものであることについて遺憾の意を表したい。

平成18年12月質日

長谷川秀樹（横浜国立大学助教授）
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本研究課題の研究組織は、研究代表である長谷川秀樹（横浜国立大学教育人間科学部助教授）

による一名により構成される。
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直接経費 間接経費 合計

平成15年度 1，200 0 1，200
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平成15年度

「コルシカ語の音韻的特性について」『ロマンス語研究縢36号57－65ページ

Minorite　li箆guistique　e鎗　France　et　鵬i簸orite　fヒancopho益e：Comparaison　Corse　（Fra煎ce）　et

me－du－Pri簸ce－Edouard（Canada）『現代フランス及びフランコフォニー（フランス語圏）における文化社会

的変容』（千葉大学大学院研究プロジェクト…報告集第99号）55－65ページ
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ルの政治哲学』藤原書店232－248ページ
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たか）三元社91－99ページ

平成絡年度

「ライシテとイスラムスカーフ問題」夏刈康男ほか（編）『日仏社会学叢書牒4巻（臼仏社会論への挑

戦）恒星社厚生閣3－22ページ

「コルシカ民族主義の形成、発展、衰退」山科高康（研究代表）『国民国家の成立条件とその歴史的

機能および限界』（科研費研究成果報告書14510650）39－52ページ

「積極的差別と共和主義的平等」囮仏社会学会年報』第14号1－22ページ
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第1部フランスの文化的多様性と共和主義

　本課題の第一部では、「フランス語圏」の中核たるフランス共和国における少数民族の文

化変容と統合形態について分析・考察する。フランスは後述するように共和主義の観点か

ら法制度上はr少数民族」という概念は認めていない。それは、共和主義理念の中核とも

いえる平等主義、および個人主義の考え方からである。フランスは近代革命により貴族や

聖：職者などの特権身分集団を廃し、また革命前には就職や居住、婚姻や信仰などの面にお

いて隔離、もしくは差別されていたユダヤ人や新教徒たちを解放することにより、「市民」

としての平等を確立した経緯から、個人＝市艮とフランス国民の総体である「人民」以外

の集団、共同体、あるいは集合体に何らかの法的な権利を付与したり、公認することは差

別、すなわち平等主義に反する行為として忌避される。このことから形式上フランスは平

等であり、市民から構成される共和国であり、少数民族なるものは存在しない、というの

が公式な見解である。

　だが、実際のフランスはフランス語、そして白人フランス人が多数派であるとは言え、

多言語・多文化社会であることは言うまでもない。都市部を中心にアラブ系、アフリカ系、

アジア系など実に多様な人種・民族が居住し、またその多くが家庭や友人関係においては、

フランス語・フランス文化よりは自らのルーツに関わる言語や文化によって、その関係を

維持することが多い。パリに様々な国や地方のレストランが軒を並べ、いろいろな言語で

書かれた新聞や雑誌が通りのキオスクで売られているのも、このためである。

　しかし、こうしたフランスにおける異人種あるいは異民族は「少数民族」ではなく「移

民」と称されることが多い。学術上、「移民」とは越境者のみを指す概念であるが、実はフ

ランス社会において「移民」と呼ばれる人々のほとんどが越境者ではなく、越境者を父祖

に持つ第二・第三世代である。そしてフランスは先に述べた「平等主義」の観点から、フ

ランスに生まれた者については、原則としてフランス国籍を申請できる権利を与えている。

こうしたことから、「移民」は人種や民族の面で白人フランスとは異なっていても、外国人

ではない。2◎05年秋に「移民」の暴動がパリ郊外などで起きたとされるが、日本ではこれ

を「外国人の受入れ問題」と混同する論調が少なからず見られたが、フランスのこの問題

と日本が将来抱えるであろう「外国人の受入れ問題とはやや次元が異なるものである、

ということを付言しておきたい。

　さて本題では、上述の「移民」がテーマではなく、「地域語」と「コルシカ」を事例とし

たい。こちらは人種的にはアラブやイスラム系、アフリカ系などではないが、フランス語

とは異なる言語に紐帯を抱き、時にはその言語の保護や教育のための権利を求める動きを

見せている。「移民」を「少数店売」の事例とするには今この時点では論理の整理が必要で

あり、移民問題とフランス共和主義の問題は別の機会に譲るとしたい。また、比較対象と

した他のフランス語圏諸国・地域も言語を事例として扱っているので、フランスについて

も地域語と翼ルシカを事例とした方がより適切であろう。
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第一章地域語とその公的使用・二言語教育をめぐる問題

第一節地域語とは何か

1＞地域語は方言ではない

　まずはF地域戸冠ngues　r6giG額ales）」という余り聞きなれない言語について説明する。地

域語とは文字通りフランスの全域で使用、通用する言語ではなく、その一部地域でのみ使

用、通用する言語、という意味であるが、日本で言う「方言」ではない。

　地域語はまず、独立した言語と考えられる。日本で言う「方言」は多種多様であるが、

日本語の一種と位置づけられている。目本の方言調査が国語学や日本語学の一つとして位

置づけられていることもこれを裏付けている。しかし、フランスの地域語はフランス語の

方言ではない。

　もちろんフランスにはフランス語の方言（dialectes）とされる言語はある。しかしこれは

地域語とは別である。そうした概念的な違いに加えて、フランスでは方言と地域語を区別

するもう一つの言語学的要素がある。それは、地域語には明確な書記法が存在し、したが

って文法が確立し、辞書や書体を持つ文学、芸術作品が存在する。このため、フランス語

同様、学校教育や放送、新聞報道などで用いることが可能な言語ということになる。これ

に対して方言とは原則的に口語であって、書記法や誰にでも共有できる文法などが確立し

ておらず、教育や一般向け放送には適さない言語ということになる。

2）「地域」と「地方」の概念一フランスにおける「地域」概念の形成

　国土の一部分で使用、通用される言語は、方言もしくは地方言語（1an剖es　locales）と表

現されることが一般的だが、この概念と地域語とは違うのであろうか？これは、フランス

における「地域語」概念が比較的最近になって形成された、ということと絡めて説明した

方が良いだろう。

　近代以降のフランスにおいて、フランス語以外の言語は、革命当初から戦前までは十把

一絡げにバトワ（p伽is）、すなわち「設り」と呼ばれることが一般的であった。この「バト

ワ」という概念には「言語ではあらざるもの」、「獣が稔るような声」という否定的なニュ

アンスがこめられ、さらにこの否定的ニュアンスは「バトワ」を口にする者にまで向けら

れた。19世紀半ば以降からフランスの地方では「バトワ」について街学的に調査を試みる

動きがおき、次第にそれは「方言」、もしくは「地方語（parler　lo。a1）」、「地方言語」と呼ば

れるようになる。

　「地方（loca1）」という表現は確かに「バトワ」に比べると客観的で、「バトワ」にこめら

れた露骨に否定的なニュアンスは除去されてはいるが、「パリ・首都・中央」に対する「地

方・周辺・田舎」というニュアンスはまだ残っている。また、多種多様な地方言語の差異

よりは、パリとの対照で位置づけられる概念であり、フランス語〉地方言語という上下関

係がまだ明確にある。
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　これに対して「地域（r6gion）」という概念は、馳方」とは異なり「中央」と「周辺」と

いう上下あるいは従属関係よりも、ある地域と他の地域との暁界」あるいは「区別」に

よって関係付けられる空間である、と「地域」概念をめぐる論考においてフランスの社会

学者ピエール・ブルデューは論じている。つまり、「地域」は「地方」に比べると「中央」

によって位置づけられる傾向が見られない分、自立的意味合いが濃く、また平衡関係とし

ての意味合いが濃いと言えよう。

3）「地域語」の定義

　フランスは後にも触れるようにフランス語以外の言語についてはいかなる法律上の規定

もしていない。ブルターニュ語などの教育を容認する1951年忌いわゆるディクソンヌ法や

特定言語の学校教育や放送、教員免許の付与などを規定した文部省（正式には国民教育省

だが、本稿においては日本式官庁呼称名に従う）通達などはあるが、これらは言語の規定

そのものをしているわけではなく、したがって、法的地位がある言語とはいえない。

　ただし、フランス政府は1999年、ヨーロッパの人権機関であるヨーロッパ審議会（C◎uncil

of　Europe，フランス語ではConsei　de　rEurope「ヨーロッパ評議会」とも言う）が1992年に

採択した「ヨーロッパ地域語少数言語憲章（Ch㈱etゆop6elme　des　langues　r6gionales　et

minodta辻es）」を署名する。その憲章の第一条には「地域給もしくは少数言語」という条件

ながら明確な定義がなされている。

喉統的にある国の一部領域で用いられるが、その国においては話者人口が他の言語より

も数的に少ない集団」であり、「当該国において公用語ではない」言語であり、当該国にお

ける公用語の方言でも移民言語でもない言語1。

　だが、後述するように憲章の批准権を有するシラク大統領は、その批准を拒否し、フラ

ンス政府は憲章の存在自体は認めながらも、地域語の法律：的な地位の承認は否定する。よ

って、今なお、地域語は法律上の概念ではなく、その定義はない、と言えるだろう。

　しかしながら、言語学者、とりわけ社会言語学者らによって、地域語の定義がなされて

いる。その代表的なものをここで列挙すると以下のようになる。

　「フランス語が普及するより以前から、現フランス国土の一部分において話され」、「国

家権力により承認されない状態で現存する」が、「公用語の支配関係にあり、周縁化されて

いる言語」2。

4）地域語の種類

1第一条a）項。なお、原文はフランス語で参照した。Be鋼nard　Poig撚t，加η創83θ繊三脚グ6920澱Z83，：La

docu雄｝e覧tati◎魏」｝a雄？aise，1998，　P．76

2　Jea勲Sibi至1¢，1，851β袴9寡88ア69ず。πσZ83，20◎0，　Fla㎜arion，P。5
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　フランスの地域語とは具体的にはどのような言語か？これについては、フランスの上記

の憲章の署名前に、憲法学者ギ・カルカソンヌが憲章の対象になりうる言語として75言語

を列挙している。さらに筆者はこれを便宜上、四つに分類した。

フランス本国の言語 海外フランスの言語

領域語 バスク語、ブルターニュ語、アル クレオール諸語（グァドルップ語、マルチニッタ語、ギア

ザス・モゼールのドイツ語、西フラ ナ語、レユニオン語〉、タヒチ語、マルケサス語、ツアモ

ンドル語、ほルシカ語、オック語、 ツ語、マンガレヴァン語、ルツル語、ライヴァヴァ幅飛、

カタルーニャ語、オイル諸語、フ ラバ語、カリや語、ワヤナ語、テコ語、ワヤピ語、パリク

ランコプロヴァンス語 ル語、ロコノ語、ンジュカ語、アルク語、パラマカ語、サ

ラマカ語、ワリス語、フツナ語、シマオレ語、シブシ語、

ニェラユ語、カーク語、ユアが語、ジャウェ語、ネミ語、

フワイ語、ピジェ語、プワーメイ語、プワプワ語、セムヒ

語、パイシ語、アジエ語、メア語、アル目語、アロホ語、

門門エ語、ネク語、シシエー語、ティリ語、クサラクー

語、クサラグエ語、ドルベア語、ネレムワ・ニクスムワク

語、ヌメエ・クウェンイイ語、ネンゴネ語、ドレフ語、イア

アイ語、ファンガウベア語

非領域語 ロマニ語、イディッシュ語、ベルベ モン語

ル語、方言のアラブ語、西アルメ

ニア語

　「領域語」（1angue　t㎝・itoriale）とは伝統的に当該地域で用いられ、現在もなおその地域で

現存している地域語である。しかしフランス共和国はヨーロッパ大陸部分とコルシカ島か

らなる「本国（La　M6trop61e）」と旧植民地で今なおフランスにとどまり続ける「海外

（L　Outre－mer）」部分からなる。領域語の圧倒的多数は海外地域に分布することになる。

　海外領域語は大きくは三種類に分けられる。一つはクレオール（1e　crξble）と呼ばれる、

フランス語の語彙をもち、フランスの植民地政策によって白人と現地住艮との接触、交流

によって誕生した媒介、コミュニケーシ滋ン言語である。現在では「クレオール文学」な

どのように独自の言語として扱われる傾向が強い。カリブ海のフランス領±：であるアンテ

ィル諸島やレユニオン、ギアナ（都市沿岸地域）で使われている言語である。もう一つは

ポリネシア諸語でタヒチ語やニューカレドニアの先住民言語であるカナック諸語がこれら

に含まれる。最後のグループがアメリカ先住民諸言語で、ギアナの内陸山岳地域で用いら

れる言語である。

　　「非領域語」（langue簸on．terdtoriale）は、「移民語」とは異なる。憲章の定義では移民の言

語は地域語ではない。しかし、フランスは法律上、「移民」の定義はない。フランスは国籍
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上、出生地主義を採用し、外国人が両親でもフランスで生まれた場合は、成人までにフラ

ンス国籍を申請する権利が与えられるからである。よって、一般に「移民」と呼ばれる人

たちは国籍上は「フランス人」となり、よって彼らの言語は外国語ではなくフランスの言

語というわけである。

　だが、フランスにはヴェトナム系、中華系、カンボジア系、トルコ系住艮が多数居住し、

彼らの多くは家庭の生活ではルーツとなる国の言語（ヴェトナム語、中国語、クメール語、

トルコ語など）を話すが、これらの言語は地域語とは見なされない。ベルベル語や西アル

メニア語などとは何が違うのか？

　それは、ヴェトナム語などは当該国の「公用語」だからである。つまり他国の公用語と

なっている言語は「地域語」ではなく「外国語」として、ベルベル語などのようにどこの

国の公用語でもない言語とは区別しているのである。フランスの非領域語が「移民語」で

はないのは、当該言語がいずれの国の公用語にもなっていない言語だけを「地域語」とし

ているからである。

　非領域語も大きくは二種類に分けられるであろう。一つは、もともとはフランスでは使

われていなかったが、革命以前からあるもので、ユダヤ人が使うイディッシュ語やチガン

人（Les　tsiganes、ロマ人、ジプシーとも呼ばれる）が話すロマ語がこれにあたる。もう一つ

は近代以降の移民や難民によってフランスに持ち込まれた言語で、これはフランスの植民

政策と大きく絡むものである。西アルメニア語、ベルベル語、モン語などがこれに当たる。

このうち唯一モン語が海外にある。

　モン語を話すモン人（Les　Hmongs）とは、もともとはアジアの山岳民族であった。中国

南東部（雲南省、貴州省、広西壮族自治州など）、ラオス、ヴェトナム、タイ、ミャンマー

北部が居住地域で、中国では「苗（ミャオ）族」として少数民族の一つに数えられている。

　フランスではモン人は南米のギアナにあるカカオ村にその多くが居住している。フラン

スは19世紀後半からインドシナ半島東部地域を植民支配し、モン人居住地域も支配下に置

かれたが、フランスはヴェトナム人やクメール人の反仏闘争や独立運動を監視し、時には

それを妨害するために山岳民族であるモン人を利用したのである。したがって、戦後フラ

ンスから独立したラオスやヴェトナムからみてモン人とはフランスに与する「敵」で、政

治的に迫害されるようになる。これを恐れて1970年代以降、多くのモン人が亡命し、旧宗

主国のフランスにも難民として逃れたのであった。

第二節地域語の形成史一抑圧の対象から国民の文化遺産へ

　馳吃語」概念自体は比較的最近に形成されたものであることは既に述べたが、もちろ

ん、その対象はフランス革命以前からあり、近代には「バトワ」として蔑窟れていた。こ

のことについても若干触れているが、ではなぜ「バトワ」が蔑まれていたのか？

つ革命以前の「バトワ」
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　それは、フランス語形成史をたどれば分かるだろう。今日われわれが外国語の授業とし

て学習するようなフランス語、つまり標準フランス語は、フランス北部のガロロマンス諸

語の一つであるフランシアン（イルドフランス方言）であるが、これは絶対王政において

長らく宮廷用語として育まれ、純化され、17世紀以降は官用語だけではなく文芸用語とし

てもラテン語に取って代わられた。その後、歴代王朝が手厚く保護し、規範化したものが

現在のフランス語である。そうした宮廷語と比較して田舎の農民や民衆の言葉でしかない

「バトワ」が蔑まれていたのは容易に想像がつく。

　だが、それだけでは「バトワ」が近代期において抑圧の対象になぜなったのかの説明が

つかない。革命前の絶対王政下では、確かに宮廷のフランス語に磨きをかけられていたと

は言え、あくまでもそれは貴族社会の独占物に過ぎないからである。つまり、一般民衆や

農民の言語を「バトワ」から「標準フランス語」にスイッチさせることなどは王朝は考え

もしなかった。著しい身分社会の制度を維持するためには、当然、言語や文化の違いも維

持する必要があり、このため、宮廷フランス語は貴族社会や文化人たちの世界にとどまっ

ていたのである。

2＞近代期一「バトワ」の抑圧

　その「バトワ」は革命前の社会では蔑まれてはいたものの、権力により抑圧の対象とな

ってはいなかった。しかしそれが革命後、新政府により抑圧の対象になる。それはなぜか？

　最大の理由は、バトワの多くは言語学的に隣国の言語に類似していたからである。フラ

ンス革命で新政府は君主国のままである隣国と敵対関係、緊張関係に陥る。事実、革命直

後、イギリスやドイツ領邦諸国はフランス革命の影響が自国に波及する前に革命政府を潰

そうと画策し、フランス包囲網を築いた。

　フランス新政府もこれに対峙しようと軍備に取り掛かるわけだが、問題は、国境近辺の

安全性であった。なぜなら「バトワ」を話す民衆、すなわちフランス語が話せない人々は、

パリから遠く離れた地域ほど多く、隣…国との国境近辺ではほぼすべての住民が「バトワ」

の話者であった。ただ、フランス語が話せないと言うだけではなく、彼らの話す「バトワ」

は国境を越えた隣国の言語と類似しているため、隣国、すなわち敵国語でのコミュニケー

ションが可能となることであった。今「アルザス語」と呼ばれている地域語は、当時は「ド

イツ語」、「フランドル語」は「オランダ語」、「コルシカ語」は「イタリア語」と呼ばれて

いた3。つまり、アルザス語が話されるアルザス地方はドイツ語圏の一部、フランドル地方

はオランダ語圏の一部、コルシカ島はイタリア語圏の一部であり、当該住民は容易にフラ

ンスの敵国とコミュニケーションが取れる。これは革命政府にとってはきわめて憂慮すべ

き事態であった。

　そこで共和政府はどのようにして周辺住民を塾側につけず、フランス側に付けるかを画

3例えば、革命直後の共和主義者で「バトワ」の撲滅を求めたグレゴワール神父の国民公会での演説を見

れば分かるであろう。
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策することになる。その結果、最も効果的として考え出されたのが、周辺住民を早急に「フ

ランス語化」させると同時に「バトワ」を忘れさせることであった。新政府はさっそくフ

ランス全土の言語調査を開始し、その結果、フランス語を理解する者はわずかに国民の三

分の一しかないことが判明する4。

　では、どうやってフランス語を広め、バトワを忘れさせる方法を取るか？一つは学校教

育という手段であった。しかし、フランス語を話せない人々は学校や教育とは縁のない、

民衆や農民たちであった。そこでフランスはエ881年に義務教育を開始し、国民全員の教化

にカを入れる。これは国民すべてにフランス語を教化することが主目的であったことは言

うまでもない。

　だが、それだけでは不十分であった。フランス語を教化するだけではなく、「バトワ」を

積極的に放棄し、忘却することが不可欠であったからだ。そこで持ち出されたのが「バト

ワ」を話すことが窪くないこと」であり「恥ずかしいこと」であると思い込ませること

であった。つまり、「罰札」制度である。

　学校で「バトワ」を話した児童に対する罰（体罰も含む）が実施され、その結果、児童

たちは「バトワ」を話すことが恥ずかしい、あるいは悪いこととして感じられるようにな

った。その効果は著しく、フランス本土では義務教育開始後急速に「バトワ」は闘かれな

くなった。

3＞20世紀前半一「バトワ」から「方言」へ

　このような「バトワ」や地方の伝統文化の衰退に対して歯止めをかける動きはなかった

のだろうか？細々とした形ではあるが、「バトワ」や地方の伝統的文化を保護する動きは見

られた。その代表はフレデリック・ミストラル（1830－1904）率いるフランス南部のプロヴ

ァンス方言による文学運動を展開していた「フェリブリージュ（驚1ibrige）」であった。この

運動は19世紀末期、まさに地方において伝統文化や言語が急速に廃れつつあった時代に生

まれ、ミストラルがノーベル文学賞を受賞する1904年を前後して最高潮を迎えた。

　一方、フランス北西部ブルターニュ地方などカトリック信仰が強い地域でも「バトワ」

やそれを用いた伝統的表現文化を守る運動が起こる。ミストラルは地元の作家・詩人、教

員らが中心であったが、ブルターニュ地方の運動は教会など反共和勢力が中心になって展

開していた5。バスクやコルシカ、北カタルーニャ（ルション）でも同等の動きが起こる。

　こうした動きのなかで一括して「バトワ」と蔑まれていたフランス語以外の諸言語は、「方

言（dialecte）」という形ではあるが、そめ価値の見直しと、名称付与による個別化が図られ

ることになる。だが、当時のこれらの運動の主眼は、戦後のような言語教育というよりも、

その言語をもちいた表現文化や芸術の復権に向けられていた。フェリブリージュや「ニル

4Mich¢1　de　Ce燃u，θ如〃ゴ，砺εpo伽g駕θ4伽伽g鐸θ∫Zσ6vo傭。π加下五捌ε8μ碗，　Ga11㎞磁，1975

5ブルターニュ地方の言語文化保護運動については、AssGcia盛。狙Buhez，　Pα7Joη8ぬう麟。η！，　Edi丘。輪s

Oue曲Fr雛ce，2001，およびD面el　Le　Co痴dic　et　Jea難一Yセes　V¢iHard（Dir）〃S鋤B形瑚1923－194Z　Zo　o76傭。π

み獅01卿ε躍舵禰伽碑8’御04θ脚雛，窺欝de　Br㎜e　et　M惣s6e　de　8郵etag詮e，2000を参照。
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シカ方言」での文学運動を進めていた『コルシカ年報（L　a㎜UC◎rSU）』の同人たちは、むし

ろ方言を子どもたちに教えることは非現実的、非近代的、と見なしていた。

　一方、ブルターニュの文化運動やコルシカの週刊新聞『アムーヴラ（Amuvra）』に寄稿し

ていた人々は第一次大戦後、ヨーロッパ各地で民族国家が誕生したことを背景に、自らを

「少数昆族」と位置づけ、フランス国内にとどまりながらも広範囲な自治権を要求する政

治的自治主義の動きに傾斜する。フランスはガリア民族という多数派とブルターニュやコ

ルシカという少数民族から成る連邦国家である、というのが彼らの理論で、言語や文化は

その昆劇性を客観的に証明する要素として位置づけられ、その保護が命題とされる。一部

は方言の教育を推進するが、彼らの主眼はむしろ政治、つまり自治権の獲得にあり、方言

の教育や保護やその手段に過ぎなかった。こうした自治主義の動きはやがてフランスの分

割を目論むナチズムやイタリア・ファシズムの資金的協力を受けることとなった。

　この結果、終戦直後はフランスで方言の擁護や教育を掲げる動きは、保守的、右翼的、

そして全体主義につながるものと見なされ、敬遠されることになり、ほとんど見られなく

なる。

4）20世紀半ば一「方言」から「地域語」へ

　地域言語文化保護の動きは戦後直後はなりをひそめる。1951年に左翼政党SFIOのイニシ

アティブによりバスク語、カタルーニャ語、オック語、ブルターニュ語の学校教育を容認

する法律、ディクソンヌ法が制定されたが、これは、三つの意味で現在の「地域語」とは

異なる動きである。一つは、この法律は先述の通り、上記の四言語を地域語と認定する性

質のものではなく、地域語という概念すらない。正式名称は「地方言語および方言の学校

教育に関する法」であって、「地域語法」ではない。「地方」と「地域」の差異は既に述べ

たが、繰り返すと「地方」という概念は「中心・中核」の強い依存性があるのに対して、「地

域」は自立性が強い点である。

　二つ目は、この法律はあくまでも当該諸方言の学校での教育を「容認」するものに過ぎ

なず、フランス政府や教育当局に何ら強制を伴うものではないという点だ。これまで教え

られることがなかった言語の教育を新たに始める場合、教材や人材や資金の面で必要性が

生ずるが、これらについての規定はディクソンヌ法にはない。つまり国は「許可」のみ行

い、それ以外には何らしなくていいのである。フランスの地域語教育活動の中核を担って

きたアンリ・ジオルダンの言葉を借りるならば、ディクソンヌ法は死に行く言語にささげ

る「墓前の花」6にすぎないのである。事実、この法律が成立した後も、実際、これらの言

語が学校で教えられることは長らくなかった。

　もう一つは、ロルシカ語、フランドル語、アルザス語などは上記の法律の対象にならな

った点である。なぜオック語やバスク語が認められ、コルシカ語やアルザス語が認められ

6アンリ・ジオルダン（編）原聖訳『虐げられた言語の復権一フランスにおける少数言語の教育運動』批

評社1987年15ページ
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なかったのか？（コルシカ語はようやく1974年に認められる。）明確な理由はどこにも明

示されていないが、容認された諸言語と容認されなかった諸言語には共通する点がある。

当時、ほルシカ語はイタリア語の方言、アルザス語はドイツ語の方言、フランドル語はオ

ランダ語の方言、と見なされていた、つまり「外国語の方言」という位置づけである。一

方、オック語やバスク語、カタルーニャ語は当時はいずれの国でも公用語ではなかった言

語である。つまり瓢ルシカ語などは、既に「外国語教育」はあるのだからしなくてよい、

という考え方が文部当局にあったのではないか？コルシカ語の教育史に詳しいジャック・

フジナも同様の指摘を行っている7。

　このような諸方言が「地域語」と明確に位置づけられるようになるのは、1960年代後半

から70年代前半にかけてである。この時代はフランス各地で馳域主義運動が高まって

いた時代でもある。「地域主義運動の明確な定義とその展開については本論の趣旨から若

干ずれ、またそれには多大な紙面を要することになるのでここでは割愛したいが、端的に

言うならば、「くに（ペイ）」というフランスの一地域における政治的意思決定を求める運

動、ということになろうか。この運動の過程で、それまではパリに比べて洗練されず劣る

と見なされていた「地方文化」に対する価値：転換が起こり、「地域文化」再生運動が起こる。

具体的には、ブルターニュ地方の伝統文化をあしらった「夜祭（フェストノス）」や諏ルシ

カ島での羊飼いの伝統的な声（ボーヂェ）の習慣を再生させた「多声合唱（ポリフォニー）」

などがその事例であるが、これは同時に言語がフランス語に劣る「方言」ではなく、教育

や文芸にも適した一人前の「地域給」．であるという認識が広がる過程でもあった。

　そしてこれは単に認識レベルではなく、言語そのものの変化も見られた。1960年代後半

より地域語の学校教育を求める運動が高まるが、その言語が教育や文芸、放送に適したも

のになるよう様々な活動が行われた。「方言」は固定した書記法や文法が存在せず、その教

育普及は困難であるため、言語活動家が様々な形で研究会合や集会を開き、地域語を豊か

に、実践的使用に適したものに磨き上げていった。コルシカ語を事例にすると、地元の教

員たちが中心になって夏季大学を開催し、辞書を作成したり、自然科学系の新語を作成し

たり、書記法を確定したりしていたのである。

5＞1980年代一地域語の学校教育開始

　ディクソンヌ法で容認された地域語の学校教育が実際に行われるのは、1981年に発足し

たミッテラン社会党政権からである。ミッテラン大統領は革命以来のフランスの中央集権

的システムが疲弊を招いているとしてその是正を主張し、就任後直ちに地方分権政策にと

りかかる。その具体的成果は1982年に成立した地方分権法（市町村、県、州の自由と権利

に関する法律）である。

　地域語教育に関しては同年の6月、サヴァリ文部大臣が通達を出し、そこで「公教育に

7コ入cq鵬s　Fusi獄a，肋膨ノ9ηe解館ぬoo争議弥陀，　D6veZ卿ε辮ε鷹Pβ御eoガvε3，　Edizio鍛e　Squa伽di　u　FinuseUu，

1994，Pユ10

9



おける地域言語文化の教育」に関する推進策を打ち出す。それは3年間のうちに地域語の

学級を新たに創出し、またこれに伴い地域語教員の養成課程と採用枠を確立させるもので

あった。その具体的内容は付随資料を参照されたいが、これは文部大臣が各学区長に対し

て地域語・地域文化に関する教育の実施を求めたものであり、この通達を持ってフランス

政府が地域語教育には前向きに姿勢転換したものであるといえるだろう。事実、この通達

後の1983年の新年度からは、フランス各地の地域語圏で、リセやロレージュを中心として

要卒単位ではない任意科目としての地域語教育がはじまった。

6）1990年代一フランス語の公用語化と地域語の公的使用要求

1）制約のある学校での地域語教育

　地域語の学校教育が開始されたものの、地域語圏では地域語がフランス語に対して劣位

にあり、いつ消滅してもおかしくない状況にあることには変わりがない。フランス政府の

側は地域語の学校教育実現こそが譲歩できる最大限のものととらえていたのに対して、地

域語の学校教育を求めてきた運動家たちの要求はさらに高まることとなり、新たな対立を

迎える。それは、ミッテラン時代に実現した地域語教育が地域語の再生に必ずしも結びつ

いていないからであった。なぜか？

　第一に、学校における地域語教育は中等教育（リセと謙レージュ）が中心で、言語能力

が飛躍的に高まる年代である初等教育（幼稚園と小学校）にはほとんど導入されなかった

点である。これはひとえに小学校の地域語・地域文化教員養成・採用と既存の科目に新た

に地域語・地域文化科目を加えるのが困難であることによる。

　第二に、地域語教育が義務的性質のない選択科目にすぎず、さらに英語や他の外国語と

ともに、「現代語（取Langues　vivantes）」科目群の一つに置かれた、という点である。英語

など外国語を選択した方が受験や就職に役に立つと考えるのは当然であり、結果として地

域語を選択しにくい状況が生まれてしまった。

　さらに、学校外では地域語を用いる環境がほとんどない、という状況があげられる。既

に地域語はミッテラン時代にその教育を受けた世代の母語ではなく、その親世代も積極的

に地域語を話さなかったことから、学校で学んだ地域語を家庭で話すという機会はほとん

ど見られなかった。祖父母世代は地域語を母語とし、それに慣れ親しんできた世代である

が、祖父母世代と同居する世帯はほとんどない。また、家庭以外の場でも地域語を使用す

る環境は全くと言っていいほどない。つまり、地域語を学ぶのは実践的目的のためではな

く、言語学的関心や地域アイデンティティからであるケースがほとんどであった。

　最後に、ミッテラン時代に実現した地域語教育は、ある意味、地方分権を推進した社会

党政権の「温情」的措置の賜物であって、立法的措置による成果ではない。このことは、

地域語教育が政権の交代によって、いつ削減されるか、あるいは停止されるかもしれない

という状況にあることを意味する。不十分な地域語教育それ自体が不安定なのである。

　これに対して地域語の学校教育を推進してきた活動家や地域主義者たちの目的は、地域
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語の消失の危機を食い止め、いつどこでも地域語とフランス語が話者の自由な選択によっ

て使用できる環境の創出であることだったが、ミッテラン時代に実現した学校教育は、こ

の理想には遠く及ばないものであった。

ii）フランス語の義務化・公用語化

　ig90年代になると、地域語にとっては制約がかけられる状況が加えられる。それはフラ

ンス語の公用語化・義務化、というフランス政府のとった措置である。まずフランスは1992

年、共和国憲法第2条の規定に「フランス語」の項目を設け、「共和国の言語はフランス語

である」という一文を付加した。これは、マーストリヒト条約批准をめぐって、フランス

のナショナル・アイデンティティを高める意図で加えられたものである。フランスの憲法

裁判所（憲法院Co醸se丑。◎鵬titutio㎜e1）8は、当時の憲法下ではマーストリヒト条約を批准す

ることは出来ないと判決した。それは、マーストリヒト条約は少なからずフランスの国家

主権を相対化する性質をもつもので、批准に際してフランスのナショナル・アイデンティ

ティと主権を明確化する必要があると判断したためであった。つまり、当時の憲法下での

マーストリヒト条約批准は「違憲」と見なしたのである。その後、フランスは条約批准を

クリアするために憲法改正に乗り出す。それまでは、国歌「ラ・マルセイエーズ」と三色

旗を国旗とする規定だけであった第2条に、「共和国の言語」としてのフランス語が書き加

えられた。これは、フランス語のみがフランス共和国が公認する憲法的価値を有する言語

であり9、事実上の公用語認定である10。

　この措置は、当然に公的活動におけるフランス語使用の義務を強化する動きにつながっ

た。1994年に制定されたいわゆるトゥーボン法（フランス語の使用に関する法律）である。

この法律は公共機関でのフランス語使用を義務付けるだけにとどまらず、公共活動に関わ

る民間企業や団体の活動、フランス国内での一切の商業活動（売買・雇用契約、広告・宣

伝）にもフランス語使：用の義務を規定するものである。さらにこれに前後して、立法的措

置ではないが、フランス国内で放送される音楽番組（テレビおよびラジオ）にフランス語

8憲法院は、フランス国会で可決成立した法律や、フランスが署名・批准しようとする国際協約が、フラ

ンス共和国憲法に合致しているかを審査する司法機関である。フランス共和国大統領や首相のほか、相当

数の国会議員の提訴があれば、可決法律の合憲性を審査する。違憲箇所があると判断された場合は、法律

の条文や殺到の一部が削除されるか、法律全体が無効となる。日本にも国会には立法審査権という制度が

あるが、フランスの憲法裁判所は完全に立法権から独立した司法機関であり、フランスにおける立法権に

対する司法権の優位を示すものである。

9フランス語が明確にフランス共和国の「公用語（1a雄gue　o働ielle）」であることが規定されたのは、1996

年4月の憲法院判決（フランス領ポリネシアの自治に関する法律についての判決）である（Bemard　Poi鍵a織t，

五磁型θ38’o厩伽8576gゴ。溜1ε3，　La　doc難mentation食融gaise，1998，　p．43）。これについての詳細は後述する。

1。これは、カナダやベルギー、スイスなどの複数の有力な言語がひしめき合う多言語国家における憲法に

よる言語認定とは状況が異なる。多言語国家における言語の憲法認定は、複数言語を認定するならばそれ

は多言語主義の宣言であり、言語集団間の紛争回避、国家統合の円滑化カミ主要目的である。だが、フラン

スのように事実上、フランス語一言語が排他的に使用される国において、形式的にもそれを承認しようと

いう事例はきわめて特異と言わざるを得ない。例えば、璃本では事実上日本語が、アメリカでは事実上英

語が排他的に使用されていて、これはフランスと同じ言語状況といえるが、日米両国の憲法には言語の規

定が設けられていない。
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の放送時間枠を課し、テレビ・ラジオ放送に対して大きい権限を有する機関（CSA，放送最

高評議会Consei　sup6rieur　de　r　a蕊（五〇visueDにその監視機能を与えるという徹底した政策をフ

ランスは打ち出す。

　1994年の法律制定およびこれに付随する「フランス語枠」の制定は、地域語ではなく、

氾濫する外国語、特に英語を規制する意図でなされたものであるが、解釈によっては同様

の場面における地域差使用の制約にもつながる。トゥーボン法談21条には、この法律が

地域語や地域文化の発展や促進の妨げにならない旨が規定されているが、解釈によっては、

従来政府が認め、政策として行ってきた分野（学校教育、小規模FMラジオ放送、フランス

第三チャンネルでの一定時間内での放送、芸術文化活動）以外では、フランス語使用義務

が遵守されるべきということもなりたつのである。

iiD地域語の公的使用要求と民間学校における二言語教育

　こうした状況もあって、1990年代から各地の地域語擁護者たち、あるいはそうした活動

には直接関わらない市民や代議士の中からも地域語の学校以外での使用を求める動きがた

かまった。だが、憲法やトゥーボン法ではフランス語の使用義務が規定されている。この

ため、地域語を公用語には規定せずとも何らかの形で法的に規定されることを求めた。具

体的には、公立学校での二言語教育の実施、テレビやラジオでの地域語番組の放送枠の確

約、公共行政機関における地域語での窓口ならびに文書によるサービスの実施、地域語に

よる経済・商業活動の容認、などである。これらは総称すれば「地域語の公的使用（usage　des

langues　r6gionales　dans　la　v童e　publique）」ということになろう。

　だが、「地域語の公的使用」は、地域語の公用語化や地域語・フランス語の二言語主義を

求めるものではない。「公用語」は公共の場において、あるいは公的な活動において当該言

語の使用を義務付けることを意味する。これに対して「地域語の公的富船は、公共の場

や公的活動での地域語の使用も可とすることを求めるものであって、それはフランス語と

の併用が前提になる。コルシカ島や仏領ポリネシアを除き、地域語の公用語化要求は大き

な運動にはなっていない。「二言語主義」は、地域語が公的な場や活動においてフランス語

と「完全に平等」な処遇や地位とすることを意味する。例えば、公的に作成された文書の

有効性は、フランス語のみにあるのではなく、両方の文書になる。このため、公文書はフ

ランス語を原本としそこから地域語の訳文が作成されるのではなく、両方の言語が同時に

作成され、両方とも原本として扱われる。だが、馳成語の公的使用」はそこまで要求して

いるのではなく、訳文もしくは地域語の概説併用文を求めているにすぎないのである。

　こうした要求に対応するために、フランス本土の地域語圏では、公立学校の地域語教育

とは別個に、民間学校が行う二言語教育が盛んになった。ここでいうヒニ言語教育」とは、

先にも「公立学校での二言語教育の実施を求めた」と述べたが、地域語・フランス語でひ

とつの授業を同時並行に行うことではなく、地域語で理科・社会・数学など既存科目の授

業を行ういわゆるイマージョン教育を指す。1983年以降、地域語教育がリセやコレージュ
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など公立の中等教育機関で開始されているが、これは馳域語・地域文化」科目であって、

つまり、地域語そのものを教える授業である。これに対して民間学校が行う二言語教育は

地域語「で」他科目を教える。つまりより地域語が実践的に使用できるように教えられて

いる。また、公立学校での地域語教育は中等教育機関が中心であるのに対して、民間学校

の二言語教育は初等教育もしくは就学前教育、つまりもっと年少の児童を対象にしている

のが特徴である。

　地域語教育に取り組む民間学校の具体例は、ブルターニュのディワン（Diwan）、バスク

のイカスピ（1㎞s－bi）、北カタルーニャのブレソーラ（Bressola）、オック語地域のカレンド

ラータ（Carendrata）、アルザスのABCMツヴァイシュプラシヒカイト
（ABCM－zweisprachigkeit）などである。これらはみな、1960年代に地域語の学校教育を要

求した保護者や地元教員、作家・詩人たちのグループが母胎となっている。1983年の公立

学校での地域語教育開始によりその第一目的は達成できたが、より年少の子どもたちへの

教育、中でもイマージョンが不可欠であると懸念し、その後、1901年法（結社法）による

法人格を取得し、教育・文化団体へと転身したものである。個別の団体の変遷については、

以降に続く個別の地域の章・節を参照されたい。

　1901年法は、いわゆる民間団体の「公認」とその基準を定めたものである。一定の基準

を満たして申請すれば公認団体として認められ、地方自治体く具体的には県）を通じて補

助金が交付される。ただし、教育団体の場合はフランス語での科目を一定数設けなければ

公認団体としては認められない。このため、地域語教育を行う上記の団体はフランス語の

授業も行う代わりに、一種の「私立学校」という形態ではあるが、私塾ではなく学校教育

機関として認定されているのである。フランス本土においては、この民間団体が運営する

学校が現在の地域語の保護・再生・発展の中心となっているのである。

第三節ヨーロッパ地域語・少数言語憲章をめぐる攻防一ヨーロッパ多言語主義か共和主義か

　こうした中、1999年春、フランス政府（ジョスパン社会党首相）は、「ヨーロッパ地域語・

少数言語憲章（以下、憲章と記す）」に署名する。その後、憲章の規定についてフランスが

実際にこれに基づき執行することを意味する批准を大統領が行うことになったが、シラク

大統領は批准せず憲法院に提訴した。憲法院は6月に、フランスの憲章批准はラランス共

和国に反するという判決を下す。これ以降、フランスでは地域語の公的使用についての論

争が巻き起こる。ここでは、1）この憲章の理念と目的について、2）この憲章の背景に

ある「ヨーロッパ多言語主義」とは何か、3）この憲章をめぐるジョスパン政権発足以降

のフランスの動き、について詳述する。

1＞ヨーロッパ地域語・少数言語憲章についで1

11以下の憲章からの引用和文については、すべて渋谷謙次郎（編）『欧州諸国の言語法一欧州統合と多言語
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　この憲章は1992年にヨーロッパ審議会（Co競nci1◎f　E碇ope，評議会ともいう）のストラス

ブール総会にて採択された。ヨーロッパ審議会とは欧州連合（EU）とは異なる、第二次大

戦凝すぐに西欧だけでなく東欧諸国も参加する人権保護機関である。これまでに女性や児

童、障害者や同性愛者の権利擁護のために様々な決議を行っているが、1960年代以降、言

語や民族、宗教的少数派の権利擁護のための決議も行われている。この憲章に関わる動き

は1980年代初頭から見られる12。

　さてその憲章は前文と5つの部から構成されている。

i）前文一地域語・少数言語の保護はヨーロッパの文化的多様性、多文化主義、民主主義

に貢献

　憲章の前文を要約するならば、おそらくこの小見出しのようになるだろう。第4段落に

おいて「公私の生活において地域語または少数言語を使用する権利は（中略）、かけがえの

ない権利」であり、「地域語または少数：言語の保護促進が（中略）民主主義と文化的多様性

の原則に基づいたヨーロッパ建設への大きな貢献をなす」ものであると規定されている。

一方、「異文化交流と多文化主義の価値観から、地域語または少数言語の保護奨励が公用語

とその学習の必要性を害することがあってはならない」とも謳っており、地域制の公的使

用は「権利」と言いながらも、その使用を義務付けるものでないことが強調されている。

五）第1部一地域語の定義その他

　定義については既に冒頭で触れたのでここでは省略するが、第1条a項にて、地域語がそ

れを話す少数者としての集団くマイノリティ・グループ）であることが規定されている。

これが後に、フランスで批准をめぐる論争の焦点となる。

斑）第2部一目的および原則

　第7条i項では、九つの目的および原則が規定されているが、その主なものをあげると、

地域語の公的使用の促進と国境をはさむ近似した地域語を用いる地域どうしの交流促進が

謳われているのが特徴である。これについては2）の「越境的交流」にて詳述する。2項以

降は各加盟国が当該言語を選定し、本憲章を批准した場合には、その言語の公的使用を促

進する具体的方策を講じることを薦めている。ただし、義務的性質や罰則などは一切設け

られていない。

鋤）第3部一地域語の公的使用促進のための措置

　この部分は7つの個別項目からなる条文で構成されている。

①教育（第8条1項）

主義』（三元社2005年）を参照している。ただし、必要に応じて訳文を変更している箇所もある。
12 a谷謙次郎（編）『欧州諸国の言語法一欧州統合と多言語主義』三元社2005年24ページ。
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教育についてはグレード別に次の図表のように項目が設けられている。

a b C d e f

就学前教育 初等教育 中等教育 技術・職 高等教育 成人・生涯

業教育 教育

i 教育を当該地域語もしくは少数言語で行うこと 講座科目の

全部もしくは

大部分が地

域語もしくは

少数言語で

なされること

五 実質的部分を当該地域語もしくは少数言語で行うこと 当該言語の 当該言語を

研究の便宜 講座科目とし

を図ること て設けること

澁 保護者が希望 教育において当該地域語もしく 高等教育の 公的機関が

し、その数が は少数言語の教育をカ リキュラ 内容に対す 当該教育に

十分である場 ムの不可分の一部と して行うこ る権限がな 対する権限が

合に、iもしく と い場合、当 ない場合、当

は五を実施す 該言語での 該言語の教

ること 教育や当 育を推進、奨

該言語の研 励すること

究の便宜を

図ること

鋤 公的機関が権 本人もしく は保護者からの希望

限を直接持た があり、 かつその数が十分であ

ない場合は、 れば、その希望者に対してi～

i～濫の措置 童のいずれかを実施すること

の適用を推

進、奨励する

こと

さらにこれに加えて、g当該の地域語に関わる歴史・文化教育の実施、　f教育に必要な人材

（教員）育成の確保、i監視や報告機関の設定、が述べられている。補足的に説明すれば、

就学前教育から高等教育までのiにて規定されている「地域語での教育」は、地域語その

ものの言語学的教育ではなく、理科や数学く算数）、歴史や社会など他教科・他科目を地域

語で教えるイマージョン・プログラム、すなわちフランスで言うバイリンガル教育を意味

する。就学前教育から技術・職業教育までの揖こついても同様であるが、iはフランス語
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など公用語科目や外国語科目を除く全科目が地域語で教育されることを意味するのに対し

て13、慧は「部分的・選択的」であることを意味する。これに対し、初等教育から技術・職

業教育までの蚤は、そういったイマージョンやバイリンガル教育ではなく、地域語そのも

のを教える語学科目の設置について触れている。粒はさらに任意選択制となったものだ。

よって、iほど地域語の教育使用範囲が広い、といえるグレード制を設けているのである。

②司法（第9条1項）

　　「教育」同様、下記のようなグレードが設けられている。

a刑事手続 b民事手続　　　　　c行政手続

i 当事者のいずれか一方の請求により、裁判所が地域語もしくは少数言語

による訴訟手続をおこなうこと

五 被告人に地域語もしく 当事者本人が裁判所に出廷しなくてはならない場

は少数言語を使用する 合はつねに、その者が自己の地域言語または少数言

権利を保障すること 語を追加費用なしに使用することを認めること

通 書面・口頭のいずれにおいても、 地域語もしくは少数言語で作成された文書

取調ぺ結果や証拠が、地域語で や証拠を有効なものとして採用すること

なされている事由によってのみ、そ

の有効性を否定しないこと

iv 諸請求に伴う文書作成の際、地域

語を使用することを認め、通訳・翻

訳が必要な場合には、追加費用を

負担させないこと

司法においてはとりわけ、刑事被告人と行政訴訟上の原告が、地域語や少数言語をもちい

ることで不利にならないよう定められている。

③行政・公共サービス（第10条）

　これは国の行政（1項）、地方行政（2項）、行政を代行する民間団体もしくは公共機関と

公的な関係にある民間団体（3項）の別に規定が設けられている。国の行政については次の

ようなグレードが設けられている。

a i

五

猷

行政機関による地域語使用の確保

行政職員が窓口において、地域語での要請があった場合の、地域語での応対の確保

市民が地域語で口頭もしくは文章にて要請のあった場合の、地域語での応対の確保

13これは、当該教育機関に在学する児童や生徒を強制的にイマージョン・プログラムに参加させる、とい

う意味ではなく、少なくとも一教育機関に語学教育を除く全教科について、地域語で学べるコースや学級

を設ける、仮に一教育機関の在学する児童や生徒の全員が地域語での教育を受ける場合でも、学校の選択

ができるという選択可能性について規定しているものと思われる。
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鋤

V

b

C

市民が地域語で文書を提出した場合の、それを有効受理することの確保

市民が地域語で口頭もしくは文章による行政サービス提供要請を受理することの確保

市民が頻繁に利用する行政文書の地域語表記で作成、もしくは公用語との二言語併用による表記

で作成すること

行政機関が市民の行政文書の地域語での作成を認めること

地方行政機関については、下記の表の通りである。

a 管轄領域内における地域語の使用

b 地域語話者が当該言語にて行う口頭もしくは文書による要請の受理

C 当該機関による地域言語による公文書の発行

d （市町村などより三三を管轄する）機関の地域語による公文書の発行

e 地域審議機関の審議時における公用語の排除なき地域語の使用

f （市町村などより狭量を管轄する）審議機関の公用語の排除なき地域語使用

9 地名の地域語による表記、従来の表記との併用

公共機関を代行したり、公共機関との関係にある民間団体・企業については下記の通りで

ある。

a

b

C

地域語が業務提供時に使用されるよう確保すること

地域語話者が当該言語で申請することを許可し、かつ地域語で回答すること

地域語話者が当該言語で申請することを許可し、これを受理すること

そして、4項では、上記三つのケースのいずれかを認める批准国には、次のいずれかの項目

が実施されるよう推奨されている。

a

b

C

要請があった場合の通訳と翻訳

上記業務を円滑に行えるよう、地域語を話せる公務員を新たに採用するか、既

存の職員に地域語が話せるように研修・養成を行うこと

地域語使用可能な職員が、地域語使用地域での任務を希望する場合は、できる

限りその要請にかなうようにすること

④メディア（第11条）

　第1項では、グレード別に下記の表のように規定されている。

a i 地域語での公共テレビ放送チャンネル・ラジオ放送局を確保すること

五 地域語での上記放送局・チャンネル設立を奨励・支援すること

蚤 地域語での番組の提供を承認し、かつ適切な措置をとること

b i 地域語で放送するラジオ局の設立を奨励・支援すること

五 地域語でのラジオ番組の定期的放送を奨励・支署すること

C i 地域語で放送するテレビチャンネルの創設を奨励・支援すること
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蓑 地域語でのテレビ番組の定期的放送を奨励・支援すること

d 地域語での音声・映像作品の制作・配給を奨励・支援すること

e i 地域語での新聞の設立、あるいはその維持を奨励・支援すること

五 地域語での定期的記事の掲載を奨励・支援すること

f i 地域語使用にともなうメディアの財政的：負担を援助すること

五 既存の財政支援策を音声・映像作品制作にも適用すること

9 地域語でのジャーナリスト養成を支援すること

さらに、第2項では次のように規定がある14。

「締約国は、ある地域言語または少数言語と同一もしくは類似の形で使用されている言語

での、隣接国からのラジオ・テレビ放送の直接受信の自由を保障し、ならびに、そのよう

な言語による隣接国からのラジオ・テレビ放送の中継に反対しないことを約束する。」

「契約国はさらに、ある地域言語または少数言語と同一もしくは類似の形で使用されてい

る言語で書かれた情報の表現の自由と自由な流布に対し、いかなる制約も課されないよう

確保することを約束する」

この規定は、ゼヨーロッパ多言語主義」の一要素である。詳細な説明は「ヨーロッパ多言語

主義」の箇所を参照されたい。

⑤文化的活動および施設（第12条）

　第1項において、その適用対象として、「特に図書館、映像図書館、文化センター、博物

館、資料館、アカデミー、劇場、映画館、ならびに文学作品、映画制作、庶民的文化表現、

フェスティバル、文化産業」！5が具体的にあげられている。その上で、第2項において、下

記の表のような項目が規定されている。

a 地域語に固有の表現およびイニシアチブを奨励し、これらの言語による作品に接するさまざまな手段を

｣進すること

b 地域語作品に翻訳、吹き替え、アフレコ、字幕を援助開発すること

C 他の言語の作品に地域語の翻訳、吹き替え、アフレコ、字幕を援助開発すること

d 多様な文化活動を組織または支援する団体が、自らイニシアチブをとるもしくは支援する活動に、地域

繧ﾌ知識および使用を適切に取り入れるよう確保すること

e 多様な文化活動を組織または支援する団体が、他の住民の言語に加えて当該地域語を十分使用可能

ﾈ職員を備えられる措置を促進すること

f 文化活動の施設整備および計画において地域語話者の直接参加を奨励すること

9 地域語の作品収集・保管・展示・出版に携わる団体の設立を奨励・支援すること

h 必要な場合には、翻訳および語彙検索サービスを、特に地域語による適切な行政・通商・経済・社会・技

u翻訳はいずれも渋谷（編）2◎05年35ページを引用した。

15前の注釈に同じ。
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術または法律用語の維持発展のために、設立あるいは促進、支援すること

⑥経済的・社：会的活動（第13条）

下記の表の通りである。

1項経済的・社会的活動に関して、締約国は国内において下記の事項を確約する。

a 雇用契約、製品・設備の使用説明書など経済社会生活に関する文書の地域語表示を禁止、制限するよ

､な既存法の文言や規定を撤廃すること

b 企業の内規および私文書において、地域語使用の禁止および制約に関するものを撤廃すること

C 経済的・社会的活動において地域語使用に支障をもたらす行為に反対すること

d 上記以外の措置により地域語の使用を奨励、承認すること

2項　経済的・社会的活動に関して、締約国は地域語使用地域において下記の事項を確約する

a 財政・金融に関する法規に、地域語での商行為を有効とする項目を設けること

b 当該領域における地域語使用促進のための活動を組織すること

C 病院や福祉等の社会厚生的施設において、利用者が地域語での援助を必要とした場合に、当該言語

ﾅ応対し、当該言語での業務を提供すること

d 安全に対する注意説明の地域語表示を確保すること

e 消費者関連の情報を地域語でも利用可能にすること

⑦越境交流く第14条）

　これは次のように規定されている16。

順一言語が同一もしくは類似の形態で使用されている国家との間で結ばれている既存の

二国間および多国間合意を適用するか、もしくは、新たに締結するよう努力して、当該国

家間の同一言語使用者間の接触を文化、教育、情報、職業訓練、生涯教育の分野で促進す

る」（a項）。

　地域語のために、「境界を越えた協力、特に、同一言語が同一もしくは類似の形態で使用

されている区域での地方団体間協力を促進、承認する」（b項）。

v）憲章の適用（第4部）および最終規定（第5部）

　第15条から第23条は、ヨーロッパ審議会加盟国のうち、この憲章の第3部にて規定さ

れていることを署名した場合、締約国は何をすべきかを規定するものである。

2）憲章に見るヨーロッパ多言語主義の理念

i）ヨーロッパ諸国の中で地域語憲章を署名・批准した国

　ヨーロッパ審議会加盟国のうち、地域語・少数言語憲章を署名・批准した国は下記の表

16 Oの注釈に同じ。37ページ。
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の通りである。ブランスについては、3）で詳細に触れる。

表地飛語・少数言語憲章の署名・批准国

署名国 批准国

1992年 オーストリア、キプロス、デンマーク、

tィンランド、ドイツ、ハンガリー、ル

Nセンブルク、マルタ、オランダ、ノル

Eェー、スペイン

1993年 スイス ノルウェー

1994年 フィンランド

1995年 ルーマニア ハンガリー、

1996年 マケドニア、ウクライナ オランダ

1997年 クロアチア、スロヴェニア クロアチア、リヒテンシュタイン

Xイス

1998年 ドイツ

1999年 フランス、アイスランド

2000年 チェコ、イタリア、リヒテンシュタイン、

Xウェーデン、イギリス

デンマーク、スロヴェニア、スウ

@　一“Gーアン

2001年 アルメニア、アゼルバイジャン、ロシア、

Xロヴァキア

オーストリア、スロヴァキア、ス

yイン、イギリス

2002年 モルドヴァ アルメニア、キプロス

2003年 ポーランド

2005年 セルビア・モンテネグロ

署名のみの国…アゼルバイジャン、チェほ、フランス、アイスランド、イタリア、ルクセンブルク、マルタ、モルドヴ

@、ポーランド、ルーマニア、ロシア、セルビア・モンテネグロ、マケドニア、ウクライナ

署名も批准も行っていない国…アルバニア、アンドラ、ベルギー、ボスニア・ヘルツェゴビナ、ブルガリア、エス

gニア、グルジア、ギリシャ、アイルランド、ラトヴィア、リトアニア、ポルトガル、サンマリノ、トル諏

渋谷（編）2005年55～56ページの図表を参照して作成

　この憲章の掲げる「ヨーロッパ多言語主義」の内容は後述するとして、その理念を早く

受け入れた国は、「ヨーロッパ多言語主義」に前向きであるといえるだろう。オーストリア、

キプロス、デンマーク、フィンランド、ドイツ、ハンガリー、ルクセンブルク、マルタ、

オランダ、ノルウェー、スペイン、スイスなどがこれに該当する。ただし、その国が多言

語国家・多言語社会であることと、「ヨーロッパ多言語主義」を受け入れることとは別であ

る。ヨーロッパ各国における言語とその法的地位を表にしてみると次のようになる。
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国名 国家公用語 国語・地域公用語 非公用語

アルバニア アルバニア語

アンドラ カタルーニャ語 スペイン語、フランス語

アルメニア アルメニア語 ロシア語

アイルランド 英語・アイルランド

アイスランド アイスランド語

アゼルバイジャン アゼルバイジャン語 ロシア語

イタリア イタリア語 フランス語、ドイツ フランコプロヴァンス語、ブリ

Eリ語、ラディン語、アルバニ

A語、ギリシャ語、スロヴェLニ

A語など

イギリス 英語 ウェールズ語 ゲール語、マン島語、ニンウ

Hール語、ジャージー語など

ウクライナ ウクライナ語 ロシア語

エストニア エストニア語 ロシア語

オランダ オランダ語 フリースラント語

オーストリア ドイツ語 ハンガリー語 ス導ヴェニア語、クロ

Aチア語、チェコ語

キプロス ギリシャ語・トルコ 英語、アルメニア語、

Aラブ語など

ギリシャ ギリシャ語 マケドニア語、トルコ

クロアチア クロアチア語 スロヴェニア語、セル

rア語など

グルジア グルジア語 ロシア語

サンマリノ イタリア語

スイス ドイツ語、フランス

黶Aイタリア語

ロマンシュ語

スウェー・デン スウェーデン語 サーミ語

スペイン スペイン語 カタルーニャ語、バ

Xク語、ガリシア語

スロヴァキア スロヴァキア語 ハンガリー語
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スロヴェニア スロヴェニア語

セルビア・モンテ

lグロ

セルビア語 ボスニア語、クロアチア語、

nンガリー語、アルバニア語

ﾈど

チェコ チェコ語 ドイツ語

デンマーク デンマーク語 グリーンランド語、

tェ旗一語

ドイツ語

ドイツ ドイツ語 ソルブ語、デンマーク語

トルコ トルコ語 クルド語など

ノルウェー ノルウェー語 サーミ語

ヴァチカン イタリア語・ラテン語

ハンガリー ハンガリー語 ドイツ語など

フィンランド スウェーデン語 フィンランド語 サーミ語、カレリア語

フランス フランス語 地域語など

ブルガリア ブルガリア語 トルコ語、ギリシャ語など

ベラルーシ ベラルーシ語・ロシア語 ポーランド語など

ベルギー フランス語・オランダ語 ドイツ語

ポーランド ポーランド語 ドイツ語など

ボスニア。ヘルツ

Fゴビナ

ボスニア語 クロアチア語、セルビア

黶Aアルバニア語など

ポルトガル ポルトガル語

マケドニア マケドニア語 アルバニア語、セルビア

黷ﾈど

マルタ マルタ語 英語

モナコ フランス語 モナロ語

モルドヴァ ルーマニア語 ロシア語、ウクライナ語など

ラトヴィア ラトヴィア語・ロシ

A語
リトアニア リトアニア語 ロシア語

りヒテンシュタ

Cン

ドイツ語

ルクセンブルク フランス語 ルクセンブルク語 ドイツ語

ルーマニア ルーマニア語 ハンガリー語、トルコ語、

hイツ語など

ロシア ロシア語 カレリア語、チェチェン 左記以外の諸言語
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語、オセット語など構成共

a国の諸民族語

このうち、1992年に憲章を署名したオーストリアの場合、南部ケルンテルン州、シュタイ

エルマルク州および東部のブルゲンラント州の一部地域にハンガリー語、スロヴェニア語、

クロアチア語が使用される地域がある。ハンガリー語については、憲章批准直前の2000年

にブルゲンラント州の公用語に指定され、他の言語についても当該州では学校教育が認め

られている。デンマークのドイツ語、フィンランドのサーミ語、ドイツのソルブ語、ハン

ガリーのスロヴァキア語などについても、国や特定地域の公用語ではないものの、当該言

語が使用されている地区や市町村では行政や教育、放送で使用されている。

　一方、憲章を批准しない、あるいは批准も署名もしない国は、大きく三種類に分けられ

る。一つは事実上、国内には一言語しかないというもので、アイスランドやポルトガルが

これに当たる。もうひとつは、既に国内では十分に少数言語や地域語を保護し、その公的

使用を支援している、あるいは既に多言語主義的政策を行っているので、あえて憲章を署

名・批准する必要はないとする国で、イタリアやベルギー、アンドラやルクセンブルクが

これに該当する。そして、最後は国内に深刻な民族問題を抱えているか、マイノリティに

権利を認めることを躊躇している国で、東欧諸国やロシア、トルコ、バルカン半島諸国が

これに含まれる。フランスはこれに分類されるが、民主主義が進んでいる西ヨーロッパで

はただひとつの国であることを指摘しておこう。フランスの隣国を見るならば、かつては

少数言語や地域語の保護には消極的だったイギリスやスペインは批准を済ませているし、

ルクセンブルクやベルギー、スイス、アンドラは多言語主義政策を講じている。イタリア

も少数言語・地域語を保護すべきとする大統領令が2000年に発令されている。すなわち、

現時点ではフランスの地域語は、国内だけでなく国際的な法の保護対象になっていないの

である。

五）ヨーロッパ多言語主義とは？

　これはひとえにフランスがヨーロッパ多言語主義を承認したくないためであろう。では

そのヨーロッパ多言語主義とは何か、そしてなぜフランスはヨーロッパ多言語主義を認め

ることができないのかを明らかにしていきたい。

　憲章の項目からうかがえるのが、言語間の平等主義一特に何ら法的な地位を持たない地

域語、少数言語に対して、公用語なみの使用環境を導出しよう、という理念である。これ

はまた、越境的地域間交流の促進、という考え方も含まれている。

①イタリアの事例一アオスタ自治州のフランス語公的使用促進策

　たとえば、後にも触れるが、イタリア共和国の北西部にあるアオスタ自治州の事例を取

り上げてみよう。イタリアは先述の通り、ヨーロッパ地域語・少数言語憲章に批准はして
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いないが、署名はしており、かつ大統領令によって、公用語であるイタリア語以外の地域

語や少数言語の保護や教育、公的場面での使用を奨励しているので、ヨーロッパ多言語主

義に則っているといえるだろう。

　アオスタ自治州は四方を四千メートルを超えるアルプスに囲まれた山岳地域で、面積・

人口ともイタリア最小であり、近年は登山や冬季スポーツなどを生かした観光などがみら

れるが、生産的な経済規模は大きいとは言えない。また中世以降、現在のフランスアルプ

スを本拠とするサボワ王家の領土であったことから、イタリアに併合された19世紀後半以

降もフランス語が用いられていた。言語文化的な「イタリア化」が進行するのは、ファシ

ズム期、そして戦後の高度成長期である。

　一方、アルプスを挟んだ向こう側はフランス語が公用語であるフランスとスイスのロマ

ンディア地方17である。「ヨーロッパ」という空間から見た場合、アオスタもフランスもロ

マンディアも同じ「フランス語圏」ということになる。しかしながら、アオスタで公用語

がイタリア語だけであると、公用語でないフランス語の使用は限られ、フランス語の使用

が公的に保障されているスイスとフランスに比べて権利の面でアオスタは劣ることになる。

　ヨーロッパ多言語主義は、国境が存在することによる同一言語での地域、あるいは国家

間の権利上の不平等や格差がおきないようにする措置である。イタリアは戦後、アオスタ

自治法Q948年）を制定し、フランス語をアオスタ州に限定して公用語し、イタリア語と

の対等な地位を容認することで、ヨーロッパ多言語主義に前向きに取り組んできたといえ

る。

　さらに憲章第11条2項にあるように、隣国からの同一言語（自国の地域語あるいは少数

言語との）による放送のスピル暴馬バーを妨げない、あるいは隣国の同一言語での越境放

送を支援することにより、自国の地域語あるいは少数言語の使用地域が新たにその言語を

用いる放送局を設置する財政的負担を緩和する政策などは、より積極的なヨーロッパ多言

語主義政策といえるだろう。アオスタについては、憲章の署名以前からイタリア政府は国

営放送RAIのアオスタ支局と隣…国フランスの地域放送France　3、スイスのフランス語圏をカ

ヴァーするTSRとの間で協定を結び、アオスタ地域で後者二局の放送の受信が可能になる

ような措置を講じている。

　このような越境的言語・文化の交流促進策は、経済・社会的交流の拡大に結びつくこと

になり、統合欧州が理念とする域内格差の是正にも大きく貢献するところである。

②イギリスー地方分権下におけるウェールズ（カムリー）語、ゲール語の使用促進策

　イギリスは長らくホームルール（地方自治）が根付いていたものの、ウェールズやスコ

ットランド、北アイルランドなど旧王国地域については、自治を認めない中央集権的な国

家であったが、ブレア労働党政権下の「第三の道」の政策にともなう大幅な自治改革によ

ユ7スイスのフランス語圏を指す地域的総称で、ジュネーヴ、ジュラ、ヴォー、ヌーシャテル州の全域とベ

ルヌ、ブリブール、ヴァレー州のフランス語圏域を指す。政治的共同体ではないが、言語共同体としての

意識は強く、メディアなどにこの地名がっけられている。詳細はスイスとベルギーの部を参照されたい。
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り、旧王国地域に立法権が付与され、連邦主義的な分権化・自治化が進行中である。

　その中で、これまでは公的な場面では使用される機会がほとんどなかった少数言語のウ

ェールズ語やゲール語の使用促進政策が進められている。ウェールズ政府は1990年代の後

半にウェールズ（カムリ）語を英語と同等の公用語に定め、公的な場面でのウェールズ語

の使用を積極的に推進している18。スコットランドについては、現在では北部ハイランド地

方の北端部の沿岸および遠洋島嗅地域でのみ使用されているゲール語の、当該地域での公

的使用を促進する政策を打ち出している。ゲール語は南部ローランド地方や中部ハイラン

ド地方の南側では使用されていないため公用語には指定していないが、特にハイランド・

アイランド州については公共施設や商業施設などにゲール語と英語の二言語表記が進めら

れている。スコットランド政庁はハイランド・アイランド州の二言語政策に支援を行うほ

か、州内のスカイ島にゲール語での職業訓練を行える大学校Sabhal　el　Os面9を設立、運営

している。

3）「文化的多様性＝ヨーロッパ多文化主義」に否定的なフランス共和主義

　公用語ではない地域語や少数言語に公的な場所での使用を奨励する動きは、憲章に署名

あるいは批准をしょうがしまいが、微妙な民族問題を抱えている東欧・バルカン・旧ソビ

エト連邦構成諸国を除くヨーロッパ地域では一般的な流れと言える。だが、199◎代後半か

ら現在に至るまでのフランスの動きはそれとは同じではない。

　もちろん、フランス政府は常に多言語主義を否定し続けてきたわけではない。フランス

政府は、近年著しい英語の氾濫を何とか食い止めようとさまざまな策を講じているが、そ

のたびごとにフランスは「文化的多様性」を尊重しているという。だがこれはあくまでも

対外的姿勢、とりわけアメリカやイギリスなど英語圏・アングロサクソン世界が対峙して

いる場合の姿勢であり、いざ国内に目を向けるとなると、「文化的多様性」は一挙にトーン

ダウンし、「共和国・共和主義の尊重」という題目がクローズアップされる。

①地域語の公的使用に前向きな政治勢カーフランス社会党

　ではなぜ、フランスはヨーロッパ地域語・少数言語憲章に署名したのか？それは、端的

にいえば、署名権者であるリオネル・ジョスパンが社会党の首相であったからというほか

にない。1983年から公立学校で地域語教育が開始されたが、これも社会党のミッテランが

大統領に就任し、同党の文化大臣ジャック・ラングと文部大臣アラン・サヴァリの尽力に

よるところが大きかったためだ。よって、1997年から2002年まで続くジョスパン左翼政権

時代に、ヨーロッパ憲章に対するフランスの姿勢が大きく進展したことも想像がつくであ

ろう。

18 ﾚ細は、ほリン・ウイリアムズ、松山明子（訳）「ヨーロッパの少数言語一ウェールズの事例から」を参

照（『ヨーロッパの多言語主義はどこまできたか』三元社2004年26～59ページ）。
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D1998年2月一：ニコル・ペリ社会党議員の報告書

　ジョスパン首相自身、ig84年に地域語促進法案を国会に提出した経験があり19、大統領選

挙への出馬の際にもこの憲章の署名・批准を表明していた20。首相に就任後も「地域語を擁

護し、活性化することが必要」である、「地域語教育にはあらゆる場を与えなければならな

い」などの発言を繰り返していた21。

　ジョスパン首相は1997年10月に二頃ル・ベリ議員22を委員長とする「地域言語文化に関

する調査団」を発足させ、地域語活動家や文化団体関係者、教育・研究関係者からの聴取

を行い、更なる地域語の防衛と発展のために地域語憲章の必要性を裏付けようとした。

　この委員会は1998年2月に中間報告書を提出する。この報告書は、フランス政府がヨー

ロッパ地域語憲章を署名・批准する上でクリアすべき法的問題が記されたものであるが、

そこでペリー議員は次のような指摘を行っている23。

ア）地域語憲章の署名・批准については、各地域からの要望が強く、前向きに検討すべき

イ）ただしその批准については、憲法裁判所による合憲の判断が前提

ウ）行政裁判所（コンセイユ・デタ）が1996年に地域語の公的使用を限定的とする判決を

　　しているため、憲法裁判所もこれに従う可能性が大きいこと

エ）よって、憲章批准にはフランス語の使用義務を規定している憲法第2条を改正するか、

　　新たな地域語の公的使用について定めた法律を成立させる必要があること

このうち、ウ）の行政裁判所の判決については、ジョスパンの前のアラン・ジュッペ保守

政権時代の出来事なので、後述する。

il）重998年7月一ベルナール・ポワニャン・カンペール市長による最終報告

　続いてジョスパン首相は、社会党のカンペール市長、ベルナール・ポワニャンに委員会

の最終報告書の提出を依頼する。ポワニャン市長もブルターニュ語の活動家であり、カン

ペールはブルターニュ半島の最西端、フィニステール県の港湾都市で、ブルターニュの言

語文化活動の中心地である。最終報告は1998年7月に提出された。そこでも多言語主義の

推進と地域語の必要性から、憲章批准が望ましいと提言され、その方策として具体的に次

のようなプロセスが提示された24。

ア）法律家により、フランス共和国憲法規定に抵触しない憲章の項目を抽出させること

19この法案は可決しなかった（長谷川秀樹『コルシカの形成と変容一共和主義フランスから多元主義ヨー

ロッパへ』三元社2002年157ページ）

20同
21 �p部分は前の注に同じ。
22 ﾐ会党ピレネー・ザトランティック県選出の女性議員で、夫は同県シブルンヌ市長でバスク語活動家。

箆詳細な内容はフランスの地方紙De㎡らfes亘◎uve11es　d’Alsaceの1998年2月3・4日付け記事を参照。

24Poig腿醜1998および長谷川2002年159ページを参照。
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イ）ア）により選ばれた項目を署名すること

ウ）さらに批准すること。ただし、共和国憲法第2条の拡大解釈もしくは改正が必要とな

　　る。

ウ）についてであるが、ポワニャンは具体的な拡大解釈の策として、地域語・地域文化を

「フランスの国民遺産くpat血10ine　na面謝e）」であると国会決議などによって位置づけるこ

とを提示した。当時の国会は地域語に前向きな社会党が多数派であったから、この決議自

体のハードルはそれほど高くなかった。そして、憲法改正については具体的に、第2条、

第34条、もしくは序文の改正が必要であるとし、いずれの場合でも地域語、もしくは複数

形での「フランスの諸言語く1angues　de　France）」の規定を新たに加えることを提起した。こ

ちらのほうは、憲法裁判所の判断あるいは国民投票を伴う作業であるから、拡大解釈より

困難といえるだろう。

ili＞壌998年ね月一法学者ギ・カルカソンヌの報告書

　最終報告を受け、1998年9．月、ジョスパン首相は地域語憲章署名を表明し、憲法学者（パ

リ大学ナンテール校）のギ・カルカソンヌに、憲章第3部に具体的に提示されている項目

の中で、憲法上可能なものの抽出を依頼した。

　ところで、ヨーロッパ憲章の規定（第2条2項）では、締約国は第3部の98項目の中か

ら最低35項目を適用しなければならないとされている。そして教育（第8条）および文化

活動・施設（第12条）の諸規定からはそれぞれ最低3項目ずつ、他の分野（第9条～第11

条、第13条）からは最低1項目ずつを適用しなけばならないことも規定されている。フラ

ンスが憲法上の制約なしに適用できる項目がどれなのか精査するため、法学者のカルカソ

ンヌに依頼したのである。

　上に対するカルカソンヌの報告書は次のようなものである。

ア）憲章は全体として違憲ではない

イ）98項目中国憲法・法体制上フランスが適用可能なものは52項目

ウ）ただし、残る項目は明白にフランスの憲法理念に抵触

工）さらに、憲章に規定されている「集団くグループ）」の文言について注釈が必要

　ア）について。カルカソンヌは憲章の規定には一切の義務的表現がないことから、地域

語がフランスの国民文化遺産として位置づけられるのであれば、全体として憲法理念に反

するものではないと説明している25。

　イ）について、カルカソンヌが適用可能とした項目は次の表の通りである（いずれも黒

塗り白字部分）。

25 ｷ谷川2002年互6◎ページ。
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（教育・第8条）

i

五

a

就学前教育

b

初等教育

C

中等教育

d

技術・職

業教育

e

高等教育

教育を当該地域語もしくは少数言語で行うこと

f

成人・生涯

教育

実質的部分を当該地域語もしくは少数言語で行うこと

講座二三の

全部もしくは

大部分が地

域語もしくは

少数言語で

なされること

撮

公的機関が権

限を直接持た

ない場合は、

i～鐵の措置

の適用を推

進、奨励する

こと

教育において当該地域語もしく

は少数言語の教育をカリキュラ

ムの不可分の一部として行うこ

と

加

高等教育の

内容に対す

る権限がな

い場合、当

該言語での

教育や当

該言語の研

究の便宜を

図ること

公的機関が

当該教育に

対する権限が

ない寄合、当

該言語の教

育を推進、奨

励すること

　さらに憲章の内容紹介部分で触れなかった第8条1項のhおよびi規定、そして第2項を

カルカソンヌは適用可能としている。hは高等教育ならびに成人・生涯教育において選択し

た項目を実施するのに必要な地域語教員を養成すること、iは教育実施状況等を報告・監視

する機関を設置すること、第2項のは地域語が話されている地域以外でも必要があればそ

れを教育できるようにすること、が規定されている。（合計10条項）

　（司法・第9条）
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i

a刑事手続 b民事手続 。行政手続

五

当事者のいずれか一方の請求により、裁判所が地域語もしくは少数言語

による訴訟手続をおこなうこと

被告人に地域語もしく

は少数言語を使用する

権利を保障すること

撫

加 諸請求に伴う文書作成の際、地域

語を使用することを認め、通訳・翻

訳が必要な場合には、追加費用を

負担させないこと

　さらに、カルカソンヌは、第9条の第2段落にある「締約国は、以下のことを約束する」

という亀b，cの三つの項目中、　b「国内で作成された法律文書の当事者間における効力を、

地域言語または少数言語で作成されていることのみを理由にして、否定しないこと、かつ、

それらの文書が、当該地域言語または少数言語の使用者ではない第三者に対しても、その

文書の内容が援用者によって当該第三者に知らされることを条件として、援用できるよう

にすること」26と。「国内で作成された法的文書の当事者間における効力を、地域言語また

は少数言語で作成されていることのみを理由にして、否定しないこと」27の二つのいずれか

を署名できるとしている。さらに必要ならば、第3段落「締約国は、重要な国内法規およ

び特に地域言語または少数言語の使用者に関する法規を、これらの言語で利用可能にする

ことを、既に別の形で利用可能になっている場合を除き、やくそくする」28という項目も署

名可能としている。つまり司法分野では10条項が署名可能とした29。

　（第10条・行政機関および公共サービス）

　国の行政・公共機関の場合

a i

五

避

粒

行政機関による地域語使用の確保

行政職員が窓口において、地域語での要請溺あった場合の、地域語での応対の確保

市民が地域語で口頭もしくは文章にて要請のあった場合の、地域語での応対の確保

市民が地域語で文書を提出した場合の、それを有効受理することの確保

26 �p箇所は渋谷（編）23ページ
27

ｯ上
28 ｯ　24ページ
29（沁yC菰cas◎鵬伽4ε8麗アZαc卿確励娩脚2　ZαC乃α惚θ彿喫ε駕4e3伽解8　r69・纏3・髭翻・吻惚ε8∫
1αCo麗露麹む。控，　La　Doc㍊礁1e簸ta蕊。捻丘a鞭gaise§121
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地方の行政・公共機関の場合

a

b

管轄領域内における地域語の使用

地域語話者が当該言語にて行う口頭もしくは文書による要請の受理

e

f

地域審議機関の審議時における公用語の排除なき地域語の使用

（市町村などより狭域を管轄する）審議機関での公用語の排除なき地域語使用

　行政機関の代行業務もしくは公的業務と関る民間企業の活動については、カルカソンヌ

はいずれもフランス憲法の理念に反するとして取り上げなかった。第4段落では、下記の

通りとなっている30。

a

b

要請があった場合の通訳と翻訳

上記業務を円滑に行えるよう、地域語を話せる公務員を新たに採用するか、既

存の職員に地域語が話せるように研修・養成を行うこと

行政機関で地域給が使用できるのは、上記の5条項だけである。

（第11条メディア）

30
　Guy　Carcaso撒e，§132
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　第U条の第一段落の規定について、カルカソンヌは鍼項以外はすべて合憲であると解釈

している。ではなぜ、二項「地域語使用にともなうメディアの財政的：負担を（国が）援助」

することが合憲ではないのか？それは「国家が平等原則を脅かす危険性がある」31ためであ

る。メディア、特に公共放送におけるそれの財政援助は共通法で定められるべきであるが、

地域語を放送で使用することついて伴う負担に対する公的支援は、地域語が話されている

地域の放送局だけが対象となり、個別の法規が必要となりかねないことをカルカソンヌは

指摘している32。こうしたことは法の下での平等という原則を侵す危険性がある、という指

摘である。

　さらに、隣国からの越境放送を妨げないことを規定した第二段落、メディアの中立性と

自由に関する団体が法律に基づいて設立されている場合に、地域語使用者の利益が考慮さ

れうることを規定した第三段落については合憲と解釈している。：第二段落の越境地域語放

送については、カルカソンヌは既にスペインにあるバスク語放送がフランス南西部のバス

ク語圏にも視聴可能となっている事例をあげて、法律上の問題はないとしている33。

　以上15条項が合憲であるとカルカソンヌは判断するが、署名するのに最低限必要な項目

として第一段落のa－iii，　b－i，　b－ii，　c－ii，　d，　e－ii，5ii，　g項と第二、第三段落の計9条項を選択すべ

きと結論している34。

（第12条　文化的活動および施設）

第12条の諸項目について、カルカソンヌは以下の項目が合憲であるとしている。

31@Guy　Caぼcaso1血｛ら§143

32乃鼠，

33Guy　C鍍caso㎜動§144　フランスは他国の電波も受信可能とするEU指令「国境なきテレビ放送」を1989

年に受け入れており、これをもって越境放送は合憲であるとしている。
34（i比ly　Caτcas◎nne，§145
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　文化活動および施設についての項目は、カルカソンヌは上記の第一段落をはじめとし、

自国の地域語圏以外の領域における地域語をもちいた文化活動や施設の許可を求めた第二

段落、海外における地域語を用いた文化活動および施設の許可を求めた第三段落のすべて

の10条項が合憲であると指摘した35。

（第13条　経済的および社会的活動）

第13条の条項についても、カルカソンヌは特段、違憲となる内容は含まれないとしてお

り、9条項すべての選択が可能と結論している36。

　（：第14条越境的交流）

　国境を挟んだ同一もしくは類似言語を使用する隣国との交流を促進することを規定した

第14条の二つの項目についても、カルカソンヌは違憲的な内容は含んでいないとして、選

択可能と判断している37。

②憲法院（憲法裁判所）の憲章批准に対する違憲判決

　カルカソンヌの報告書を受け、ジョスパン首相はフランスのヨーロッパ少数言語地域言

語憲章の署名を宣言する。1999年5，月、署名を終えるも、批准の権限を有するシラク大統

領は、憲法院の判断を仰ぐことを選んだ。シラク大統領はすぐさま憲法院に提訴する。

35Guy　Carcasolme，§147

36G鷲y　Carcaso鋤e，§150脚154

37　Guy　Carcas◎髄e，§158
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　憲法院は翌月1999年6．月に、「ヨーロッパ憲章は違憲箇所を含む」38と判決し、その結果、

シラク大統領は批准を拒否した。

　憲法院は、カルカソンヌの選出した35回忌のそれぞれについて、合憲であるかいなかと

いう判断はしなかった。すなわちそれは、カルカソンヌの解釈どおりであったと見てよい

だろう。ではなぜ、憲法院は憲章批准を違憲と判断したのか。この判決文の理由箇所を見

てみよう。

　判決文の中盤で、憲法院はフランス共和国憲法の理念に触れている。具体的には第1条

の「フランスは不可分、非宗教、民主的であるかつ社会的である共和国」という部分に触

れ、「フランスは出自や人種、または宗教によるいかなる区別も行わず市民すべてが法の下

で平等であることを保障している。そしてフランスは、フランス人民の単一性原理もまた

憲法上の価値：を有し、その部分にはいかなるものであれ国民主権を行使することができな

い」と説明している39。さらに憲法院は、「いかなる集団であれ、それが出自、文化、言語

または信仰による共同体により定義された集団に与えられる集合的権利を認めること」は

できない、と述べる40。

　一方、「人権」という観点については、憲法院は人権宣言の第11条を引き合いにしている。

すなわち、「表現の自由」についての箇所であるが。これは「法に定められた場合を除き」

自由を制限してはならない、というもので、すなわち「法」とは共和国憲法第2条として

いる41。つまり、地域語使用の制約は「人権違反」であるとする地域語運動家や地域主義者

たちの主張に対する反論である。憲法院の反論はここでは二つに要約できよう。

　ア）ここでいう「人権」とは、個人＝市民、としての「人権」であって、出自や言語、

人種や宗教といった共同体的集団としての「人権」を意味しない

　イ）「人権」の適用は、フランス共和国憲法など法規に合致する範囲においてである。よ

って、フランス共和国憲法に反する集団権鵠地域語の公的使用権を退けることは1合憲で

あり、かつ「人権」に反するものではない

　では、ヨーロッパ憲章の「違憲性」は、どこにあるのか？憲法院は本文ではなく、前文

にその根拠を見出している。憲法院が瞳憲」と判断したのは、下記の項目である42。

　ア）前文第四段落で、各個人が「公的生活」において地域語を使用することが、「かけが

えのない（＝奪うことのできない）権利」であると規定している

イ）当該言語（＝地域語・少数言語）の使用「集団」という規定がある

381999年6月15βの憲法院判決第99－42号第1条を参照。渋谷2005年261ページ（長谷川訳）にその
判決文翻訳がある。

39同。渋谷2005年262ページ。
40 ｯ。渋谷20G5年263ページ。
41 ｯ。

42同。渋谷2005年263・・264ページ。
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　すなわち憲法院は、憲章前文において、地域語を公的な場面において使用することが「か

けがえのない権利」すなわち「人権」であると規定され、さらに「地域語」それ自体の保

護あるいは推奨を掲げながら、「集団」という表現が用いられていることから、結局のとこ

ろそれは地域語を使用する集団、地域語話者に何らかの権利を付与する性質のものである

と判断し、すなわちそれは、共和主義に反すると結論付けたのである。

　憲法院はまた、共和主義が何であるか明確にこの判決で定義づけた。それはフランス共

和国の「一にして不可分である」という性質である。これは単にフランス共和国からの分

離独立を容認しない、という意味にとどまるのではなく、言語や宗教、人種や民族、ある

いはそれ以外の出自による何らかの区別により定義される人的集団、すなわち共同体に何

らかの集合的権利を付与しない、という意味において用いられる。当然、特定民族や地域

における自治権付与を否認することを正当化する意味においても用いられており、フラン

スは、隣国スペイン、ベルギー、イギリス、スイス、イタリアで見られるような地域的自

治権もしくは立法権、さらには連邦制についてこの観点から拒否している43。

　憲法院はさらにこの性質を判決：文において「フランス人民の単一性（unicit6　du　peuple

丘蹴gais）」という強い調子で表現している。これはこれまでの共和主義原理の中核ともいえ

る「平等」、すなわち、個人、あるいは市民としての法の下での平等という考え方にさらに

法的価値が加えられたものである。法学者フェルディナン・メランスクラマニアンによれ

ば、共和国の「一にして不可分であること（皿i面」は「量的」であるのに対して、フラン

ス人民の「単一性」は「質的」である、と指摘する岨。メランスクラマニアンはそれ以上の

詳細な言及はしていないが、㎜it6とは例外は認めながらも政治的、法律的には単一である

国家・共和国を意味する形式的な表現であるのに対して、u㎡cit6とは公的な場面において文

化的均質性、すなわち何らかの規範的な文化が求められる実質的表現であると考えられよ

う。憲法院が憲章の違憲性を強調したのは、憲章がこの「単一性」、すなわち憲法第2条で

規定されている公的場面でのフランス語使用の義務に抵触する可能性があると判断したた

めであろう。

　憲法院の掲げる共和主義を図式化すれば下記の図のようになる。

ア）一にして不可分の共和国（1a：R6餌blique皿e　et　ind凶isible）→市民・個人の平等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主権の不分割性

イ）フランス人民の単一性（unic齢du　peuple負an胆is）→ア）の原則に公的場面での

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フランス語使用義務が付加

イ）の単一性原則は、2003年後半から2004年前半フランスで論争となった「ライシテ（1a

432002年に可決したコルシカ特別地位法におけるほルシカ議会への特定条件下における時限的・試行的性

質を有する立法権についての憲法院の違憲判決はこの事例である。しかしながら、2003年憲法改正により

共和国憲法前文に「海外フランス」については例外規定が設けられることとなり、とりわけニューカレド

ニアとフランス領ポリネシアについては自治権やそれが付与された議会の設置が認められている。
44《La　R6こ口blique　co鍍tre　BabeL　A　propos　de　la　d6cisio益du　Co韮sei1◎o餓stitutio螢el　n。99－4玉2　DC　du　I　5　ju沁1999，

Cha鵬europ6eme　des　langues　r6gio簸a王es　ou曲od繊廿es》，　Rθv解4鋸伽）ゴ∫p鋸う1ゴ。，1999，　p。985
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Iaicit6）とも深く結びつく。ライシテとは公的空間における非・脱宗教性を意味する原則45で、

宗教的シンボルの公立学校での着用（イスラム教を信仰する女子学生がスカーフを着用す

ることやキリスト教徒が十字架をつけること、ユダヤ教徒男子学生が頭にキッパをかぶる

こと）を禁止する法律を制定し、実施するさいに、これを正当化する原則として前面に押

し出された。ライシテについてはここでは詳細には触れないが、これも公的な場面におい

て一つの規範が課されるという性質が現れており、ギ単一性」の一要素と見ることができる。

③フランス政治と地域語一共和主義かそれともヨーロッパ統合か

　憲法院の判決についての当時のフランス政界の反応には、非常に興味深い傾向が見られ

る。歴史的に地域語（方言を含む）については、大まかに言えば、戦前は教権主義や保守

勢力（つまり右派）が、戦後は社会党を中心とする左派勢力が積極的に保護する姿勢を見

せてきた。戦前、保守勢力が方言擁護に積極的であったのは、地方文化を教権勢力と結び

つけてとらえていたためである。これら勢力は特に第三共和政期（1870－1940）年の前半、

フランス社会の退廃傾向を道徳・風紀の乱れと結びつけ、これを防衛するために教会およ

び聖職とそれの基盤とも言える地方文化や地方性の保護を訴えた。だが、その一部勢力は、

第三共和政期後半期にはファシストやナチズムの支援を受け、戦後は瓦解する。

　右派勢力に変わって、戦後一貫して方言や地域語の防衛に関ってきたのが、ミッテラン

らを代表とする社会党勢力であった。だが、社会党が一枚岩的にこれを防衛してきたので

はない。フランス社会党は、かつての日本社会党と同様、さまざまな勢力の「寄せ集め」

であったが、その中の右派もしくは改革派である、ジャック・ラング元文化大臣やミシェ

ル・ロカール元首相らのグループが地域主義や地域語の擁i護に前向きであった。1997年か

ら5年間首相を務めたジョスパン首相もこのグループに包含されるといってよい。

　一方、ミッテランや彼の母体とも言える社会党左派・急進派は、「地方分権」には前向き

であったが、地方分権法が成立した1983年以降、急速に地域語に対しては消極的になる。

45「ライシテ」を日本のメディアや一部の論文「政教分離」と説明、解釈しているもの溺あるが、これは

不正確である。日本語あるいは国本的文脈では「政教分離」とは、首相の靖国神社：参拝や地方議会の公費

による玉ぐし料支払いを「違憲」とみなす論拠として表現される。すなわち「政教分離」とは、公人が公

的活動において宗教と関らないことを意味するにとどまる。これに対してフランスの「ライシテ」は、狭

義的な意味と広義的な意味があるが、そのいずれもが日本的な「政教分離」とは同じではない。1905年に

制定されたいわゆる狭義的なライシテ（当該法律の制定当時は、「ライシテ」という表現は存在しなかった

が、今日、フランスではこの法律がライシテの最も古い法的根拠だとするものが一般的であるので、本稿

においてもこれに従う）は、①共和国が特定宗教に対して公的な支出（聖職者の俸給や宗教目的の課税な
ど）や承認（聖職者を公職とみなすことなど）を行わない、②フランス市民講個人がいかなる宗教を信仰

するかは個人の選択の自由に任され、共和国はこれを保障しなければならない。またこの自由が脅かされ

る場合には、共乱国は積極的にこれに介入して、個人の信仰の自由を守らなくてはならない、というもの

である。広義的解釈としては、1989年のいわゆる「イスラムスカーフ事件」をきっかけになされたライシ

テ概念で、フランスの国家認公的空間・領域において宗教を排除する、というものである。1905年の法律

すなわち、狭義的ライシテとは、国家権力とカトリック教会との分離、宗教勢力から個人の権利を擁護、

防衛する論理として出されているのに対して、広義的ライシテは、カトリックという一宗派をターゲット

にしたものではなく、あらゆる宗教を対象としている点で異なるが、訓諭の政教分離」とは違い、特に広

義的ライシテの場合は、公人（諮政治家、官僚、公務員）が対象になっているのではない。
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ミッテランは1981年の大統領当選前は、地域語に前向きな発言をしていたが、二期目とな

る1988年の大統領選挙期間は、地域語についてほとんど発言をしなくなった。よって、ヨ

ーロッパ憲章の署名については、社会党の政策、というよりは、ジ葺スパン首相のイニシ

アチブによるところが大きいといえるだろう。

　憲法院の違憲判決については、全国政党（当時）の多くが肯定的評価を持って迎えられ

た。シラク大統領の出身母胎である共和国連合（R：PR）、社会党から90年代前半に分裂して

誕生したジャンピエール・シュヴェーヌマン元内務大臣の市民運動46、共産党はすぐさまこ

の判決を「共和主義の勝利」として評価している。一方、中道改革派の二つの政党、自由

民主党（D：L＞とフランス民主連合（UDF）は、この判決についての賛否には直接ふれてい

ないが、「時代にそぐわない」懐古的」として皮肉った（フランソワ・ベイルー元文部大

臣47、アラン・マドラン自由民主党党首、ニコラ・サルロジ現内務大臣、ジョゼ・ロッシ・

コルシカ元地域議会議長ら）。明確にこの判決を批判したのは、全国レベルでは当時社会党

と連携関係にあった「緑の党」だけであった48。社会党ではうング元文化大臣が「地域文化

を承認するということについては、フランスはヨーロッパの国では赤信号だ49」、クロード・

アレーグル元文部大臣も「地域文化や地域アイデンティティを承認することが必要だ、そ

れはフランスの文化がより豊かになり、強固になることにつながるからだ。［憲章がフラン

ス共和国の分裂につながるという意見は一筆者補足1第三共和制時代の、あるいはナポレオ

ン時代の精神にすぎない50」と述べている。

　すなわち、地域語を何らかの形態で公認する、という考え方は、右派／左派もしくは保

守／革新という対立軸とは同一ではなく、また、政党間対立とも同一ではない、と言えよ

う。社会党の中にも、フランスの憲章署名に反対する議員がいたし、党としては署名に反

対していた共和国連合にも、地域語圏を選挙区とする議員の中には署名すべきと主張する

者がいた51。

　興味深いのは、憲章批准肯定派が超党派的であるという点ではなく、そうした勢力がフ

ランスの地域的な自治権付与も認めたさらなる地方分権の進展と、ヨーロッパ統合の推進

に前向きであるという点である。このことから伺えるのは、地域語の承認、すなわち文化

的多様性の推進、多文化主義・多言語主義の支持が、ヨーロソバ統合の積極性とセットに

なっていることである。憲法院の今回の判決を評価したシュヴェーヌマン元内相や共産党、

そしてRPRから分裂したフランス連合（RPF）は、程度の差はあれフランスのヨーロッパ

統合には否定的でもある点で共通している。つまり、地域語の公的使用承認という問題は、

妬『ウエスト・フランス』紙1999年6月24日
47@同　　1999年7月　5　日

48「革命から200年以上も経過して、いまだに共和国の単一性が問われるのはいかがなものか」（ギ・アス

ほ一議員の発言。同　1999年6月24印
49@同　　1999年6月　241ヨ

50同

51たとえば、ブルターニュ地方選出のアラン・ジェラール上院議員（フィニステール県選出）は、「せめて

憲章批准は国民投票で決めるべきだった」と述べている。また、ブルターニュ州議会のジョスラン・ド＝

ロアン議長（当時）も「憲章と憲法の両立は可能だったはずだ」と批判した（同）。
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フランスー国の問題である共和主義への賛同のみにとらわれるべきではなく、ヨーロッパ

の多元的統合とも絡む問題である。当時の政治勢力と地域語・欧州統合、そして共和主義

への親近性を図表に表すと次のようになる。

図　フランスの政治勢力（当時）と地域語・欧州統合／共和主義への親近性

地域語・欧州統合に積極的（共和主義に消極的）

社会党 緑の党

市民運動

自由民主党・フランス

民‡㍉車合

　　　　　｛………鵜冤灘誌1

共和国連合　」描澱補　　・無淋一”鷹

（注）　　　　　　極右

し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

　シラクら中核集団　　・
董蜘樽聯脚嶺願繍隔轍騨麟轍騨篇葡．騨鞘轡廓輸憎”蓄

フランス連合

地域語・欧州統合に消極的（共和主義に積極的）

（注）　共和国連合は地域語公認には否定的だぶ、ヨーロッパ統合には公式に支援する立場を示している。

網掛け部分は、2002年大統領選挙以降発足した現政権の中道右派連合（人民運動連合UMP）を指す。

極右は「国民戦線（FN）」を参考にしている。　EU統合は否定しているものの、地域語については条件付で

賛同している。

4）憲章批准違憲判決後の地域語をめぐる動き

①地域語圏出身議員らによる憲法第2条の「地域語」追加要求の動き

　1999年頃ヨーロッパ地域語憲章批准違憲判決以後のフランスにおける地域語をめぐる主

に法律上の動きを時系列にまとめておく。2002年に大統領選ならびに国政選挙が実施され、

その結果、大統領は保守系のシラクが再選され、政権与党はこの保守政党RPRと中道改革

派の一部勢力が合同してできたUMPによって運営されることとなった。そして、1999年以

降も様々な形で地域語の法制化が求められるも、2006年時点、それは実現していない。

　しかし、何度か地域語圏出身の議員らのイニシアチブにより、地域語に関する規定を憲

法第2条に盛り込む要求が見られた。

1）2002年11月の国会審議における憲法第2条の「地域語」規定付加要求

　地方分権の進展に併せた憲法改正の動きのなかで、「共和国の言語はフランス語である」

と規定している憲法第2条に、地域語についての規定を付加する要求が出された。一つは

修正第160号で、イヴ・コシェを筆頭に三名の議員から提示されたものである。第2条に
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ついて共和国の言語としてのフランス語の規定の直後に、「共和国は地方公共団体との協議

により、地域語もしくは少数言語の教育、使用、促進を公認し、保障する」52という文言を

加えるというものである。

　もう一つは、ポール・ジャコビ（オートコルス県）とカトリーヌ・トビラ（マルチニッ

タ県）というコルシカ島と海外県の左翼系議員が提案した修正第98号で、同じく第2条に

「共和国は地域語を公認し、その発展を監視する」53という文言を加えるものである。

　そして、フランソワ・ベイルーら24名の連名による地域語圏を選挙区に持つ保守・中道

系議員が提出した修正第200号もまた、憲法第2条に付加するもので、「フランスの国民遺

産である地域諸語を尊重して」54という語句の挿入を求めるものである。

　だが、いずれの提案も法務委員会審議で否決され、本会議に提示されるに至らなかった。

il）2005年1月の国民議会における同様の憲法改正要求

　ヨーロッパ憲法との絡みで再び国会で共和国憲法改正論議が出された2005年1月、再び

上述の議員らが、憲法第2条に「地域語」規定を盛り込む動きを見せる。2002年の審議で

は、三者三様の修正案を提示したが、2005年は合同で提示し、その付加すべき文言は2002

年にベイルー議員のグループが提示した「地域語の尊重」を踏襲するものであった。これ

には、ブルターニュ語の学校ディワン（Diwan）会長らも加わったが、結局、委員会レベル

で多数決により否決され、国会本会議に出されるには至らなかった。

②地域語法制定要求

　1999年に憲章批准が違憲と判決された直後から、地域語団体は地域語に関する法律の制

定を求めるデモなどを展開した。その動きを受けてか、違憲判決直後の6月、ジャンジャ

ック・ヴェベール議員が8っの条文からなる地域言語文化保護促進法案（法案1771号）を

提出したが55、文化委員会で否決された。

　20◎5年9，月には、共和国憲法第53条2に、あらたに第53条3「フランス共和国は1999

年5月7日に署名し、：解釈的宣言により補完されているヨーロッパ地域語少数言語憲章を

受け入れることができる」という条項を付加することを規定する、この条文のみからなる

法案（第2517号）が、ダニエル・マック議員により提出されたが、法務委員会で否決され

ている。

③民間学校による地域語二言語教育に対する「抑圧」の動き

　それから注目するべき動き、「共和主義的反動」56として、これまでは何のとがめもなく

52Assξ狐b16e：Na振om至e－2c　s6a燕ce　du　21熟ove搬bre　2002，　p　5495

53伽4；

54乃ゴ4
55 送ｧ地域言語文化研究所の設立と、この研究所を主体とする地域言語文化の保護促進策を規定した法案。

ただし、地域語を公用語化したり何らかの法的地位を与える法案ではなかった。

56フランス研究者で国民国家論の先駆者である西川長夫の言説。フランスにはグローバリズムをアメリカ
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活動を展開してきた地域語を教育する民間団体の「二言語教育」に対して、フランス国家

が「フランス語意用の義務」を楯にした抑制要求をあげることができる。

i）民間団体から「二言語学校」へ

　まず、地域語教育については、既に述べたように、地域語そのものを教える言語教育が

ある。これはミッテラン地方分権政策の一環として、1983年から各地域語圏にある公立学

校にて選択制ではありながら、現代語科目の一つとして設けられている。

　これとは別個に、1960年代から地域語教育の権利とその実現を目指して闘ってきた言語

活動家たちのグループを母胎に、ミッテラン分権改革以降、放課後などに子どもを対象に

地域語を教える民間団体が生まれた。具体的な団体名については既に触れているし、また、

この後にも各地恥曝状況についても触れ、そこでも団体名を挙げるので、とりあえずここ

ではおいておく。重要なのは、この民間団体が後に、半ば公的資格を得て準公立学校とし

て教育活動をすることが認められるようになったことだ。

　純粋に私的機関だったこれら地域語教育団体が、半官半民の学校になった理由は主に二

つ挙げられる。一つは、既存の公立学校での地域語教育が、結局、地域語を教える言語教

育どまりになってしまい、地域語活動家が当初望んだような、地域語で日常生活を送れる

環境が地域社会に創出される状況には程遠いものであることが明らかになったため、一旦

は、公立学校での地域語教育開始により役割を終えたかに思えた民間団体が、地域語で他

教科・他科目を教える必要性に迫られたためである。

　もう一つは、そうした必要性を満たすには、民間団体の資力では不十分であったことだ。

地域語での教育を実施するには、当然その能力を行使しうる教員の養成や教材の開発が必

要であるが、これまで細々と活動を行ってきた民間団体では到底これを賄いきれない。も

ちろん、地元企業等からの財政的支援によりこれらに携わってきた団体もあったが、公的

な補助金はぜひとも必要であった。

　だがフランス文部当局、あるいは文化当局は、こうした民間学校に補助金を交付するこ

と、あるいは公的財政の投入に前提条件を付けた。つまり、学校教育機関としての基準を

満たすことであった。施設や教員数などはもとより、その授業内容について注文が出され

たのである。それは、当初これら民間団体が行っていた地域語だけの教育内容を改め、フ

ランス語での授業も導入するというものであった。財政問題をクリアしたいこれらの団体

のいくつかはやむを得ず、この要求を受け入れ、準公的機関として教育活動を持続するこ

とができた。たとえばブルターニュ語の教育団体ディワンは、1977年から教育活動を開始

するが、1988年から国および学校のあるブルターニュ州との協定により、公的財政が導入

と英語やハリウッドに代表されるアングロサクソンとその文化の帝国主義的世界支配ととらえ、これに異

議を申し立て、共和国を守れという「美談」の裏に、自国内のマイノリティを抑圧する動きが見られ、こ

れに加担するレジス・ドブレ、エマニュエル・トッド、ピエール・ブルデューらの知識人の言動を批判的

にあらわしている。西川長夫『増補　国境の越え方一国民国家論序説』平凡社　2001年　386－387ページ。
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されている57。

　一方、ジョスパン首相時代には、こうした民間地域語教育団体には一筋の明かりが照ら

された。ミッテラン大統領時代から地域語教育に積極的であったジャック・ラングが今度

は文部大臣となり、ディワンのような地域語教育活動を支援する通達を出す。2002年5月

に出された通達で58、これら民間団体の二言語教育機関として支援するものであった（通達

内容は巻末の仏文と要約和文を参照）。特に注目するべきは、就学前教育（「エコールマテ

ルネル」と呼ばれる保育学校で、日本の幼稚園にほぼ相当）では、基本的に地域語で教育

を行い、課外時間での談笑や会話も可能な限り地域語を使用できるとした点である。それ

以降、フランスの地域語圏各地では、こうした民間団体は「二言語学校」と呼ばれるよう

になり、イマージョンプログラムが本格的に実施されることになった。

ilD公教育におけるイマージョンプログラムへの抑圧一コンセイユデタの違憲判決

　ところが、ラング文相のこの通達に対して、フランスの行政裁判所であるコンセイユデ

タがこれを無効とする判決を下す59。

　この通達の無効性の根拠として、コンセイユデタは、1994年8月のトゥーボン法（フラ

ンス語使用に関する法）の第11条第一段落の規定を挙げた60。この規定は、公教育におい

てはフランス語で行うべきであること、学位取得手続きに関する使用言語はフランス語と

すべきということであるが、地域語については、地域語科目としての使用、そして、必要

があった場含には他の使用形態を例外的に認めている。

　しかしコンセイユデタは、地域語科目以外では、あるいは必要性の範囲外ではフランス

語を使用すべき、と解釈した。そしてこの解釈に立ち、イマージョン手法による二言語教

育は、

ア）地域語科目以外ではフランス語を使用する義務に反し、

イ）就学前教育での課外時間での地域語談笑を勧めるなど「必要性」の範囲を逸脱し、

ウ）地域語とフランス語の同時間制（パリテ）が掲げられていはいるものの、就学前教育

　および初等教育初期段階では全般的に地域語での教育がなされ、したがってフランス語

　での教育が疎外されている危険性がある61、

として、2001年の通達はトゥーボン法の規定に反する条項であり、法的に無効と判決した

57 fイワンのホームページより（仏語版htΦ：〃www。diwa薮brei血◎轡sec重io韮s諏p4？o瞥view磁cle＆a蛇id繍25）
58 a谷　2005年頃255－256ページ　C肋撮ake　du　30　avr銀2002　relahve訓a撫ise　en　place　d’繊e難seignement

bih益gue　par　i㎜ersiα1　e餓1a獄9職es　r6gionales　daas茎es　6001es，◎on合ges　et　Iyc6es《1angues　r6gio強ales》

59CE，　D6cisio裁no－238655　du　29　nove阻bre　2002

60 gゥーボン法第11条第一段落の規定は次の通り。「公立・私立の如何を間わず、学校機関における教育、

試験、入試ならびに論文および学位論文の用語はフランス語とする。ただし、地域言語文化あるいは外国

言語文化教育の必要性により正当とされる場合［中略］は、この限りではない」
61CE，　D6cisio熱且。－238655　du　29鶏ovemb∫e　2002
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のである。

　一方、コンセイユデタが根拠としたトゥーボン法には、第21条にも見られるように62、

この法律の発効により地域語の使用に反するものではないと、地域語使用を制約する法律

ではないと位置づけている。しかし、ロンセイユデタは、今回の判決ではこの条文につい

ては一切触れていない。また第21条の：解釈であるが、既存、すなわち1994年までの地域

語に関する法令、特に学校教育において、現代語科目の選択学科の一つとして設けられて

いる「地域語・地域文化」科目は、トゥーボン法の規定と矛盾せず存立しうるが、そうし

た法令によってカバーされてこなかったイマージョンは、第21条の規定を逸脱するものと

いう解釈も成り立ちうる。

　とまれ、コンセイユデタのこの判決は、公教育における地域語の「必要性」とは、地域

語圏における選択科目としての現代語科目までであり、イマージ醤ンや二言語教育などは

「必要性」を逸脱するものとしている。いずれにしても共和主義概念の厳格な適用である

ことは言うまでもなかろう。

　コンセイユデタに対しラング通達の違憲性を提訴したのは、フランスの中等教育の全国

教組あるが、ラング通達とこの判決の前には、フランス総選挙が実施され、地域語に比較

的理解のあった社会党が政権の座から落ち、共和主義系の保守・中道派が政権を握ったこ

とも付言しておく必要があろう。1997年から5年間続いたジョスパン政権では、地域語の

公的使用や二言語教育は「文化的多様性」もしくは「多文化主義」の重視という観点から

推進されてきたが、2002年以降の保守・中道政権下では、こうした政策はむしろ共和主義

的理念を害する「共同体主義」であるとして退けられているのである。フランスの地域語

教育はこうした政権の変化によって翻弄されているといえよう。

第四合一フランス共和国の地域語に関する行政

　以上、フランスでは少数民族とも言える要素をなす地域語は、共和主義的政治社会統合

を楯に退けられてきた、と結論できる。だが、このような結論は、具体的な名前はあげな

いが、何故か日本に多いフランス共和主義信奉者の反論を招く。その反論は、おおよそ次

のように集約される。

　それは、フランスは地域語を支援する政策もきちんと持っており、財政的支援も行って

いる。それのどこが地域語に対する「抑圧」なのかという、フランス共和国が地域語使用

を抑圧しているという批判は当たらない、という反論である。だが、この反論は的外れで

ある。地域語の擁護者あるいは共和主義に批判的な主張は、フランス共和国が地域語の使

用を抑圧しているという批判をしていない。そしてフランス政府が財政的な面で地域語の

使用を促進している面については認めている。地域語の擁護者や共和主義に批判的な者の

62 謔Q1条の規定は次の通り。「本法の条項は、フランスの地域語に関する法制をなんら妨げることなく課されるもの

であり、よって地域語の使用に反対するものではない」
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言い分は、地域語の使用を公的な場面においても認めてほしい、というものである。もち

ろん、この主張には、フランス語の使用を禁じたり制約を加えたりするなど、義務として

のフランス語の規定に直接触れる要素はない。

　だが、フランス共和国政府の地域語に対する取り組みについて、まったく無視したり、

あるいは過小評価することは、共和主義信奉者からの的外れな反論を招く要因ともなって

きたことは事実であり、そうした反論をかわす意味でも、フランス政府が取り組んできた

政策について取り上げ、さらにこれに分析を加えることが必要であろう。

1）フランス政府における地域語に関する行政の分類

　後で結論するが、フランスにおいては、対外的あるいは国内でのフランス語使用につい

ての明確な政策が政府主導でなされているにもかかわらず、他の言語については、明確な

「政策」があるとは言いがたい。よってここでは、「地域語に関する行政」とやや曖昧な表

現を用いることにする。

　フランスで地域語に関する行政は大きくは、次のように分類される63。

　ア）公立学校（就学前教育から大学教育）における研究・教育行政

　イ）テレビ・ラジオを主体とするメディア行政

　ウ）芸術・文化・出版などの文化行政

　具体的な措置はア）が文部省（国民教育省ならびにその地方機関である学区）、イ）がフ

ランス国営放送（フランステレビジョン）、国営ラジオ放送のラジオフランスと地域語圏に

ある州旗（co貧seil　r6gio難a1）、ウ）がフランス文化省に属する「フランス語およびフランスの

諸言語総局」（DG：LF：LF）である。

　一見、教育、メディア、文化活動がそれぞれバラバラに施策がなされているように見え

るが、全体的な施策状況については、ウ）の業務を担当するDGLFLFがフランス国会に年

次報告を行うことがトゥーボン法の規定によって義務付けられている64。

2）文部省およびその付属機関の地域語に関する行政

　地域語教育については、ジョスパン政権下で文部大臣を務めたラング文部大臣が積極的

な地域語教育を打ち出したことから、2001年以降、様々な動きが見られた。地域語教育に

ついては、1983年の開始時、および1995年にも通達が出され、その支援が述べられていた

が、思うようには進まなかった。

　ジョスパン政権下で行われた地方分権政策は教育分野にも及ぶ。そうした状況の中で、

2001年にラング文部大臣は二つの地域語に関する通達を出した。一つは先述の地域語学校

63ヨーロッパ地域語憲章の項目にあるような中央宮庁、地方を含めた議会、裁判所、警察、税務署等での

地域語使用については、まずフランスでは考えられない。よって、地域語に関する行政溺なされているの

は、この三分野に限定される。

畠トゥーボン法第22条。ただしそれはフランス国内外のフランス語使用状況に関する報告にあわせて行わ

れているので、地域語政策についての報告とはいいがたい。
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におけるイマージョンプログラムについてのもので、もう一つは、一般の公立学校におけ

る地域語教育の拡充についてのものである。

　「小学校、コレージュ、およびリセにおける地域言語文化教育の発展」に関する通達（2001

年9．月5日の文部省通達第2001－166号）」では、地域語教育が「家庭ならびに社会的環境と

教育体系との連続性を助長し、月常の社会生活への統合によりいっそう貢献する」とその

必要性を述べ、さらにその目的を「国民社会の中で文化的多様性についての認識を深める」

と規定している。そして、教育の分権化にあわせて、地域語圏を抱える学区が主体的に複

数年におよぶ地域語教育発展計画を策定実施し、地域の実情に応じて地域語教育の最価値

化と効率性を求める内容である。具体的には、小学校、あるいは幼稚園など就学前教育か

ら、大学教育までの地域語教育の一貫性の充実と、学外での使用環境にも応じた教育内容

の策定・実施である。

　この目標の実施のため、文部省は地域の文化人や教育関係者など有識者で構成される、

地域語学区委員会（CA：LR）の設置を求めた。この委員会は、学区内のイマージョン学校を

含む地域語教育を行うすべての学校教育機関の具体的な地域語教育政策を行う拠点である。

詳細な教育内容は別項に譲るとして、ここでは、この通達および文部省が大枠で打ち出し

ている地域語についての教育行政について触れる。

i）教育時間・内容

　就学前教育については、「教：員は学校と家庭環境との連続性において可能な限り地域語の

実用と地域語での諸活動を学び、あるいは深められるよう注意を払うべきである。主にこ

の学習は口頭によってなされるものとされるが、教員が地域語での書物を朗読することに

より地域語との接触がより深められる」65として、時間数等の規定は設けられていないが、

耳と口で学習させ、かつ課外活動や休憩時間でも地域語を使うことが要求されている。さ

らに「子供が身の回りの世界を発見し、運動および知覚能力、さらには芸術的表現手段を

発展させうる諸活動が、地域語の適切かつ多様な機会をもたらすことが求められ、就学前

教育を受ける子供たちに提供される日常的受け入れの機会や多数の遊戯が地域語によりや

り取りされるという早期的環境が創出されるよう要請する66」とも加えられている。

　小学校では、リセや：コレージュなどのように科目として地域語を教える授業を設けず、

既存の科目（フランス語、社会、図工、体育の授業など）や他の諸活動のなかで地域語・

地域文化の基本を学習できるようにすることが求められている。また、州議会や地域語学

区委員会との協議しだいではあるが、地域語科目も週15時間から3時間までの範囲で導入

可能としている67。

　中等教育（ほレージュと職業科を含むリセ）では、他教科を地域語で教える二言語教育

を導入し、それは小学校での二言語教育の延長上に位置づけられるよう継続性のあるもの

65C廿cula詮e鼓02001鞭166　du　5　septe紐bre　2001，H，1a）

衡乃鼠，

67五〇αo鉱，II，1b）
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にすべきとされている。地域語そのものの科目（現代語の一選択科目）は週3時間とし、

二言語教育を行う場合（二言語教育実施校は地域語学区委員会が指定する）は、～つある

いは複数の教科を対象とするが、地域語とフランス語の時間数が同じ（パリテ）になるよ

う要請している68。

il）教員の確保・任用

　地域語教育については、中等教育では言語別の地域語科目の教員免許（CAPES）を有す

る教員が行う。一方、他教科を地域語で教える科目（二言語科目）は、当該科目の教員免

状を有する教員が行うものとするが、地域語の使用は州視学局にその能力を認定された教

員が行うこととしている。

ill）生徒の評価

　その能力は国家資格により認定される。二言語教育を登録した第三学年（日本の中学三

年生に該当）の生徒が、その認定試験を受けることができる。またその評価は学区調整官、

の責任において、視学官のほか教員らで構成される委員会が行う69。

lv）教員の養成

　地域語教員の養成は、学区長の権限にある。学区長は地域語教育学区発展計画を策定し、

そこに教員養成計画も盛り込むことになっている。2002年からは二言語教育を行うための

専門の教員の採用試験も実施する。教員養成計画は初期養成課程と継続養成課程のニコー

スに大分される。初期課程は通常フランス各地の大学に併設されているR∫FM（教員養成専

攻課程）にて行われる。まず皿JFMへの進級試験段階で学生が能力別に分類され、地域語・

地域文化教育や通常教員になるのに必要な科目を受けた後、希望するグレード（小学校、

リセ・コレージュ）での地域語の授業での教員研修を受ける。その後、教員免許の準備に

取り掛かる。継続養成課程はすでに学校で教員として授業を担当している者で、地域語教

育に携わることを希望する者が入学できるロースで、情報科学など高度専門技術をコルシ

カ語で教える研修などが用意されている7◎。

3）放送メディア

　放送メディア（テレビ・ラジオ放送）における地域語に関する行政は、国営テレビ・ラ

ジオ放送における許認可および番組制作に関するものと、小規模なFMラジオ放送局に対す

る許認可がある。

①テレビ放送（フランス国営3チャンネル）

68Loo．　oゴ義，　II　2

69ゐ。α鉱III　2　d）

7◎五〇〇。oゴ乙，　IV　2
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　フランスにおけるテレビ放送は長らく国家独占状態にあり、またその放送形態もパリ中

心に制作された統一的内容をもつ番組が地方に伝播されるものであったため、地域語がテ

レビ番組で用いられることはなかった。ただし、ミッテラン政権（第一次政権1981～1988

年）に、国営テレビ放送の分権化が実施され、一定時間を地方局制作番組放送枠に充てる

ことが義務付けられた第3チャンネル（分権当時は「FR3」、現在は「フランス3」）で、地

域語によるローカルニュース放送、天気予報が数分から数十分（地域によって放送する時

間数は異なる）、ローカルドキュメント番組、寸劇などが不定期（週末の特定時間など）に

放送されている。

　フランスでは、CSA（放送高等委員会）と呼ばれる有識者から構成される独立系政府機関

が、国営放送の総裁の任免や新規放送局（テレビ・ラジオ局）の免許交付権を有している。

また、すべての放送番組を記録し、年齢制限や中立性、フランス語の使用義務の遵守を監

視し、違反が見られる場合に指導や勧告を行う任務もある。ただ、個別の番組制作につい

ては、各放送局の権限であり、特に地域語で放送される番組では地方局の権限によるとこ

ろが大きい。CSAがデクレ（政令）により規定している「フランス3」の放送規準および義

務事項71を見ても、地域語の項目（第16条）に「主要地域語での表現に貢献するべき」と

規定しているだけである72。

　なお、コルシカ島では、フランス3の地元局制作番組（これにはコルシカ語で放送され

る番組も含まれる）については、その方針が地元局とコルシカ島全体の地方行政機関CTC

との協議によって策定される73。海外フランスについては、RFOがテレビ・ラジオ放送を行

っているが、グァドルップ、マルチニッタ、レユニオン、そして仏領ギアナの4地域につ

いては、それぞれの地域の審議機関（海；外州会。◎nseil　r6gi◎nal　d’o礁e－mer）が、テレビ・ラ

ジオ放送の組織および機能のついての報告を受け、RFOは年次報告をそれぞれの審議機関

で行うことになってはいる74。ただし、コルシカのように番組制作に関する権限はない。RFO

はタヒチやニューカレドニアなど現地の地域語での番組制作・放送も行っている。

　国営3チャンネル以外には、フランスのテレビで地域語が放送されることは、広告も含

めてほとんどない。

②ラジオ放送（国営ラジオフランスとFM）

i）地域語で放送するFMラジオ局

　フランスで民間による地域限定的FM放送が認可されるのは、やはりミッテラン政権発足

71D6cret　n。94・813　du　16septembre　1994　portant　approbati◎h　des　cahiers　des　missio簸s　et　des　charges　des　soci6t6s

France　2　et　Fra且ce　3

72トゥーボン法制定を受けて出された政令により、各放送局はフランス語の放送枠を設けることが義務付

けられているが、地域語はこのフランス語の放送枠に含まれるとCSAは解釈している。
73CTCは有識者からなる経済社会文化諮問委員会の見解を諮った後に、島内にある放送局との聞で、島内

において放送される灘ルシカ言語文化の発展を目標とするテレビ・ラジオ放送計画の実施のための特別協
定を締結することができる（Loi　no　20◎2－92　du　22　janvier　2002磁．3ノ。

74　Loi　no　2000＿719du王aoat　2000　art．16
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後の1982年からになる。ラジオ放送、特に音楽番組ではフランス踏越が設けられているが、

地域語放送はCSAの解釈ではフランス語放送の枠内になっていて、特に制限が設けられて

いるわけではない。CSAはその開設を許認可するだけである。　FMラジオ局のほとんどが、

他の文化活動を含めた文化団体形式であることが多い75。2006年現在、フランス国内には下

記地域語FMラジオ放送局がある。

弓懸嘘嬉欝欝魯奮。
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フランス本国における地域語FMラジオ放送局の分布

Bバスク語、Aアルザス語、　Cカタルーニャ語、0オック語、　Bzブルターニュ語、　Csコルシカ語鋼その

他の地域語もしくは複数の地域語　薩に白抜きの○のある記号はクレオール語のラジオ局を意味する

（CSAホームページを参考に長谷川作成）
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五）国営ラジオ放送「ラジオ・フランス」の地方分権化と地域語放送

フランスの国営放送「ラジオ・フランス」も、ミッテラン時代の地方分権政策の一環と

してテレビと同時進行する形で分権化が行われた76。これによって、全国放送であったヂラ

751901年の結社法に基づき設立された団体で、地域語学校もこれにあたる。法令の規準を満たしていれば、

国から補助金が交付され、公的団体としてみなされる。
76 甯繝tランスの放送体制は長らくORTF（フランス・テレビ・ラジオ放送協会）と呼ばれる国家独占機

関による運営であった。1972年にORfFは8公団の連合体に改組され、1974年にはORrFそのものが3つ
の全国テレビ局、1つの全国ラジオ局、3っの部門別事業団（番組制作・送信・映像記録研究）に分割され
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ジオ・フランス」には地方局が設置され、地域語圏にあるものについては地域語での放送

が開始された。現在は地方局のネットワーク「フランス・ブルー」となっており、番組制

作および放送権のほとんどが地方局単位となっている。

地図「ラジオ・フランス」の地域語放送が聴ける「フランス・ブルー」地方局

（フランスブルーおよびCSAのホームページを参照して筆者作成。地図下の「」は地方局名）

：渉叩

藤難…一壷滋

　　、　　　　　　　　　　♪

撫瓶　、　　　　　三

　や　〉　一　　．瓢

馨繋細線霧畿一一一

　　の

熱証

　ン
」

　～
　気

　甥ザ

　　　　　　　　　けゆ
　　　露難点嚢

嘉

　　　魁

①アルザス語「フランス・ブルー・エルザス」②ブルターニュ語「プレイス・イーゼル」③ブルターニュ語「アルモリッ

勿④バスク語「ペイ・バスク」⑤オック語「ペリゴール」⑥カタルーニャ語「ルション」⑦コルシカ語「フレグワンツァ・モ

ーラ」

③フランスの地域語放送の「危機的」状況

　ラジオ放送全体の状況を見ると、財政的能力の高い国営放送「フランス・ブルー」は排

他的に地域語で放送しているわけではなく、むしろ地域語での放送時間のほうが短い。個々

の地方局の状況については、各地域語およびコルシカのところで参照されたい。また、地

域語圏全域でその地域語うジオ放送が聴けるわけではない。ブルターニュ語やアルザス語、

バスク語やカタルーニャ語、コルシカ語はほぼ全域で地域語国営放送を聴くことができる

が、オック語にいたってはごく一部（ドルドーニュ県などベリゴール地方）だけであり、

南東部（プロヴァンス地方やサヴォワ地方）では放送自体がまったくないのである。

　一方、FMラジオ放送については、地域語での放送が圧倒的、もしくは排他的であるのが

る。ただしこの時代はすべての部門が公共セクターのままであった（大石泰彦『フランスのマス・メディ

ア法』現代人文社。）。玉981年の放送自由法により、これまで国境外から放送していた「海賊放送」が合法

的なローカルFM放送となり、これらの多くが現在の；地域語によるFM放送である。　NRJやFUNなど音楽

が中心の民間ラジオ放送もこの法律の成立後に誕生している。
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特徴だが、いずれも財政上の問題を抱えている。フランス本国の地域語としてはパリに唯

一あるラジオ局で、アルザス語、ブルター二亭語、カタルーニャ語、ほルシカ語、バスク

語、フランデレン語、オック語の七言語を放送する「ラジオ・ペイ」は、パリ在住のこれ

らの地域語圏出身者に大変重宝がられていたFM局だったが、財政的危機にあり、視聴者な

どに募金や寄付を呼びかける状態に陥っている77。

　テレビについては、FMのような独立ローカル局が存在しないこと、ローカル局制作番組

を専門とすることが規定されている「フランス3」でさえ、そのほとんどがパリ局制作番

組が圧倒的に放送され、ローカル局がその局内の視聴者のためだけに作成された番組が極

めて少なく、よって、地域語放送がコルシカなど一部を除いて極めて少ないこと、また、「州」

の範囲より小さい地域語（フランデレン語など）は番組すらないことなど、問題を挙げれ

ばきりがない。いずれにしても放送における地域語は危機的状況にあるといったほうがよ

いだろう。

4）文化活動における地域語使用一文化省フランス語フランス諸言語総局の限定的取り組み

　1997年に首相に提出されたポワニャン報告では、地域語および地域文化政策を地方分権

の枠組みでフランス政府が行うよう提案されていた78。もちろんこれまでにも、教育政策の

一環として地域語教育の政策がフランス文部当局によって行われてきたが、もっと幅広い

言語政策としての地域語政策が、「文化的多様性（diversit6　cultαrelle）」とフランス語圏諸国

とのかかわりで取るべきことが提唱されていた。

　この提案に従い、ジョスパン政権は2001年、それまで文化省にフランス語の防衛や純化、

普及を目的に設置されていたフランス語総局（DGLF）を改組し、文化的多様性要素を組ん

だ「フランス語およびフランスの諸言語総局」を設置し、この機関を中心として地域語・

地域文化に関する政策が実施されることになった。ここではこの総局の取り組みについて

紹介しよう。

　フランス語およびフランスの諸言語総局において、地域語・地域文化政策は、五つの優

先事項の一つに位置づけられている。「フランス語の傍らで、地域あるいは少数言語はフラ

ンスの文化的アイデンティティを形成し、生きた創造的な無形の遺産を構成している。地

域語は、文化的・言語的多様性の観点からの政策の一部をなす。総局は、フランスの諸言

語で表現される遺産と現代的創造活動の促進および認知に貢献する。地域語は演劇、歌謡、

出版そして当該言語が創造手段として使用されるあらゆる領域において支援の対象となる。

総局は音響・影響およびマルチメディアのような文化的・技術的刷新の場においてもこれ

らの言語が用いられることを支援しながら、その表現の機会を拡大することに貢献する」79。

このように総局のホームページにその活動が紹介されている。

　具体的な活動については、トゥーボン法によって義務付けられている年次報告（国会に

77 M者も「ラジオ・ペイ」に少額ながら募金を行った。
78Poignan重，1998，　P32

7g　htΦ：〃www．　c撮1瞳re．　gouv」丘／culture／dglf乃9量・a雄ce乃9丘a豆ce」）rese簸ta毎。ましh伽

48



i提出され、承認を受ける）に記されている。しかし、2002年および2003年の報告書には、

地域語や地域文化についての支援の説明部分はほとんどなく、それが詳細に述べられてい

るのは2004年からである。

　報告書によると総局が取り組む文化事業は、マルチメディアや音響映像制作活動に充て

られているようだ。総局は地域語でのテレビ放送用映画（長編ドラマ）の撮影に投資して

いる。フィリップ・カザール監督のオック語映画「マラテーラ」がその対象となり、映画

は国営放送「フランス3」で全国上映された。さらにいくつかの民間会社の地域語のホー

ムページ製作や地域語で録音された音楽のデジタル化にも支援が行われた（具体的な金額

は不明）。出版活動については、バスク語、ブルターニュ語、ニルシカ語、オック語の子供

向け雑誌刊行に充てられた80。さらに毎年5月にトゥルーズで開催される地域語フェスティ

ヴァル、地域語辞書など他の出版物についても出資している。このような出版活動には2003

年で5万ユーロが（約フ20万円）出資された。

　明確には報告書に出されてはいないが、瓢ルシカのポリフォニー（多声音楽）など地域

語での伝統的音楽グループの活動やコンサート、フェスティヴァルの運営などにも補助金

を出している。だがその対象と件数、補助金の額は不明である。

　以上を鑑みれば、文化省の地域語に対して行っている事業は嗜語政策」あるいは「地

域語政策」とは言いがたい。地域語の保護や促進に直接結びついているというよりは、そ

れを使った表現芸術などの支援にとどまっているからだ。もちろん、地域語で表現される

文化活動や芸術活動は望ましいことであり、これからも継続されることが期待される。だ

が、こうした芸術活動の「成功」は、必ずしも地域語圏における地域語の使用機会の促進

にはつながるわけではないし、地域語の現実的な危機的状況を「オブラートに包んでしま

う」危険性もあるのだ。

　以上、フランス政府が地域語に対して行っている事業は、共和主義擁護派が高らかに言

うような地域語政策ではない。せいぜいのところ、消え行く危険性から脱しきれないこれ

らの諸言語に対する「墓前に捧げる花」というところではないか。地域語教育については、

地域語話者でもある視学関係者の協力もあって、二言語教育やイマージョンも進んでいる

が、コンセイユ・デタがこれの教育の「違憲性」を指摘するなど、フランスが全面的に支

援しているとは言いがたい。放送や文化活動については、地域語での表現や映像、芸術分

野での支援は盛んであり、フランスは「文化的多様性」に積極的であって、地域語を容認

しないという批判は当たらないという言説の根拠にもなっているようだが、先にも述べた

ように、地域語の公的使用や継承という要求を満たすものではない。

80 G誌は内容が同一のもので、それぞれの地域語で刊行する形式。灘ルシカではメディアダッラ社から『ア

ヨー（Aio）』が刊行されていたが、2004年に財政：危機により刊行が停止されている。現在、再刊に向けて、

地方自治体からの財政支援を模索中である。

49



第2章コルシカ島（フランス領）における文化変容

第1節コルシカ語における新語形成

はじめに

　新語が形成され、定着する過程は、ロマンス語の中でも多様である。コルシカ語など少

数言語、すなわちいずれの国や地域においてもr公用語」ではなく、使用人口も多くなく、

かつ他の優勢な言語との二言語状態（ダイグロシア）を強いられている言語と、「公用語」

となっているロマンス語では大きく異なる。

　フランス語を事例にあげるならば、新語を公式に制定する権威的機関としてのアカデミ

ー・ tラン墨書ズや政府のフランス語高等委員会などが存在する。他のロマンス語圏諸国

においてもフランスほど国家主導的ではないかもしれないが、メディアや出版、学術教育

制度など権威的機関により、新語の公認が行われるのが一般的であろう。

　これに対して、少数言語であるコルシカ語1）には、このような権威機関は存在しない。し

かしながら、これまで述べてきたようにコルシカ語の1970年代以降の確立は、新語が次々

と生み出されてきた成果であるといえるだろう。では、コルシカ語はどのようにして新語

を作り出してきたのであろうか？あるいは新語形成においてどのような特徴がみられるの

か？本稿ではかかる問題について「ロマンス語少数言語の新語形成過程」という観点から、

分析、考察を加える。

IADECECの形成と今までの活動一コルシカ語（：コルシカ方言）運動史において

　コルシカ語（langue　c◎rse，　Iingua　corsa）という概念が、「イタリア語の方言」という概念の

「否定」という形で定着するのは、2）1960年代後半からである。だが、それ以前にも、「コ

ルシカ方言」の語彙を豊かにしょうという取り組みは行われていた。ただし、1970年代ま

でのこの取り組みと、それ以降の新語形成は大きく異なる。ジャン・キョルボリによると、

コルシカ語には史的に三段階の「練磨期」があるとし、戦後までの第一期は、島の文人た

ちがイタリア語、特にトスカナ方言から盛んに語彙を借用していたという。3）かかる文人た

ちはイタリアにも活動拠点を持っており、両地域を盛んに往来していたから、コルシカが

イタリア言語文化圏の一部であると考えるのは至極当然のことであり、コルシカ方言を「イ

タリア化」することが島の文化的発展につながると考えていた。一方、戦後は、ギ脱イタリ

ア化」あるいは「純化」、「ロマニア化」の過程である。特に1950年代後半から活動した言

語運動「ウ・ムンテーゼ（UM磁1tese）」は、この動きの先駆者であった。4）戦前のイタリア語

の方言としてのコルシカ方言という図式を拒否し、コルシカ語はイタリア語から派生した

のではなく、コルシカ語とイタリア語は共通の「祖語」を有する、というのがその特徴で、
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ラテン語を基準とした語彙形成を行った。この二つの動きは、イタリア化・脱イタリア化

という点で対立は見せているが、その主体が文人であり、練磨された語彙が文芸・文学的

表現に限定されていた、という点では共通している。こうした意味で「新語」形成運動と

までは言えない。

　この二つの運動に対して、1970年代以降の「70年代世代」の活動は、語彙の種類が広範

なことから新語形成運動と言える。キョルボリは、70年代以降を一つの練磨期として扱っ

ているが、本稿ではさらにこれを二つの段階に分けたほうが適切に思われる。前半は80年

代前半までの民間言語団体、特にADECECが取り組んだ新語形成であり、後半はそれ以降

のフランスにおけるテレビ・ラジオ放送の地方分権化に伴う、情報メディアの雛ルシカ語に

対する影響力が強化される現在に至るまでの時期である。

　まずは、前半の「70年冬世代」の新語形成について、主にADECECの取り組みについて

言及する。

1）「70年代世代』と新語形成の取り組みの背景

　「70年代世代（aIeva（五usit伽1切」とは、1960年代後半から70年代前半にかけて、コル

シカ民族主義が高揚する中、それまで遅れていたものとして蔑まれていたコルシカの文化

全般に対する再評価を導いた当時の青年から壮年世代を指す。この時代、「ボーヂェ（voce）」

と呼ばれていた伝統歌を現代的な音楽として確立するいわゆる「ポリフォニー」運動が起

こり、「プエージア（puesia）」に代表されるコルシカ文学活動が起こる。5）そして、コルシ

カ語での学校教育を要求する動きもこの世代を中心に展開される。

　当時、フランスでフランス語・外国語以外の言語を学校教育するには、文部省によりフ

ランスの地方言語（p韻ers　lo㈱x、現在では「地域語1angue　r6gi◎nale」と表現される）であ

ると認められなければならなかった。1951年のディクソンヌ法は、既にブルターニュ語、

カタルーニャ語、オック語、バスク語の四言語については、学校での課外教育を許可して

いたが、コルシカ語、アルザス語、フランデレン語などについては、「外国語の方言」であ

ることを理由にその教育を認めてこなかった。コルシカ語は「イタリア語の方言」とみな

されていたのである。6）

　すなわち、コルシカ語の学校教育が認められるには、それが「イタリア語の方言」でな

く、「独自の（apart　e：【覚iさre）」7）言語とみなされる必要があった。これが「70年代世代」に

よる新語形成の背景である。

2）ADECECの結成と主要な活動

　コルシカ島東部丘陵地にあるチェルビオー二村を中心とする地域に1970年12月、地元

教員、聖職者、史家、言語・文化運動家らが結成したADECEC〈フランス語で「コルシカ

中東部における考古学、歴史学、言語学、自然科学発展協会」）もまた、「70年代世代」の

運動と言えるだろう。この協会がこれまでに行ってきた活動は、コルシカ語の新語形成だ
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けでなく、多岐にわたる具体的にあげれば、i）史跡の発見・保護・教育、粉ほルシカ

語の保護・研究・文芸作品や辞書の作成、童）地域に根ざした自然科学・社会科学の発展、

iv）生徒・学生・社会人を対象とする生涯教育、　v）ラジオ放送局・博物館など地域文化

施設の設立、などである。8）

HADECECのコルシカ語に関する活動9）

次に、ADECECがコルシカ語に関してどのような活動を展開してきたのか見てみよう。

1）設立から1975年まで

まずは、地元の子供を対象に、学外でのコルシカ語教育活動を始めた（1972年）。これは、

隔週水曜日（月2回）に2名の教員が、主に戦前の「コルシカ方言」のテキストを使用し

て教えていた。次に地名をフランス語からにコルシカ語に書き換える活動を1973年から開

始した。具体的にはチェルビオー二村の全街路名をコルシカ語に変えたのである。チェル

ビオ潮解（Cervioni）という村名もこの時フランス語のセルヴィオーヌ（Cervione）から変

更したものである。また街路はイタリア語で一般に遡り」として使われているviaではな

く、ルーマニア語で使われているs柱a（ぬのほか、c㎜画u、　strettaと書かれることになった。

1975年には村のすべての街路表示がコルシカ語でかかれたコルシカ特産の御影石製のもの

に替えられた。この動きは後の島全体の街路名の「コルシカ化」のさきがけとなる。

　1974年、フランス文部省がコルシカ語の教育を容認したため、ADECECは地元の幼稚園

および小学校での教育準備に取り掛かった。だが、戦前期のコルシカ方言で書かれた作品

や俄かに作成したオリジナルテキストでは限界があった。それは、対象となる世界が狭す

ぎて、学習者が日常生活で使うには何の役にも立たない教材というには程遠いものだった

からである。10）このことから、コルシカ語の新語や文法書、辞書、教育法の確立が求められ

るようになる。しかし、フランス語のアカデミー・フランセーズのような権威機関がまっ

たくないコルシカでは、自らがこの活動を主導していかなくてはならなかった。

2）新語形成活動の開始

　ADECECによる弾語形成活動は、1976年のニルテ夏季大学（U銀iversita　Estate　di　Corωの

開始時に始まる。コルチ夏季大学とは、1755年のパスカル・パオリによるコルシカ独立の

際に2年間だけ開学されていたコルシカ大学の再開を求めると同時に、11）島の教員や文人を

集めて学校教育へのコルシカ語導入に必要なによる新語・文法確立・教育法を研究・開発

することが目的であった。

　王977年からは『リングァ・エー・テクニーガ（：Li雄gua繭cnica）』が、夏季大学の一行事

としてチェルビオー二で開催される。ここで、コルシカ語での新語の率先的な形成の必要

性が求められ、翌年から具体的項目別に新語を研究発表・検討する。一例を挙げれば、1978

年には車・自動車・内燃機関（Avi伽∫a）について新語がまとめられ、続く1979年には数
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学（AMate血a廊a）、1980年には電気工学¢Elect◎nica）、1981年は哲学（A　Filus憾a）、言

語学（A：Linguis姓ca）、心理学（A　Psiculugia）、1982年には鳥類、1983年は地理学（A　Geogr面a）、

サッカー（UG句ocu　di　pa皿one）、放送・報道（A　Stampa　audiovisiva）、法律：（U　Dkittu）、1984

年は果実および果樹栽培（AFmt協）、金属加工（A　Paghiuleha）、家屋（A　Casa）、1985年は

時間・気象・気候（Utempi）、1987年には狩猟（A　Caccia）、1988年は料理（A　Cucina）、1989

年にはゲーム・遊戯（1（漸◎chi）、1993年にはブドウおよびブドウ栽培・醸造（AVigna加vk【u）

が議論され、新語がまとめられた。

3＞地方分権化と急速な情報化に伴う新たな取り組み

　80年代からコルシカ語をめぐる状況が大きく変わる。それは、フランスの地方分権政策

にともなう、テレビ・ラジオ放送のTローカル化」であった。従来はパリから上意下達的

に放送されていたテレビ・ラジオ国営放送の番組の一定時間枠が、ローカル局の番組作成

枠として認められる。さらにコルシカ島放送分については、その番組内容の決定権が国で

はなく、コルシカの地域議会に委ねられることになった。これに伴い、ほルシカ島では、

全国公共テレビ放送「FR　3（現在のフランス3）」の一定時間枠にコルシカ語によるローカ

ルニュース放送と天気予報を放送することになったほか、週末の特集番組の制作権も与え

られた（これには「コルシカ語劇」などが主に放送された）。ラジオについても同様に全国

公共放送「ラジオ・フランス」のコルシカ放送分についてはすべてRCFM（ラジオ・ゴル

シーガ・ヴレグワンツァ・モーラ）に制作権が移り、ここでもコルシカ語による放送が始

まる。

　しかし、時事的内容を伝える報道がコルシカ語でなされる場合、ADECECなどが開発し

た新語を使用するだけでは不十分であった。なぜならADECECの新語形成は学校教育を念

頭に置いたものであって、報道や時事ではなかった。またこの年代はコンピューターに代

表される情報技術が格段に進展したこともあって、通信・コミュニケーション・情報技術

に対応したコルシカ語の定着が急務となる。

　こうして1982年、コルシカ語情報化データベースの作成計画がADECECにより立ち上

げられる。これは70年代から続いている『リングァ・エー・テグニーガ』で得られた新語

をさらにデータベース化し、誰でもどこからでも検索できるシステムを構築することであ

った。ADECECは1983年から補助金を得てINFCO：R計画として準備に取り掛かる。コルシ

カの新語に加えてすべてのコルシカ語文献からコーパスを作成し、それらをデータベース

化するという壮大な試みで、完成までに実に15年以上を要した。現在はADECECのウェ

ブサイトに接続され、日本からも無料で閲覧できる。12）i－m◎deなど携帯端末からのフランス

語一コルシカ語変換システムも完成している。重3）

皿現代コルシカ語の新語形成の特徴

次にコルシカ語における新語あるいは借用語の形成上の特徴について言及する。より具
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体的に言えば、その借用あるいは参照体系とされるのは、フランス語かイタリア語かある

いはそのいずれでもないのか（すなわち独自性の追求か）という問題についてである。

1）現代に至るまでのコルシカ語をめぐる地域社会的状況一「コルシカ方言」時代も含め

　その前に、戦前・戦中期の状況について若干述べる1の。当時ロルシカ語は「イタリア語

の方言」として位置づけられていたが、様々な流派が新語形成をめぐり対立していた時代

であった。その対立とは、「ムブリスト（Muvristes）」と呼ばれていたコルシカ自治主義運

動のグループと、「シルネイスト（Cym6istes）」と呼ばれていたコルシカ文学運動のグルー

プとの対立であった。ムブリストらは当時、イタリア・ファシストによる3ルシカの領土

回収計画の一環として行われていたイタリア言語学者らのコルシカ方言研究に共鳴し、コ

ルシカ方言の綴字化過程でイタリア語のそれを大いに参照する。一方、ファシズムを非難

しフランス共和主義に忠実であらんとしたシルネイストたちはこの動きに反発し、コルシ

カ方言の綴字化にフランス語を参照体系とした。こうして、この時代にはコルシカ方言の

複数の書法が拮抗する状況となったが、コルシカ方言の独自性を重視する動きはほとんど

みられなかった。

　戦後、ムブリストたちがいっせいに除去されたことにより、コルシカ方言が「イタリア

語の方言」であることを否定する動きが強まる。しかし終戦直後は識ルシカ方言について

の研究や運動自体もファシズム視される傾向が当時あったため、このような動きが出てく

るには1950年代半ばの「ウ・ムンテーゼ」を待たなくてはならない。「ウ・ムンテーゼ」

が取り組んだのは「ガリカニスム（g紐icanis組e）」と呼ばれるイタリア語参照の拒否であっ

た。その分フランス語への参照が強まる。「ウ・ムンテーゼ」のメンバーの多くが戦前戦中

期にシルネイストであったことから当然、コルシカ方言の「非イタリア化」の動きを見せ

るわけだが、さらに先述のディクソンヌ法とフランス文部省は「外国語ではないフランス

の地方言語」のみを学校教育において認める方針を採っていたこともこの動きを加速させ

る結果となった。1970年代のADECECもこの動きの延長上にあるといえよう（「コルシカ

方言」ではなく「コルシカ語」という概念が定着してはいるが）。

ガリカニスムの事例（いずれもADECEC作成の：LI：NGUA童TE　CNI　CAより）

サッカー　oσudl　allone（玉鋤フランス語fbotba11イタリア語calclo

ゴールキーパーguardianu，フランス語gardi㎝de　pos£eイタリア語po銘iere

ユニフォームmaglie㎏フランス語ma皿α，イタリア語u㎡bfme

試合macciu，フランス語match，イタリア語pa雌a

リフティング幽uculeraフランス語jonglageイタリア二一

監督eserciatatoreフランス語㎝甑鎗euらイタリア語allenatore

54



車（自動車）vi伽r　automobileフランス語voiture　autoイタリア語maccb血↓

バンパーparantoppuフランス語pare－chocイタリア語respiRgente（para磁i）

タイヤpinuフランス語pneuイタリア語gomma（ruotaもしくはpneumatico）

事故accide㈱　　フランス語accident　イタリア語incidente

ライト　accendi撫aフランス郭話㎜ageイタリア語勉e，1uce

ガソリンessenza　フランス語essence　イタリア語benzina

その他→フランス併合後、コルシカに導入されたものはほぼフランス語からの借用

県dip誠imentuフランス語d6p磁e斑entイタリア語prov血cia

憲兵隊　ge簸da㎜eriaフランス語　gen伽meheイタリア語carab血ied

駅gara　　　フランス語gare　　　　イタリア語stazzone

魚雷雛piglia　フランス語tOfpiUe　　イタリア語si1斑。

航空機　avioneフランス語　avio鍛　　　イタリア語　aer◎plane

2M980年代以降一ローカル・メディアによる新語形成権の移転と「純粋主義」

　こうした戦後の動きに変化が生じるのが80年代以降、先述のフランスの地方分権政策に

よるコルシカ語を放送するローカル・メディアの登場である。コルシカ語を放送するテレ

ビ局・ラジオ局はアナウンサーのみならずジャーナリストや編集担当にいたるまで、コル

シカ語が話せるかコルシカ語についての知識を有することが採用条件となっていて、局内

でコルシカ語研修も実施されている。

　ADECECが80年代までに取り組んできたコルシカ語の新語とメディアのコルシカ語をめ

ぐる状況は大きくことなる点がいくつかある。その一つは、ADECECは基本的には学校教

育を円滑に行いうるための縁ルシカ語」であるのに対し、メディアはより広範な視聴者

を対象にしていることである。「60年代以降に生まれた者はコルシカ語ではなくフランス語

が母語である」と言われるコルシカにおいて、円滑にコルシカ語教育を行うには、その新

語がフランス語を参照体系とするのも道理がゆく。だが、子ども世代が学校で習うコルシ

カ語と祖父母世代が母語とするコルシカ語が大きく異なって、コミュニケーションが容易

ではないのも事実である。一方、メディアは子どもはもとより成人、高齢者も対象にしな

くてはいけない。このことがメディアのコルシカ語の新語形成に大きく影響していよう。

　もう一つは、ADECECもラジオ放送「ボーヂェ・ヌシュトラーレ（％ce　Nustrale）」を運；

回しているが、これはコルシカ東部海岸地域にエリアを限定したミニFM放送であり、要

は、この地域の視聴者が理解できるコルシカ語を使用すればよいのに対して、ラジオやテ

レビ放送は全島カバーしている点である。これまでにも言及した通り、コルシカ語は島内

でも発音や語彙の面でかなり違いがある。つまり特定地域に偏ったコルシカ語では放送で

きず、普遍性が求められるという点である。

　最後の違いは、ADECEC初期のメンバーと80年代以降のメディアに携わるジャーナリス

トたちの「世代」と「係争」である。言語運動のメンバーたちは、現在は世代交代してい
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るが、ADEC：EC設立当初は、まだ戦前戦中の運動に関わっていた世代たちがリードしてい

た、よって、コルシカ語の自立性を主張していたが、「イタリア語の一方言」という図式に

は強いアレルギーを抱いていた世代であった。一方、それより若い世代のジャーナリスト

たちは、戦後までのそうした対立やイデオロギーとは無縁である。またADECECなど言語

運動にとっては「コルシカ語」は防衛の対象そのものであったが、現在のジャーナリスト

たちからみれば、もちろんコルシカ語の発展という願いはあるものの、その防衛活動には

深くコミットメントしていない。こうした点から、ジャーナリストたちはほルシカ語につ

いてはより自由な考えを持ち、それが新語の形成にも見られる。

　アメリカのコルシカ語社会言語学研究者であるアレクサンドラ・ジャフィーは、コルシ

カのジャーナリストたちは戦後の新語形成の主流であったガリカニスムには否定的で「純

粋主義」の傾向があると指摘している15）。コルシカ語における「純粋主義」とは、もとは

ムブリストの非主流派に見られた傾向で、コルシカ方言が「トスカナ（イタリア）語の方

言」であることを否定し、コルシカ方言もトスカナ語も共通の祖語から派生したという考

え方である。だが現在の「純粋主義」はかリ面骨スムに対するものである。

　ジャフィーはその事例としてRCFMラジオがニュースで扱ったspegnifbcuという単語を

挙げる。16）これは「消す」「火」という二つのコルシカ語を組み合わせた新語である。だが、

この対象となる「消防士」は既にADECECなど言語団体がフランス語から借用したpompieru

が教育分野では一般的であった。17）

まとめ

　コルシカ語のような少数言語は、国語や公用語である言語とは違い、新語の形成や定着

に関して公的な権威機関が欠如している。その結果として新語形成については、多様な主

体が多様な方法で行うこととなった。戦前期は主としてイタリアとの問を往来していた文

人たちによるもので、もちろん標準のイタリア語を参与していた。だが、戦後はイタリア

語への参与は見られなくなり、むしろそれより距離をとる形でコルシカ語の新語形成がな

される。これは、1960年代から80年代にかけてコルシカ語教育の必要性が叫ばれ、その

ために学校教育に向いている新たな語彙の形成が必要であったからである。教育上の実用

性の面から、ADECECなどの民間文化団体が取り入れた公用語であるフランス語からの借

用・援用を多用する（ガリカニスム）。80年代からローカルメディアがコルシカ語を使用し

始めるが、特定の世代や地域に偏らないニルシカ語の必要性からガリカニスムよりロマン

ス語やラテン語に依拠する「純粋主義」を採用する。このように、識ルシカ語の新語形成

は現在、教育でのガリカニスムとメディアでの純粋主義が割拠している状況である。

註
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第2節：コルシカ語の音韻的特性について

0：コルシカ語とは

　コルシカ語はフランス領の地中海の島、コルシカの言語である。イタロ・ロマンス系の

一言語、特にトスカーナ方言など中部イタリア方言群の一つと位置づけられることが多い

（DA：LBERA－sTEFANAGGI［2002：3LARRIGHI［2002：ii，ivLslBI：L：LE［2000：31】）。1970年代まで

はコルシカ方言（diale伽l　corsu）と呼ばれることが多かったが、以降はコルシカ語（1ingua

corsa）と呼ばれている。1）使用可能人口はコルシカ島内、ならびに灘ルシカ出身者が多数居

住しているフランス本土をあわせて26万人程度とされている。2）フランスの地域語伽ηg〃ε3

r匁。履θ5）の一つであるが、地域語とは法的に地位を付与されている言語ではない。3）かろ

うじて学校での教育やテレビ・ラジオでの放送が認められており、コルシカ語については

1974年に法律によって学校教育が認められるようになった（MARCHETTI［1974：v－vi｝）。

　だが、実際に学校教育が開始されたのはそれから9年後の1983年の新学期（9月）から

であった（FUSINA［1994：221－224】）。許可から教育開始まで時間がかかったのは、コルシカ語

は地域的に音韻体系が異なるという特性があり、また、そうした音韻体系をどのように表

記するか、すなわち、南フランスのオック語のように地域別に異なる書記法を導入するか、

それとも統一的な正書法を用いるかという問題があったからである。

　少数言語、特にそれの教育や放送を通じた復興には、書記法という問題が立ちはだかる。

書記法が確立していないと、円滑的な教育が行えないし、新聞や出版物を発行しても読む

ことはできない。少数言語は地域的ヴァリエーションを抱えるケースが多く、この問題は、

コルシカ語だけに限定されたものではない。よって、本稿では、コルシカ語の地域的ヴァ

リエーションである音韻体系とその書記法について述べることとする。

1：これまでのコルシカ語研究について

　141イタリアとフランスによる言語調査

　コルシカ語についての研究は、街学的なものを含めれば既に中世から見られるが、近代

の言語学的手法を用いた現地調査を踏まえた研究としては、第一次大戦中の1914年から15

年にかけてのジリエロン（Jules（遡i6roのとエドモン（Edmond　Edmont）によるものがはじめて

である。彼らはコルシカに先立ってフランス本土全域におよぶ方言調査を既に終了し、『フ

ランス言語地図集し鉱F一軍伽伽gμ醜g忽ε4θめ蹄魏。θ）』を発行しており、コルシカでの言

語調査はその補遺版『コルシカ言語地図鈍し猛C一算嬬伽g擁殉〃θ4θ如Co膨）』を刊行する

ためであった（DELBERA－STEFANAGGI［2002：63－64］，MARCHETTI【1989：28－29】）。

　ジリエロンとエドモンの言語調査・研究は当時のフランスで高く評価されたが、イタリ

アでは非難の対象となった。彼らのコルシカ語の音韻表記には「鼻母音」を示す符号（～）

が付されていたためであった。鼻母音はフランス語にはあるがイタリア語にはない。イタ

リアにはコルシカの領土回収を要求するイレデンティスモがイタリア統一時から見られ、
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その回収を正当化するために言語文化的な一体性を掲げる傾向がみられる。コルシカ語に

「鼻母音」があるとするジリエロンたちの研究は、コルシカとイタリアの言語文化的一体

性を覆し、音韻論的にコルシカ語とフランス語の近親性を示すものとイタリア側に受け取

られたことが、非難の理由であった（長谷川［1999：4601）。

　フランスに対抗して1930年代、イタリア側のコルシカ語調査が開始される。それは、ジ

ーノ・ボッティリョーリを代表とするファシスト言語学者からなる調査団によるものであ

った。彼らの研究結果は『コルシカ島におけるイタリア語およびイタリア民俗地図集

（滋那Cr殴吻漉伽g毎3’ノoo伽og纏oo吻1∫朗。　d811αCo癬。α）』として1930年代末に刊行され

た（D：E：LBERA－STEFANAGGI【2002：65L：MARCHETTI［1989：29－30】）。

レ2：ほルシカ島内におけるコルシカ語研究一地域主義と自治主義の対立

　戦前のフランス、イタリア両国のコルシカ語調査は言語地理学的方法を用いたという点

では共通するが、それは、コルシカ領有をめぐる政治的色彩の極めて強い研究であったと

言える。そしてこの時代にはコルシカ方言文学運動の高まりもあって、コルシカ島内でも

次第に言語学的な手法を用いた言語研究が見られるようになるが、やはり、政治的背景を

強く受けた対立を含む研究であった。4）

　そしてその対立は、言語そのものに、特にコルシカ語の書記法をめぐる部分にも反映さ

れた。1920年以降、島ではアリギ（Paul　Arriεhi）、ボニファシオ（Antoine　B面facio）を代表とす

る「地域主義（r6gionalisme）」とロッカ（Petm　Rocca）、イヴィア認クローチェ（Hyacin血e

Y＞ia・Croce）を筆頭とする噛治主義（autonomisme）」の対立が起こる。その背景や活動など微

細な点は既に他の論考で記しているりでここでは省くが、5）「地域主義」は政治的には共和

主義、すなわちフランス共和国の一地域として現状を肯定する立場であるのに対して、「自

治主義」は、大幅な自治権、独立、あるいはイタリアへの回帰を掲げる立場をとっていた。

そして「地域主義」の提示するコルシカ総書記法（ボニファシオ書記法）はフランス語に、

噛治主義」の提示する書記法（カルロッティ書記法）はイタリア語に近似していた砕M諺vm，

21－28apr飴1935，長谷川［2002：iii】）。

1－3：戦後のコルシカ語研究

　戦後、とりわけ1950年代以降、急速な都市化によりコルシカ語が衰退し、1960年代以降、

コルシカ語を母語とする島民はいなくなった。50年代後半からコルシカ語の学校教育を求

める運動が展開されるが、戦前のイタリア派、フランス派の対立は政治的な思想からは離

れたとは言え、なかなか解消できなかった。統一したコルシカ語の書記法がようやく本格

的に模索されたのは、196◎年代の後半、戦前の対立を直接経験していない次世代の言語学

者や詩人、教員たちであった。

　フジナ（Jacques　Fusina）、ティエール（Jacqpes　Thiers）、マルケッティ（Pascal　Marche枕i）、マル

セレジ（αac◎rno　Marcelesi）、ダルベラ＝ステファナッジ（Made－」◎s6　Dalbera・Stefanaggi）らがそ
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の活動の中心であったが、書記法の確立は困難を極めた。それは、コルシカ語に見られる

音韻的特徴によるところが大きかった。よって、戦後のコルシカ語の研究の中心は、その

音韻的特徴を明らかにすると同時に、これに適した書記法、さらに教授法を確立すること

にあった。

2：コルシカ語の音声変化

　以上述べたように、1960年代以降のコルシカ語教育運動において、その前提となる統一

的な書記法の確立が模索された中で最も困難であったのは、地域によって音韻体系が異な

っているコルシカ語をどのように書記法に反映させるかという問題であった。本章ではま

ず、問題となったコルシカ語の音韻論的特徴について述べることにする。

24：スクンスナドゥーラとその条件

　スクンスナドゥーラ（scunsunatura，α1’87卿ηoθoo鷹。澱η吻〃ε）（COM【TI［1996149】）は、単語

が文中で用いられている場合において、ある条件により特定の子音が有声化、無声化、あ

るいは半母音化する現象である。

　コルシカ語の子音が音声変化する条件は、4碑3殉、つまりフランス語で4ρ瘤vの6〃θ

α纏θ　（前の単語の語尾が無アクセント母音である場合）、次に続く単語の語頭の子音が音

声変化する。

　例えば、「犬」、「パン」という二つの単語を用いてこの条件とスクンスナドゥーラについ

て説明しよう。「犬」は単語としては［k加E］6）、「パン」は［p肇anE］と発音される。だが、4ρ深

陥条件下では、例えばそれぞれの単語に男性定冠詞単数形の回がついて、「その犬」、「その

パン」という意味を表す際には、［k暦anE］は［uk穿anE］ではなく［uγ肇盆nE］、［p響的E］は［up’細E］で

はなく［ub雪a旭］と発音される。つまり、この場合、ゆ廊殉の条件下で単語の語頭にある［幻

が［γ］に、［p］が阿に音声変化する現象をスクンスナドゥーラと呼ぶのである。ここであげた

事例はすべて無声子音が有声化する現象で、後に触れるように有声子音が無声化、ないし

は半母音化する現象もある。

　だが、吠」や「パン」の最初の子音は文中で用いられていても、常に音声変化するとは

限らない。

　特に珈廊P防C条件、すなわちフランス語でPα〃5θ（文や節の最初に来る場合）、吻6漉

一別θ（前の単語の語尾がアクセント母音であるとき）、CO器0珈8（前の単語の語尾が子音

であるとき）下では変化しない。

　再び、「犬」と「パン」という二つの単語を用いて事例説明しよう。「三匹の犬」、「三つ

のパン」は、それぞれの名詞に「三」という数詞［trEユが前に来て「犬」、「パン」はそれぞ

れ［kani］、［p響ani］と複数辞に語尾変化する。しかし、「三」［tr嘲はアクセント母音でおわる

ため、「三匹の犬」は［tr書Eγ畢ani］ではなく［tr警Ek壁a頂］、「三つのパン」は［往診Eb肇a副ではなく

［ぜEp’ani］と子音の音声変化は生じない。
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2－2：音声変化する子音の対応関係

　今述べたように、4ρ油墨条件で［p］は［b］に、［k］は［γ］に有声化することが把握できよう。

［p］［k］はともに無声閉鎖音（ooo1〃3グ30瞬）7）で、上記条件下で口蓋および舌の形態や位置が変

わることなく有声化、すなわち［b］［γ］の有声閉鎖音（00C1鰐び30η0紛に変化する。では、他

の子音についても音声変化で同様の対応関係が見られるのであろうか。

2－24：無声子音の有声化

　まず、〔p1［k】と同じ無声閉鎖音である〔t1も同様にApr合s　va条件で有声閉鎖音［d］に変化する。

4「塔：」［t璽口ra］→「二つの塔」［d肇uid墜□rE］

　また、すべての無声破擦音（ψ砂お。瞬）、すなわち、［tsl、［tΣ】、さらにコルシカ語特

有の音韻である［c］も、ゆ門下条件下で有声化が見られる。［ts］は［dz】、［tΣ】は［dZ］、そして

回は由という有声破擦音（ψ砂お。ηo紛へのスクンスナドゥーラが起こる。

　　　げ「子ども」［tsidElu］→「この子ども」［kΩ毒Estu面dElu】

　　　　　　　　「空」［tΣ藍Elu｝⇒「その空」［udz蔓Elu】

「（わたしは～を）呼ぶ」【damul→「わたしの名前は～である」［mi　i馨amu］

　無声摩擦音（海0αげ3碑㎡）については、国と［S1は同様iの条件で有声摩擦音（か～00’ガ50η0紛、

つまり［v1、回に音声変化する。ただし、［Σ］はいかなる条件下でも有声音［Z］には変化しな

い◎

げ「（私は）フランス人です」［s’丁丁antΣ’Ezep「フランス語」［uvrantΣ婁Eze】

　　　　　　　「聖人」［s書aαtu］→「二人の聖人」【♂uiz響antil

「科学」［ΣuE⑧撹sa］⇒「社会科学」［eΣ）E⑧鵬e怨dZi警ale］（［Σ］は変化しない）

2－2－2：有声子音の無声化あるいは半母音化

　逆に有声子音が無声化、あるいは半母音化するスクンスナドゥーラもある。条件は有声

化と同じAprもs　vaである。無声化は［bユおよびMを語頭に持つ単語で、次に子音⊂r］が続く

場合である。下記に事例を示す。

4「ブローッチュ」8）［br翫仁Σ司→「（私は）ブローッチュが好きだ」［婁am：uur撃口t仁Σu］

　　「小麦」［γr嬰anu】⇒「小麦は主要な作物だ」［ur塾am璽Eupmw婁ut旧く＝iprl⑪ntΣib響ale】

つまり、ここでの無声化とは、有声子音の無声子音への変化ではなく、［b司、［γr一］を語頭
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にもつ単語がApr色sぬ条件下で［b］および［γ】が脱落し、口のみになる現象を指す。

　一方、「半母音化」とはApr6sぬ条件下で、特定の子音が［j］もしくは〔w］に変わる現象を

指す。

　　　4「船」［b’atロemu】→「その船」［uw懸at□el〔bI

「ワイン」［∀血ul→「（私は）ワインが好きです」r㎜uu納n司

　　　「のど」［γ「ロla］⇒「わたしののど」【miaW目1a］

Apr合sぬ条件下で、［w］に半母音化するのは、［b］、［v］および［γ］である。

4「木曜則［拍wi】9）→晦週木曜則［両・□wi】

Apr合sぬ条件下で、［j］に半母音化するのは、［Dである。

3：北部と南部の音韻（音声）対立

　コルシカ語の書記法の確立が困難であったのは、第2章にて述べたスクンスナドウーラ

はもとより、島の北部と南部の音韻もしくは音声の対立にあった。コルシカ言語学では一

般に、島は北部、中部、南部という音韻体系の差異により3つの76gゴ01εc∫ε〈地域的な音韻

体系）に分類されている（COMITI［1996：16】，FUSINA［1999：49｝）。だが、南部は島の最南端

部分（ボニファシオ地方）に限定され、南隣のサルデーニャ島北部のガルレーゼ（ガルー

ラ方言）との類似性が指摘され、さらにはコルシカ語とは異なる「ボニファシオ語」であ

るとする説もある（SIBILLE［2001：31］）。

　本稿、とりわけ第3章では、ひとまず「ボニファシオ語」の説を受け入れる形で、さき

にのべた中部音韻体系については工部」、北部音韻体系を「北部」として、この対立関係

について論じることにする。

3。1：語中における子音の有声／無声対立

　まずコルシカ語の音韻論に見られる第二の主要な特徴としてあげられるのが、一つの単

語の語中における子音の有声／無声の対立である。「北部」は有声であるのに対し、「南部」

は無声であることが多い。以下に事例を幾つか示して説明しよう。スラッシュの前の音声

記号は北部のものを、後の記号は南部のものを指す。

4　「野ネズミ」［t9ロbuy［t旧p司

　　「きぬ」［sEday［s璽Eta］

つまり、同一の単語であるにもかかわらず、北部では、その語中にある音韻は有声（［一b一］、
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卜d－Pであるが、南部は無声（［rp－1、［封）と対をなしていることが分かる。またこの対立

は、スクンスナドゥーラの生じる前と生じた後との子音の音声変化と同じものとなってい

る（他にたとえば「中くらいの」［mEdzu1／［m肇Etsu］、「平和」［p’adZe］／［p’atΣi］という正一dz－y［一ts－1、

［一dZ－y［一tΣ一】の対立がある（ただし、この対立関係はすべてにおいて見られるわけではない。

通常コルシカ語の同一子音は「緊張音≠θ綴〃」と「弛緩音観∂o鯛に分けられるが、この対

立は「弛緩音」のみに該当する。音標文宇でコルシカ語の緊張音は通常［p口、岡などのよ

うに表記されるが、この場合は北部と南部の有声／無声の対立は見られない。）。さらに、

足［P聖Ewey［PEdi】という半母音／有声子音という対立（［一w－1／［一d一］）もある。ただし、スクン

スナドゥーラとは異なり、【一z－y卜明という有声／無声の対立や［一i－y［→一］という有声／半母音

の対立は見られない。

4　　「月」　［】鍛暫Ez司／［搬聖Ezi］

rl月」［le②n・alu］／［le⑨簸建al司

3－2：b6tacisme

　コルシカ語の北部と南部に見られる子音の音韻対立は、3－1に述べた「有声」と「無声」

の対立の他にも幾つか見られるが、典型的な現象を一つだけ取り上げるとう伽。醜θ、すな

わち子音［v］と［b】を混同するか、区別するか、という対立である（COM【TI［1996：23】）。下記

に事例を幾つか示す。スラッシュの前が北部の音韻を、後が南部の音韻を示している

4ワイン［b短uy［v肇血u．】

古い［b・Ec□u］／［v・Ec臼u】10）

　フランス語やイタリア語との比較（吻，吻。…ワイン、vゴε膿，　v600痂。…古い）からわかる

ように、ロマンス語では上に掲げた二つの単語は通常、団となる。コルシカ語の南部での

音韻もこれに同じである。しかし北部では［v】と［blの混同が生じている。ただし、ほルシカ

語は北部音韻体系も含めて、［v］の音韻が欠落しているわけではない。第1章のスクンスナ

ドゥーラで、田が4p隅一条件下で［v］に有声化するという事例があり、このことから説明

できるであろう。

3－3：「スクンスナドゥーラ」と地域的音韻体系

　さらに、第2章で言及した「スクンスナドゥーラ」は、北部では顕著に見られるのに対

して、南部ではあまり顕著ではない、という対立がある。「ボニファシオ語」とされる島の

最南端地方では、スクンスナドゥーラは生じない。これについては下記の図表を参照され

たい。
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田、［s】、閃（有声化）
南部でもスクンスナドゥーラが生じる音声

［v］、由、［γ1（半母音化もしくは欠落）

回、［t｝、圖、［伐】、回（有声化）
南部ではスクンスナドゥーラが生じない音声

［bl、［d］（半母音化もしくは欠落）

（長谷川作成）

　例えば、家族［fam’i×□ai、兄弟｛丘at警E珀u］について定冠詞を付けて発音する場合は、北部も

南部も［avam墜i×口a】、［uvrat量E1□u｝と音声変化するが、足［pEΩe］やパン［p加elは、定冠詞が付い

ても音声変化するのは（［ab量EΩe】、［ub蜜anej）北部のみで、南部は［ap撃edi］、［up璽ani］と音声変化

しない。

　4潔ルシ感心の書記法の特徴一イタロ・ロマンス系言語への接近とコルシカ語の統一性、

独自性の両立

　コルシカ語の書記法は1970年代末にようやく一定の統一的形態をもつようになったが、

これまでに述べた音韻的特徴を反映する形で、書記法は次の三つの原則に基づいている。

それは、①イタロ・ロマンス系諸言語への接近、②イタロ・ロマンス系の枠組みの中でコ

ルシカ語の独自性を相対的に確立すること、③コルシカとしての統一性を保つこと、であ

る。

44：イタロ・ロマンス系言語への接近

　これについては、戦前から追及されていた。一部の前置詞表記などについては戦後、イ

タリア派が掲げていた書記法（カルロッティ書記法）をフランス派のもの（ボニファシオ

書記法）に変えた時期もあったが、現在では、特に子音表記についてはイタリア語に近い

ものを採用している。下記対応表を参照されたい。

子音表記 b c（a，U，0） C（i，e） d f 9 1 m n

対応音声 阿 閃【γ】 ［tΣNdZ

P

［d】【wI 剛vl M
［1】

国
［n】

子音表記 P qu r S t V z　．

対応音声 ［pl阿 ［kΩ］ ［r］ ［s掴 剛d】 ［v1回阿 圖｛dz】

子音表記 gn SC（i，e） ch（i，e） gh（i，e） 91

対応音声 的 ［Σ1 ［k掴 M 自由・［dロ］＊＊

　（長谷川作成。ゴシック表記はスクンスナドゥーラによって音声変化した場合をさす。補助的な表記およ

び音声は略した。＊は島中部の、＊＊は島南部の音声である）

　前ページの表が示しているように、スクンスナドウーラによる音声変化は書記法には反

映されないシステムとなっている。たとえば、「パン」は単独で用いられる場合は［p加司と
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発音され（南部も北部も）、paneと書かれる。これはイタリア語に同じである。単数定冠詞

のu回が付いた場合は、北部は［ub聖ane3と音声変化がおきるが、書記法はubaneとはならず、

upaneとなる。これは、イタロ・ロマンス性を保つと同時に、後述するように、南部と北部

との書記法の違いによる「分断」を回避するためである。

4－2：コルシカ語に独自の書記法

　一方、相対的なイタロ・ロマンス性を掲げながら、コルシカ語には他の言語にはない独

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ自の書記法を幾つか採用している。一つはsgiとsgeの書記法である。具体例を以下に掲げ

る。

　camisgia【kam署iZa］シャツ、　arcusgiu［ark塾uZu］火縄銃、　sgio【Zq～さん（男性敬称）

　cosge［kE〕ZE］縫iう

　sgiとsgeはいずれも［Z］の音韻を表示している書記法であるが、このシステムは標準イタ

リア語にはない。sgiとsgeが［Z1という書記法は一見、突拍子もないように見える。しかし、

ciとgi、　ceとgeがそれぞれ［tΣ］と［dZ】という無声／有声という対立関係に対応しており、こ

れを援用する形でsciとsceが【Σ］（これは明らかにイタリア語のシステムをそのまま援用し

たものである）、sgiとsgeは［Σ］が有声化した［Z］という対立関係に対応している、と考えれ

ば、この書記法は合理性に基づいていることが分かるだろう。

　もう一つは、画ならびに画の書記法である。これも、コルシカ語以外には見られない

書記法である。次にまず事例を示す。

c垣ama［cam婁a】呼ぶ、訴える、　vec1癖u［b響Ecu】古い、　c麺osu［d〔］zul閉まっている

画㎜ale［1㎜1凋新聞、幽e㎜画U［lE⑧n□lalU］一月、画。珈［｝蜜肋u旧、

　上記のコルシカ語に対応するイタリア語は、0肋灘κ，Vε0醐0，0伽30，　g∫0脚Zθ，　gεηηα∫0，

g∫0配0であるが、イタリア語のchiがすべて識ルシカ語のC麺に、　giが画に対応するわけ

ではない。特にイタリア語のgiについては、目高G∫卿0ηε、黄色いg顕α1zO、喜びgゴ0∫0は、

ロルシカ語でもαappu丘e［dZap璽une］，　gi組1u［dZ畢謡u】，　gi◎ia［dZ’巧a｝となっていて、コルシカ語で

は明確にchiと。垣、　giと画が音韻として区別されている。また、イタリア語ではch1とgi

は音声の対立関係にはないが、コルシカ語の。厨と画は口蓋破擦音（ραぬ観ψ砂6）の音

声対立関係にある。

4－3：南北の音韻対立をいかに表記するか

　最後に、南北の音韻対立、特に34で示したスクンスナドウーラによらない、音声変化に
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よるものではない有声／無声の音韻対立についてであるが、これもまた、スクンメナドゥ

ーラと同じく、南北別の書記法を用いるのではなく、統一的な書記法を導入している。つ

まり、3－1の事例を再び用いれば、「野鼠」は北部ではtobu、南部ではtopuと書き分けるの

ではなく、t◎puと南部音韻体系に従った書記法を採用している。これは、イタリア語やラ

テン語がbではなくpを用いているためである。「絹」もまた同様に南北双方setaと表記さ

れる。

　　「家族」は北部では降m’i×a］、中部では［f≧皿’ila］、南部では［㎞整idロa］とそれぞれ異なった

音韻体系を持っているが、いずれも鉛migliaと表記されている。

結論と課題

　以上の論述を締めくくると、ロマンス語におけるコルシカ語の音韻ならびに書記法の特

徴は、同一単語において北部と南部の有声／無声という音韻対立がみられるのに対し、こ

れを表記する書記法が統一性の志向を持ち、その際にイタロ・ロマンス系諸言語の書記法

が参照の対象となっているということである。ただし、統一性を必要としない場面におい

ては、コルシカ語の独自性が強調され、書記法にもそれが現れている。

　だが、コルシカ語の書記法はまだ確定的ではない。それは、先に述べた、ボニファシオ

語の存在である。これまでの論述の対象はほとんど北中部のニルシカ語についてであった。

最南端部の言語は、語彙の面でも北中部とは異なるものが多く、同一語彙とされている単

語の中にも母音の音韻体系が異なっていて、統一的な表記法ではいかんともしがたいケー

ス11）が見られる。

1）「コルシカ方言」とは、フランス語ではなく、イタリア語の方言、という意味である。「ほルシカ方言」

およびfほルシカ語」については、FUSINA【1994］，　THIERS［1989］，　MARCHETTI［1974］を参照。

2）ほルシカ語話者人口についてはさまざまな数値がある。ロラン・ブルトンによれば、1981年の時点で約

30万人としている（ブルトンロ988：109】）。田中およびハールマンは1980年の時点で島内に12万人、フラ

ンス本土に7万人の話者人口がいると推計している（田中・ハールマン［1985：190】）。フランスの全国紙『リ

ベラシオン』（Lib6rぬon）が1999年に組んだ「地域語特集」では、10～15万人（htΦ：〃wwwliberatio職丘

加nguesregio／hldex．htm1）、SIL　hltemado難a1が発行している「世界の言語（：Lan即ages　of血e　Wbrld）」では、1971

年のi数値：として31万入と推計している（h1ゆ：〃www．e伽ユolo即e．ooln∠show」鋤guage．asp？c（》de＝COI）。

3）1951年にブルターニュ語やオック語などの言語を学校で教えることを認めるいわゆる「ディクソンヌ法

（10i　Deix◎澱e）」が制定されているが、これは地域語の概念その地位について言及したものではない。地域

語およびディクソンヌ法についての詳細については、長谷川p◎02：144－151】、ジオルダン［1987］、原［1997】、

三浦｛2001】等を参照。

4）詳細はFUSINA［1994】，MARCHETTI［1989］．ARRIGHI［2002］等を参照。

5）長谷川［1998：5－23】，［1999LpOO2：30－32】を参照。

の　「犬」は。韻eとg麺aca鵬の二通りの語彙があり、いずれの方を用いるかは地域によって異なる。

DALBERA・STEFANAGGI【2002：61】の分布図参照。なお、音声記号はすべてDALBERA－STAFENAGG1【1995】
に従った。

7）コルシカ語の音韻分類についてはすべてDALBERA－STEFANAGGI［1978：24】に従った。

8）コルシカのヤギのフレッシュチーズ。

9）［ilの表記が不可能である場合は、｛｛切と表記されることが多い（FUS那A［1999：63｝，COM【TI【1996：531）が、

実際には團、［Z】および助】を混合した、あるいはそのいずれにも聞こえる音声である。
10）注釈9）にて田ゐ変わりに國を用いた場合は、回は剛を用いることになっている。国MtΣ］，［期を混合した、

あるいはそのいずれにも聞こえる音声である。
11）たとえば』一ロッパ」は最南端部を除き［eur’ロba］もしくは〔eur℃pa玉と発音され、Eumpaと表記されるが、
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最南端部では【aur’騰a】と発音される。「彼ら」は最南端部以外では［‘EI田と発音され、　elliと表記されるが、

最南端部では［‘id口i】もしくは固田と発音される。最南端部をボニファシオ語であるとする立場では、この

二つの単語の表記はAuropa，　iUiとなっている。
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第2部フランス語圏の言語文化的多様性と民族統合

第1章カナダ

はじめに：

　カナダ研究者がよく誤解する間違いの一つは、ケベックの問題をカナダにおけるアング

ロ系カナダ人（英語を使用するカナダ人）とフランス系カナダ人（フランス語を使用する

カナダ人）との対立と捉えることである。「ケベック問題」はケベックのカナダからの分離

独立という要求だけでなく、主権連合構想やケベック内部での移民や先住民の統合の問題、

フランス語の防衛の問題など様々な要素から構成されるが、この問題はカナダにおける英

語系住民と仏語系住民との対立ではないし、同一視してはならない。本稿の目的はこれを

明らかにすることである1。

　ケベック問題謬カナダにおける英仏対立という図式は、おそらくフランス系カナダとは

ケベックのことであるという図式から生じたのであろうが、これは短絡的であり、カナダ

研究を根底から歪誇かねない認識であると言っておこう。カナダには約700万人のフラン

ス系住民がおり、確かにそのうち約600万人はケベクワ、すなわちケベック人であるが、

約100万人はケベック人ではないフランス系住民である。ケベックとケベック以外のフラ

ンス系住民との利害は必ずしも一致しているわけでなく、むしろ対立する点が多い。この

ため、ケベック以外のフランス系カナダ人は、ケベック＝フランス系カナダという図式を

拒絶する。ケベックの主張をフランス系カナダ人の主張と同一視することは、ケベックの

誇大妄想、あるいは思い上がりであり、そのような研究はケベック以外のフランス系住民

の存在を無視し、切り捨てる論理とみなされることが多い。

　本稿は筆者が数年来フィールドにしているプリンスエドワードアイランド州（以下、PEI

州と記す）のフランス系カナダ人、アカディア人（「島のアカディア人」）と1990年代初頭

に実施されたカナダ憲法の改革をめぐる「島のアカディア人」のメディア報道を事例に、

フランス系カナダ人種ケベックという図式の短絡性を打破し、アカディア人らケベックで

はないフランス系カナダ人からみたカナダ統合の原理を探るものである。

1．カナダ研究をめぐる誤解

1．分権が善、集権が悪であるという図式

　ケベック問題とは「ケベック州」を場としたその内部における統合の問題、あるいはケ

ベック州と他の州もしくはカナダ連邦との関係の問題であって、カナダの二大言語集団間

の問題では決してない。カナダは連邦以外に州でも公用語が制定され、ケベック州はフラ

ンス語を他の州は英語を公用語にしているが、マイノリティとしてケベックには英語話者、

他の州にはフランス語話者が居住している。したがって、カナダはベルギーやスイスなど

と異なり、言語集団が州や自治体を構成して棲み分けをしている社会ではない。つまり、
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言語文化集団が同時に政治的集団であるといういわゆる共同体主義的原理をスイスやベル

ギーが貫徹している一方で、カナダはケベックだけがこの原理を享受しているという複合

性をカナダは呈している（石川［1994：94，245］）。

ケベックと他のフランス系カナダ人の利害対立は、この複合性とカナダの連邦制との間に

ある「ずれ」から生じるものである。カナダは連邦国家であり、連邦を構成する州（prov血ce）

がその歴史的背景から相当の自治権を持つという連邦主義に由来している。先にも述べた

ようにケベックではフランス系住民が、他の州では英語を話す住民がマジョリティを占め、

フランス系はニューブランズウィック州を除き、10％にも満たないマイノリティの地位に甘

んじている。この結果、ケベックではブランス系住民が州の決定権を握りやすいのに対し

て、それ以外の州ではフランス系はなかなかそれにアクセスできないというギャップが生

じている。

　つまり、カナダ連邦では英語とフランス語は平等な地位をもつ言語であると規定されて

いるにも関わらず、州のレベルで見れば、ケベックでは比較的フランス系住民の民族や言

語文化に関する要求が実現しやすいのに、他の州ではなかなか実現しないという不平等が

連邦主義によって生まれているのである。他の州のフランス系カナダ人は「公用語を話す

マイノリティ」と自らを自嘲気味に規定し、ケベックとの不平等を表現している。結果、

ケベックは州政府への分権志向が強いのに対して他のフランス系カナダ人は連邦政府への

集権志向が強くなり、利害の対立が生じる結果となる。

　以上の問題を踏まえれば、分権的社会が善であり、集権的社会は弊害をもたらすという

見方は、マイノリティの観点から必ずしも正しいとは言えない。カナダ研究全般から見て

も同じである。カナダ研究に限らず、社会科学一般に分権が善で集権が悪であるという図

式が見られるが、これはアメリカやドイツの連邦主義、卜書やフランスの集権主義をモデ

ル化しているからであろう。だが、カナダの州分権主義はアメリカやドイツの連邦主義を

そのまま当てはめることはできず、カナダ連邦への集権主義もフランスや日本の集権主義

をそのまま当てはめることはできない2。

2倒家レベルの二言語主義と地域レベルでの二言語主義

　カナダはしばしばf多文化主義」の発祥の地として取り上げられる。その詳細な定義あ

るいは概念、そしてこれに対する賛否は様々であるが、1960年代に連邦政府が進めた二言

語主義政策がその発端となっていることは、いずれの見解にも共有する歴史的背景である

（田村［1998：135－137］，TRENT［2000：2U－212】）3。

　カナダにおける二言語主義とは何か。これについての詳細な研究はあまり見られないが、

英語とフランス語を全く平等の地位を持つ公用語として、連邦政府ならびにその関連機関

（行政、立法、司法と連邦政府が管轄する公共交通機関）において、二言語での併記を確

立すると同時に、行政サービスを求めるカナダ市民にいずれか言語を自らの意志によって

自由に選択できる権利を保障する、というものである。
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　このことは、連邦政府機関に英語を話す職員とフランス語を話す職員を配置すること、

市民からの問い合わせに対しては問い合わされた言語で応答すること、いずれの言語で作

成されていてもその公文書の効力は同じであること、掲示や文書は常に二つの言語で書か

れること、などを意味しているが、カナダ人はすべて英語とフランス語を受けることを義

務化するものではないし、連邦職員の採用条件にもバイリンガルであることを規定するも

のではない（もちろん有利な条件ではあるが）4。

　カナダの二言語主義は、ベルギーやスイスなど多言語国家の多言語主義と同じく相対的

な「領域性原理（te血to喪曲y）」に基づいていると考えられる。領域性原理とは国内に複数

の有力な言語集団が存在する場合、紛争を回避し国家統合を円滑にさせるため、一方の言

語集団が他方の言語集団を同化、あるいは当該言語が使用されている領域を狭めることが

ないよう、自らの言語を保持するために他の言語の「侵入」を防ぐ権利を当該言語集団に

付与することを正当化する原理である。この原理は多言語国家において言語紛争を回避し、

国家統合を果たすには有効な原理ではあるが、逆に地域レベル（州やカントンなど）で見

ればむしろ「単一言語主義の貫徹」となる。カナダの12州の中で英語とフランス語序言語

を公用語に指定しているのは、東部大西洋岸に位置する小州、ニューブランズウィック州

（カナダ全人口の2％、全面積の1％にも満たない）だけで、ケベック州がフランス語だけ

を、上記2州以外のすべての州が英語だけを公用語にしているという事実がそれを物語っ

ている。

　だが、カナダがスイスやベルギーと異なる点は、この言語に見る領域性原理が基盤にあ

っても、それが貫徹されていないこと、つまり、言語集団の境界を州やカントンなど行政

区域の境界に一致させていないことである。この結果、カナダではケベック州におけるア

ングロフォン（英語話者）、ニューブランズウィックを除く他の英語州におけるフランコフ

ォン（仏語話者）という「公用語を話すマイノリティ」を生み出していることである。こ

れは「領域性原理の例外」であるが、マイノリティ、特にフランコフォンたちは二言語状

態（ダイグロシア）を強いる状況となっている。つまり、連邦レベルで英仏略語は全く平

等の地位を持つ言語であるにもかかわらず、フランス語を母語として生まれた者は仏語を

使用することで不利な状況に置かれ、英語への「言語スイッチ」を余儀なくされていると

いう状況である。

∬．「四重のマイノリティ」としてのプリンスエドワード島のアカディア人

　ケベック問題、連邦主義、二言語主義がもつ矛盾について述べたが、これを端的に示す

具体的事例として、プリンスエドワード島のフランス系住民、アカディア人について述べ

る。プリンスエドワード島のアカディア人は自らを「島のアカディア人（Island　Acadians，

廊α4ノθ瑚dθ解θ）」と名乗っているが、これは、カナダにおける四重のマイノリティとして

の表現でもある。「四重」とは、①カナダの中でPEIは人口、面積、あるいは経済力の観点

から見て極小であること、②PEIの中でフランス系住民は1割に満たない少数派であること、
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③カナダのフランス系住民の中でアカディア人と呼ばれる民族集団はケベックに比べて圧

倒的に少ないこと、④そして、「アカディア人」と呼ばれる民族集団の中でPEIに住む「島

のアカディア人」はごく少数であること、である。

1PEIのカナダにおける狭小性

　PEIはカナダ最大の州であるオンタリオ州に比べて人口でわずか100分の1、面積でも30

分の1程度に過ぎない5。カナダ連邦レベル、あるいはジャーナリズムや学術の場で小規模

な東部諸州を一つに合併するMad㎞e’Union論が絶えず取りざたされ、一時的に議会審議の

議事対象事項にもなるが、本格的な議論には至っていない（SREBRNIK1998：83－101，

TR：EMB：LIN　1995：91401）。歴史的背景から東部諸州ではそれぞれの州に対するアイデンティ

フィケーションが西部よりかなり強固であると言われていて、これは東部諸掛にはまだ排

外的な経済障壁やこれに基づく慣行が見られることからも伺えるであろう6。

　カナダ史において比較的古い歴史を持つPEIは、1867年のコンフェデレーション（現在

のカナダ連邦の前身）の制定会議が行われたことから、「連邦発祥の地（（ズadle　of　the

Confbderぬon，8θ膨碑4θZσCα影46m吻π）」という意識が島民に根付いている。しかし、コ

ンフェデレーションに加わったのは現在のケベック、オンタリオ、ニューブランズウィッ

ク、ノヴァスコシアの4州で、PEIは当初これへの加盟を拒否した。その理由は、コンフェ

デレーション加盟によってPEIの経済的利益と特権を奪われることに対する島民の嫌悪感

であった。制定会議当時、PEIはカナダで最も経済的繁栄を遂げており、連邦への加入は「貧

しい大陸」と運命をともにしかねないという懸念からであった（CAL：LBECK1964：221－225，

BO：LGERI　973：156484，　Mac㎜ON　1951：120－140）。もうひとつは、加入によって、島外者

によって土地を買い占められる危険性があったことだ。PEIは現在でも島外者への土地売買

を制限する法規制があるが、この原因は18世紀末期から19世紀初頭にイギリス本国との

間で勃発した「土地問題」である。PEIは18世紀半ばに戦利品という形で英国領となり、

島を56のロット（区画）に区分売却されたが、その所有者のほとんどは、島はおろかカナ

ダにすらきたことがないイギリス本土の貴族たちで、島民のほとんどは土地を所有しない

スコットランド、アイルランド、そしてフランス系の住民だった。不在地主に対する不当

な課税に抗して島民は立ち上がり、英国本国との交渉の上、島民は自作農となった

（CA：L：LBEC：K1964：　171－181，　BO：LGER1973：　66－94，　Mac㎜OM　951：　105－119，

ROBERrsON　1988）。この経緯から、　PEI島民はアングロフォンであろうがフランコフォン

であろうが土地に対して強固な執着を抱き、現代にも受け継がれている。PEI州政府は1991

年の憲法改革でも州間の経済的障壁を例外なく撤廃させる「自由と権利憲章」の拡大規定

の盛り込みに強硬に反対したが、これは経済的特権と利益の防衛の姿勢からである。

　一方、こうした小州の防衛姿勢をオンタリオや西部諸州は、不効率きわまりないアルカ

イックな態度とみなす傾向がある。経済規模が小さく、連邦政府からの補助金に頼る傾向

が強い東部諸州に対して、オンタリオやブリティッシュコロンビアなどの規模が大きく、

経済力もある州は不満を募らせている。そもそも補助金を含む連邦政府予算の多くは、各
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州からの拠出金で構成されているからである。Ma面me　U血◎n論が、トロント大学や、『ト

ロント・スター』紙など、オンタリオのアカデミズムやジャーナリズムから中心に噴出し

ていることからも（SREBRNIK1998：83－84）、この小童と大州との対立が伺えよう。

2。PEIにおけるフランス系住民のマイノリティ

　プリンスエドワード島は、フランスの探検家、ジャック・カルティエが1534年に発見し

て以来、フランス領サン・ジャン島であったが、本格的入植が開始されたのは、1720年、

すなわち、アカディア（現在のノヴァスコシア半島）がイギリスに割譲された（1713年）

直後からで、それまでは先住民ミクマクだけが生活していた。サン・ジャン島は1750年代

に英仏間でスペイン継承戦争が勃発するまで、入植者はフランス本国とアカディアからの

フランス系だけであった。継承戦争にフランスが敗れたため、フランス系島民の多くはイ

ギリス軍の進駐により、土地や家屋を没収された上、イギリス艦船に載せられフランス本

国やニューイングランド、ルイジアナなどに強制送致された。その後、島はイギリス領セ

ント・ジョン島と改名され、イギリスやアイルランドからの入植者が続々やってくる。

　アカディア人が帰島を許されたのは、フランスが英国にカナダ全域を譲り渡すパリ条約

が1764年に締結されて以降であった。アカディア人は、島の64の貴族所有地のうち、5つ

のロットで小作人として入植、耕作することが認められた。しかし彼らの生活は悲惨で貧

しく、漁業を兼業とすることでどうにか生計を立てることができる状態であった。アカデ

ィア人は19世紀になるまでアングロ系入植者と同等の市民権（植民地議会の参政権など）

が付与されず、他の入植者との交流も少なかった。アングロ系入植者はカトリック（スコ

ットランド系とアイルランド系）とプロテスタント（イングランド系）との間で対立が若

干見られたようであるが、そのいずれもアカディア人に対して凶暴で何をしでかすかわか

らない、という偏見を抱いていた7。

　その後、選挙権を付与されたことで19世紀後半からアカディア人の島の政界進出（PEI

立法議会議員、カナダ連邦上院議員、下院議員など）が見られるようになったが、それは、

同じカトリック教徒ということからのアイルランド系、スコットランド系勢力との結託が

実現したためであった。アカディア人帰島後、当初、彼らに説教を行っていたのは、アイ

ルランドやスコットランドから派遣されたカトリック神父であったこと、当時は言語の差

異より日常生活全般の規準であった宗派の違いの方が重要であったこと、カトリックとプ

ロテスタントの島民の比率はほぼ50％ずつであったことなどが、この連携につながったも

のと考えられよう。

　このような連携の成立や、19世紀末期からの島内縦貫鉄道の開通により、孤立状態であ

ったアカディア人のコミュニティは、英語系住民との交流が促進される。経済や教育の分

野でもアカディア人の進出が著しくなる。しかし、英語系住民が圧倒的であるこの島にお

いて、それはフランス語の衰退とコミュニティの弱体化を意味するものであった。戦後、

モータリゼーションや英語のテレビ・ラジオ放送の普及などにより、さらにこの傾向に拍
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車がかかった。

3。ケベックとアカディアー言語二民族

　ケベック人（もちろんアカディアを知っているケベック人）とアカディア人は相互に、

フランス語を母語とする意味では同一の集団であるが、民族的には異なる集団だと考えて

いる。一言語二民族である。何をもって「民族」とするのかという定義は実に多様である

が、民族祭β、民族旗などシンボルやアイデンティティにかかわる表徴は、両者でまった

く異なっている。ケベックの民族祭目である「サン・ジャン・バプティスト」は6月24日

だが、アカディア人はこの日は祝わない。民族祭日として祝うのは聖母被昇天の日、つま

り8月15日である。ケベックの旗は青地に仏王家の紋章である白百合を4つあしらったも

のであるが、アカディア旗は仏三色旗の青地に「マリアの黄色い星（ステラ・マリス）」を

あしらったものである。それ以外にアカディア人は独自の民族歌を持っている。アカディ

ア人はモントリオールに住んでいても自らはケベック人とは決して言わないし、ケベソク

入が東海岸に移り住んでも自らをアカディア人とは名乗らない。こうしたことから、両者

の違いは決定的であるといえよう。

　もうひとつ重要な点は、カナダにおける「フランス系カナダ」の捉え方である。カナダ

以外の研究者や一般人、あるいはカナダのアングロフォンから見れば「フランス系カナダ

人」はケベック人を意味すると思うかもしれないが、当の「フランス系カナダ人」からみ

れば、これは「ケベック人以外のフランス系カナダ人」を指す。カナダにある経済や教育、

青年やジャーナリズムの団体や連盟で「フランス系カナダ」と名あつく組織はケベックを

含んでいないことからもそれが伺える。これは単に民族意識の違いというよりも、経済的

あるいは政治的利害がケベックと他のフランス系カナダ人とで大きく違うからである。要

するに、フランス系カナダは決して一枚岩でなく、ケベックとアカディア人、そしてケベ

ックとアカディア人を含むケベック以外のフランス系カナダ人との対立があるということ

だ。それにもかかわらず、カナダ研究の多くはそうした対立や違いを「ケベック＝フラン

ス系カナダ」という図式で消去するという過ちを犯しているのである。アカディア人など

ケベック以外のフランス系カナダ人は、人口比でケベックの6分の1に過ぎないが、10◎万

人という数字はカナダ全体から見て少ないと言い切れるであろうか。

4．大陸のアカディア人と島のアカディア人一異なる利害

　アカディア人は現在、カナダ東部の大西洋沿岸菊瓦に居住しているが、その大多数はニ

ューブランズウィック州に居住する「大陸のアカディア人」である8。これに隣接するノヴ

ァスコシア州には数万人の「半島のアカディア人」が居住しているが、その比率は州全人

口の5％程度に過ぎない。プリンスエドワードアイランド州の「島のアカディア人」は、そ

の集計方法にもよるが、全島民13万人中1万人程度にすぎない。

　ニューブランズウィック州ではフランス語が公用語であるが、他の2州では公用語でな
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いのは、単純にはこの比率からであるが、日常生活、たとえば教育や医療福祉、産業政策、

交通運輸、文化政策など広範な業務が連邦主義という理念から州政府の管轄下にあるため、

ニューブランズウィック州ではアカディア住民にフランス語での業務提供が保障される一

方で、他の州ではそれが保障されず、という同じアカディア人でありながら州が違えば待

遇が異なるという格差が生じている。カナダは二言語主義の国でありながら、連邦主義が

その矛盾を正当化している典型であるが、この典型によりアカディア人内部での中心一周

辺構造が生み出されている、といえる。「島のアカディア人」が自嘲気味に「公用語を話す

マイノリティ」と自称するのは、この四重のマイノリティが複雑に絡んでいることに起因

している。

皿『ラ・ヴォワ・ザカディエンヌ』とこれまでのカナダ憲法改革

　プリンスエドワード島のアカディア人のような「多重のマイノリティ」は、カナダにお

いて：政治参加を阻まれているのであろうか、あるいはカナダ統合の主体となり得ない存在

なのであろうか。本章では、1991年から92年の秋にかけてカナダで行われた憲法改革過程

の期間を事例として、彼らの間で購読されている週刊フランス語新聞、『ラ・ヴォワ・ザカ

ディエンヌ』を読み込むことで、この問いに対する解答を与えてみたい。

1．『ラ・ヴォワ・ザカディエンヌ』

　『ラ・ヴォワ・ザカディエンヌ還はプリンスエドワード島唯一のフランス語新聞である。

創刊は1975年で9、この時代は島でフランス語をはじめとするアカディア文化の再生運動が

高まっている最中であった10。この新聞社はPEI州の州都シャーPットタウンにではなく、

西側の第二の都市、サマーサイドにある。これはアカディア人が島の西側に偏在している

ためであり、アカディアの文化教育施設、民間団体、協同組合、カトリック教会、ラジオ・

ケーブル放送局が近辺にあるからであろう。発行部数はそれほど多くなく、定期購読部数

は52511から80012とされている。財政的にも「島のアカディア人」の民間団体であるSSTA

（聖トマス・アクィナス協会）やPEI州政府の援助を受けている。「島のアカディア人」は

およそ1万人とされているから、この新聞を購読している割合は高いとは言えない。その

理由として、次のことが考えられる。第一に、「識宇」の問題である。PEIでは長い間フラ

ンス語教育が禁じられていた経緯から、アカディア人の多くはフランス語を読み書きでき

ず、このことからフランス語新聞を購読することが困難であること13、第二に、アカディア

人の多くは他の島民と同様、島最大の英字日刊紙『ガーディアン』または西部の農民英宇

日刊紙『ジャーナル・パイオニア』を講読し、そこから日常生活の情報を得ているため、

仏語週刊新聞にはそうした必要性を求めていないこと、第三に「島のアカディア人」は、

特に農村部では親族一同が集まって共同体を構成する傾向が強く、また仏語紙は週刊のた

め緊急を要する情報はそれほどないから、一部だけとって「回し読み」する傾向が強いた

め、であろう。
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　だが、この新聞は「島のアカディア人」のアイデンティティの覚醒、そしてマイノリテ

ィとしての政治、経済、文化的利益を防衛する「代弁者」としての重要な役割を担ってい

ることは否定できない。「島のアカディア人」は先に述べたように連邦主義の恩恵を理論上

受けられないことから、その主体である州政府に代わって政治的役割の担い手が必要とな

る。メディアや民間団体がその事例であるが、島ではこの『ラ・ヴォワ・ザカディエンヌ』

が政治的役割を担っていると言える。

2．これまでのカナダ憲法改革

　「島のアカディア人」という視点から『ラ・ヴォワ・ザカディエンヌ』はカナダ統合に

対してどのような姿勢を有しているのか。それは、二言語主義や連邦主義に対していかな

るものであるのか。1991年掛ら92年にかけての憲法改革過程を事例として、その分析を行

いたい。だが、その前に、この憲法改革過程に至るまでの過去のカナダにおける憲法改革

について若干ふれる必要があるだろう。

　カナダは1867年のロンフェデレーション成立以降、英領北米法（BNA）という法律が事

実上、カナダの基本法として機能してきた。この法律はカナダの諸決定におけるウェズト

ミンスター（英国議会）の影響力を反映したもので、この点で植民地的性質の強いもので

あった。これに代えてカナダ自前の憲法を制定しようという機運が高まったのは、ケベッ

ク・ナショナリズムが高揚していた1960年代末期以降であった。

　具体的な形で憲法制定会議がカナダで発足したのは1982年であった。この憲法はカナダ

連邦の首相と各州首相の署名によって成立するものであったが、ケベック州は署名を拒否

した。その理由は、この憲法案にはケベックが求めた「独自の社会」とこれに基づく独自

の権限、すなわち、ケベックはフランス系で構成され、その独自の文化と社会を保護発展

させる独自の権利をもっという理念（より具体的に言えば、フランス語の保護のために英

仏二言語主義でなく、フランス語を優越させる政策を採ること。さらに、フランス系社会

防衛のために、北アフリカやアラブなど仏語圏諸国からの移民優遇措置を設けるため、外

交権の一部をケベックに移管すること）を盛り込まなかったためである（石川1994：82）。

　この憲法案は先住民の諸権利を認めたことで画期的であったと言えるが、トルドー主義

的要素の強いものであった。すなわち、ケベックが強く求めていた州政府優越型の連邦主

義、そしてケベックの特殊性とその権利を認める多元主義を否定し、連邦政府集権型多文

化主義に基づくものであった。

　この憲法案はケベックが批准しないままに発効したが、1980年代半ば以降、憲法改革の

機運が高まった。1982年憲法案の呼等主義」は、ケベックの離脱傾向に一層拍車をかけ、

分離独立派のケベック党（PQ）が勢力を高め、「主権一連合」構想14への支持が集まる結果

となった。具体的な改革案策定はブライアン・マルルー二進歩保守党（PCP）政権の発足後、

すなわち1984年に始まる。マルルー二首相はトルドー前首相の憲法案をあまりに集権的で

あると非難し、「ケベックとの和解」を合言葉に、連邦にとどまりながら「独自の社会」を
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実現するため、ケベック自由党（P：LQ）と連携して改革案を策定した。

　1987年、オンタリオ州ミーチレイクで州・連邦首脳会談が行われ、首相問でこの改革案

は大筋で認められた。いわゆる「ミーチレイク合意」である。しかし、その後、連邦議会

と各州の立法議会での批准で、この合意は1990年6月23日の期限に間に合わず、失効し

てしまった。いくつかの州では、この合意案が否決されたのがその原因であった。

　この合意案に対する反発は、それがあまりにケベックに偏重したものであったからであ

る。ミーチレイク案はケベックの「独自の社会」を認めるだけではなく、移民政策、連邦

最高裁判事9忌中3名を「ケベック枠」とすること、連邦政府のケベック予算案に対する

ケベック州の管理権、憲法改革におけるケベックの拒否権までも認めるものであった（石川

1994：140－141）。

　こうした過程から、ミーチレイク憲法改革案は、1982年のトルドー主義を大きく修正す

るものであったと言える。連邦政府集権主義よりも州政府への分権主義、平等主義的な多

文化主義よりもケベックの特殊性を重視する共同体主義的な多元主義を重視するものであ

った。

3．1991－92年の憲法改革過程一市民参加と新たな統合原理を求めて

　80年代に行われた2度の憲法制定・改革過程は、大きくは次の2つの批判を惹起した。

第一に、カナダは平等主義的多文化主義でも、ケベック重視型共同体主義的多元主義でも

賛同を得られず、他の統合原理が必要であること、そして第二に、憲法制定・改革過程か

ら一般市民は完全に排除されていたことである。過去2度の過程はいずれも首相や議会議

員による「エリート協調型」と呼ばれるもので進められたものであり、政府を持たない「島

のアカディア人」や先住民、あるいは女性や障害者など「民族」以外の社会的カテゴリー

の人たちから見れば「疎外」を少なからず感じるものであった。

　こうした経緯から、ミーチレイク合意が失効した直後、マルルー二政権はすぐさまあら

たな憲法改革案を提示し、これに併せてカナダ各地で集会を開き、一般市民からの意見を

聴取し、改革案に反映させるための「スパイサー委員会」15を発足させた。そして州・連邦

首脳会談の結果、改革憲法草案それ自体は、これまで通りの州および連邦首脳との間で決

定するも、その批准については各州における立法議会での採決に加え、丸ごとにレファレ

ンダムが行われることになった。そして憲法案は1992年7月のPEI州都であるシャーロッ

トタウンで各首脳合意の上採択された（シャーロットタウン合意）。しかし、10月のレファ

レンダムの結果、この合意の批准は不成立に終わることになる。

　この改革過程については、後にもふれるようにケベックの観点から見れば、ミーチレイ

ク合意に比べて得るものがなく、また先住民や女性、障害者などあらゆる社会的カテゴリ

ーの権利を認めすぎているとして、多文化主義に否定的な勢力からも不評であったが、市

民参加という側面ではカナダ史上初の画期的な作業であったといえよう。
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IV：言語二元主義と新たな連邦主義を目指して一『ラ・ヴォワ・ザカディエンヌ』と1991－92

年の憲法改革過程

1．島のアカディア人とフランス系カナダ人の「文化権」の防衛と反分権主義

　1991年1．月上旬にスパイサー委員会がPEIに訪問した際、「島のアカディア人」の一市民

が招聰されたことから、『ラ・ヴォワ・ザカディエンヌ』は政府を持たないマイノリティが

カナダの政治に参加しうる道を与えたものとして当初、肯定的な見解を持っていたが16、次

第にこの委員会に対しては否定的な姿勢を見せるようになる。これは聴取の結果、カナダ

市民が多文化主義や二言語主義に否定的な姿勢を見せていることが明らかになったからで

ある17。島のアカディア人はこの事態を「英語への同化（鋤glicis就ion）」への第一歩である

と懸念し、この過程で何らかの形で言語あるいは文化的権利が必要であることを感じるよ

うになる18。『ラ・ヴォワ・ザカディエンヌ』はこうした問題を当時しばしば載せていたが、

より具体的に、財政的に問題を抱えていた国営の仏語カナダ全国放送網SRC（Soci6t6

Ra（近。－Canada）の処遇問題にもっとも焦点が当てられていた。

SRC放送網はケベック州に複数の支局、そして他の州に1っずつの支局を有しているが、

PEI、ニューブランズウィック州、ノヴァスコシア州、ニューファンドランド州は人口、面

積がともに極小であるため、大西洋支局一っだけで仏語テレビ・ラジオ放送を行っていた。

大部分はケベックやオタワで制作された全国放送であるが、ニュースや地域情報など大西

洋支局が制作する番組も若干あった。しかし、連邦政府の緊縮財政政策により、この地域

番組が徐々に減らされていた19。ケベック州はこうした状況を楯にS：RC放送網を完全に各

州の権限に委ねるべきだという主張を繰り返していた20。SRCの分権化は番組制作権が連邦

政府から各州に移管することを意味するが、これは各州が自前で全ての番組を制作すると

いう負担増につながる。つまり、ケベック州のような経済力のある州には有利であるが、

大西洋沿岸州のような小規模な州にとっては非常に財政的な負担となる。さらに、PEIのよ

うにフランス語住民の割合が少ない州になると、その放送自体すら困難な状況に陥ること

が予測される。つまり、ケベックの求める仏語テレビ放送の州政府への移管は、アカディ

ア人など他のフランス系カナダ人にとって致命的なものである。

『ラ・ヴォワ・ザカディエンヌ』はSRCの連邦政府維持を明確に打ち出し、これを「公用

語マイノリティ」である「島のアカディア人」であるフランス系カナダ入の「文化権」で

あるという主張を展開し、仏語テレビ放送の州政府移管を求めるケベックを「他のフラン

ス系カナダ人に対する無知であると厳しく批判する21。そしてテレビやラジオ放送だけで

なく、連邦政府の管轄にある芸術文化分野およびこれに関連する機関や施設の連邦政府維

持を「文化権」を楯に強く訴え続ける22。

2．二言語主義から言語二元主義ヘー「島のアカディア人」が求めるカナダ連邦主義

　プリンスエドワード島のアカディア人、そして『ラ・ヴォワ・ザカディエンヌ』が提示

する「文化梱の考え方は、島のアカディア人を含めたフランス系カナダ人を文化・アイ
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デンティティによって規定される一つの共同体と位置づけ、そうした文化を保護、再生、

発展させるための集団としての権利を求めることから、共同体主義的多文化主義に基づく

ものと言えるかもしれない。しかし、筆者は彼らの理論や思想は共同体主義ではないと考

える。

　その理由として次のことがあげられる。①「島のアカディア人」は失われた、あるいは

失われつつある言語文化の回復を少なくとも求めているのであり、ケベックで見られるよ

うな英語やこれに基づく文化の排除を求めているのではなく、多文化の共存が目的である

こと、②エスニック・マイノリティを定義し、かつそれが保持する独自の文化の保護育成

を集合的権利として掲げてはいるが、カナダやPEI州からの分離独立を決して求めている

のではない。つまり、その権利を「政治化」する、あるいはf政治的権利」と見なすこと

はしていない。ケベックとは違って、文化政策や言語政策は連邦政府が担うべきという姿

勢を彼らが見せている。以上のことからアカディア人は共同体主義露出文化主義よりは、

より緩やかな多文化主義、つまり文化的多元主義を志向していると筆者は考える。

　このことは、『ラ・ヴォワ・ザカディエンヌ』がよく掲げる「言語二元主義（dua1瀬

ling磁shque）」の主張に明確に現れている。これは、1960年代以降の掲げ続けられてきた二

言語主義に対するマイノリティからの問題提起であろう。そして、1990年後半から始まっ

た憲法改革過程で、アカディア人は言語二元主義を反映させるよう要求することになる。

　言語二元主義はカナダにおける「二言語主義の矛盾」を補完するために提示された概念

である。カナダニ言語主義は現実にニューブランズウィックを除いて地域あるいは市民生

活レベルでは一言語主義の貫徹であることは既に述べた。言語二元主義とは基本的にすべ

ての州レベルにおいて英語とフランス語を平等の公用語として認定することを意味する。

「島のアカディア人」をはじめとしてケベック以外のフランス系カナダ人はこれを唱えて

いる。

　だが、ケベックやアングロフォン（英語系カナダ人）たちはこれに消極的、あるいは否

定的な姿勢を見せている。ケベックは言語二元主義は州内のマイノリティであるアングロ

フォンの言語や文化の権利を認めることを義務付けるものであり、これがフランス語とこ

れに基づく「独自の社会」を防衛、さらには維持発展させる権利を損なうものだと考えて

いるからであり、アングロフォン、特にフランス系住民のパーセンテージが他のマイノリ

ティよりも少ない西部諸州では、そもそも他と同様のマイノリティにすぎないフランス系

だけなぜ優遇しなければならないのかというフランス語の公用性それ自体に疑問を投げか

けている。この地域では1990年代以降、ミーチレイク合意で見られたような「ケベック優

遇」に真っ向から対立すると同時に多文化主義や二言語主義に否定的な「改革党」が勢力

を伸ばしている。この政党はケベック主義に真っ向から対立しているが、言語や文化の権

限を連邦政府にではなく、排他的に州政府に移管すべきという姿勢については不思議なこ

とに従来からのケベックの姿勢に一致する。これに対して言語二元主義では言語や文化の

権利は連邦政府に保留すべしという立場である。
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3．カナダ全体から見たケベックとアカディア人の関係

　それではアカディア人、特に「島のアカディア人」はケベックとどのような関係をカナ

ダの中で構築しようとしているのか。言語や文化の権限をめぐっては両者は鋭く対立した

が、『ラ・ヴォア・ザカディエンヌ』は、ケベックのカナダからの離脱も、トルドー主義で

見られた二間平等主義二二文化主義、つまりケベックの特殊性を認めない平等主義も拒否

している。『ラ・ヴォア・ザカディエンヌ』はケベックが他州とは異なる「独自の社会」で

あり、その権利を集合的に行使することには明確に認めている。その正当性の源泉は「フ

ランス語」諸文化であり、これを共有する意味でアカディア人や他のフランス系カナダ人

の独自性の承認にもつながるからである。また、ケベックの離脱は先に述べたように、残

ったカナダの中でフランス系は圧倒的に少なくなる訳であるから、アカディア人にとって

最悪のシナリオである。

　「島のアカディア人」は、PEI内では「アカディア人」であることに、そしてニューブラ

ンズウィックのアカディア人に対しては「P田島昆」であることにアイデンティティを見出

している。これは島のアカディア人は少数派でありながらもP：EI州の政治にある一定の割

合で直接参与できたことや、ニューブランズウィック州のように英語系住民と決定的な対

立を経験しなかったことによる。よって、文化や言語以外の項目について、特に経済につ

いては「島のアカディア人」は他の英語系PEI島民と利害を共有している。

　カナダ連邦政府は調整的機能として経済力のあるオンタリオ、ケベック両州を中心に拠

出金を得、これをP：EIなど小規模の周縁地域（東部、西部、北部）の州や準州に分配する

システムを有している。しかしこのシステムは拠出する側の中心の州、特にオンタリオ州

では不評であり、特にこの批判は連邦政府予算が困窮を極めていた90年代初頭に、特にジ

ャーナリズムや学術の世界でMari£㎞e　UhiQn論を蒸し返す状況となっている。　Madt㎞e

Uhionとは人口も面積も経済力も小規模；な大西洋岸の3州を合併し、行政効率を高めること

によって連邦政府の：負担を軽減しようという効率主義的な発想である。この議論は20世紀

初頭からみられたようだが、プリンスエドワード島をはじめとする現地政界の根強い反発

で本格的な政治議論には至ってない。だが、度ある毎にこの議論が学界やジャーナリズム

の場で取りざたされ、日本ではほとんど聞かれることはないが、カナダの中心一周辺の地

域問題に発展している。

　この地域問題とケベックの問題とは反比例の関係にある。つまり、ケベック問題が深刻

なときにこのM諭哲meU蜘n論はあまり取りざたされず、ケベック問題がさしたる懸案でな

いときに地域問題が盛んに議論されるということだ（SR：EBRENIK　1998）。このことはPEI

やアカディア人にとってケベック問題は、カナダ中央から向けられる効率主義的批判を覆

い隠す意味をもつ。さらに、観光が重要な財源であるPEIにとってケベックは重要なパー

トナーであり、モントリオールは島からもっとも近い100万都市である。

　以上の状況から、PEIおよび「島のアカディア人」のカナダ統合観は、ケベックをどう位

置づけるか、その独自性をどう見るかというところがまずある。PEI州やアカディア人は、
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州の狭小性から、そしてカナダ統合の必要性から、文化や言語に関する権限や政策は基本

的に連邦政府が持つべきとする。ただし、ケベックの「独自性」により、ケベックだけは

州としてその権限も持つ、というトルドーの集権的連邦主義でもなく、ミーチレイク合意

での共同体主義的連邦主義でもない「複合的連邦主義」に基づいていると言えるだろう。

まとめにかえて：憲法改革過程のゆくえとその後

　アカディア人およびフランス系カナダ人の様々な民間団体の尽力により、憲法改革草案

策定をめぐる州首脳会談では、大西洋岸諸州の首相とやはり州内に一定のフランス系住民

を抱える人口最大のオンタリオ州首相が言語二元主義と言語文化政策権限の連邦政府維持

を支持し、憲法案にこれらを盛り込ませることに成功した。ケベック州ブーラッサ首相は

当初言語二元主義に反対していたものの、ねばり強い交渉の結果、他州が「独自の社会」

を承認することと引き替えに同意を得るに至った（シャーロットタウン合意）。『ラ・ヴォ

ワ・ザカディエンヌ』は、新しい改革案がアカディア人の要求をほぼ取り入れた素晴らし

いものになった、とこれを賞賛し、読者に国民投票で賛成票を投じるよう社説で呼びかけ

る。

　だが、1992年10．月の国民投票で憲法改革案は否決されてしまった。PEIなど大西洋岸諸

州とオンタリオ州では賛成票が上回ったが、ケベックや西部諸州では反対票が多かったた

めである。『ラ・ヴォワ・ザカディエンヌ』は直後の社説で失望感をあらわにし、PEIギズ

州首相も改革案否決により辞任を表明する。その後、ケベックでは独立を問う州のレファ

レンダムが何度か繰り返され、西部では改革党が勢いを増し、先住民の権利運動がさらに

高まるなど、カナダでは緊張がさらに高まっている。

　こうした中で、PEIでは新たな取り組みに着手する。州政府自らが「島のアカディア人」

対策やケベックからの観光客増加を目的に、州の業務や公共表示にフランス語を取り入れ

る言語政策である。それ以外に毎年フランほフォリー週間を春に設けてフランス蒙塵昆の

諸文化に対する理解を深める文化的活動も行っている。州政府がこのような融和政策を行

う背景にはMadtime　U通onに対抗するには、　PEI州政強引らが「新しいカナダ統合モデル」

を提示する必要を感じていたからに他ならないからである。その結実が2000年春に発効し

たPEI州の「行政におけるフランス語業務に関する法律」であり、これはPEIにおけるフ

ランス語の公用性を認めるものではないが、議会、行政、司法におけるフランス語での業

務提供を保障するアカディア人にとって画期的な第一歩であると言えるだろう。

本稿は2000年7月14日に明治大学で行われた東京カナダ研究会での発表、および20◎0年

度カナダ研究出版奨励金（澱P）による研究成果をあわせたものである。
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rHa：㎝attan，205r228．

1日本ではケベック問題からカナダ政治統合を扱った著書がいくつかある。代表として（石

川［1994］）およびく中野［1999】）があるが、やはりケベックの政治統合問題をカナダにおけ

る英語系住民とフランス語系住民の対立とこれに対する対処として取り扱われている。こ

れらはいずれも従来のカナダ統合論に対してケベックからの視点で批判し、新たな統合論

を掲げるという点では評価できるが、ケベック州以外のフランス系カナダ人にはほとんど

視点が向けられておらず、結果としてケベック以外のカナダからみた統合論としては乏し

いものであることを指摘しておこう。

2「カナダの場合には、その連邦体制は地域的ナショナリズムを認めず、連邦を構成する15描

と連邦政府のエリート協調を軸として、小選挙区制による英国型議会制民主主義を採用し、

三権は融合したかたちでの強い連邦政府体制をとっている（石川［1994：751）」。「ここでいう

三権融合とは、アメリカと比較してのものである。この点で、カナダの連邦制はアメリカ、

スイスのそれとは決定的に異なっている（石川［1994：79P」。

3しかし、1971年にピエール・トルドー首相が提唱した多文化主義政策は、英仏二言語集
団のみを特権化する二言語・二文化主義の批判に成り立っている（TRENT［2000：2121）。

4ここで簡単にカナダにおける二言語主義の経緯を触れておく。フランス語がカナダ連邦議

会および裁判所で使用することが認められたのは、1867年の英領北米法（BNA）からであ

るが、これは当然フランス語が英語と同等の地位であることや公用語であることを規定し

たものではない。フランス語が英語と全く平等の公用語であると初めて規定されたのは、

ケベック・ナショナリズムが高揚していた1969年に制定された連邦公用語法であった（第
2条）。

5東部大西洋岸に小さい州、ケベック以西に広大な州が偏っているのは、コミュニケーショ

ン技術が未発達であった18世紀以前に東部二二の原型である英領植民地の行政：区画が形成

されたのに対して、西部各州が成立したのは近代通信・運輸手段が飛躍的に発達した19世

紀以降という歴史的要因からである。

6たとえばプリンスエドワード島では土地購入制限法があり、これは1000エーカー以上の
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土地を島民以外の個人および団体に売却することを禁じたものである。
7こうした偏見は20世紀になっても英系入植者の問に共有されていた。この島は『赤毛の

アン』の舞台として有名であるが、1914年に刊行されたこの小説の中にも、アカディア人

（小説ではFrenchと書かれているが、ケベックで出版されている仏訳版ではAcadienにな

っている）が放火魔や役に立たないメイドという形で登場している。

8ニューブランズウィック州人口の約3分の1がフランス系住民である。

9過去、島では『ランパルシアル』というフランス語週刊新聞が島北西端の小村ティグニッ

シュでビュオット父子により19世紀末期から発行されていたが、この新聞は1910年代に

廃刊となったため、『ラ・ヴォワ・ザカディエンヌ』が刊行されるまで60年間島にはフラ

ンス語の媒体がなかった。

lo島におけるアカディア文化の再生運動は、当時高まっていたケベック・ナショナリズム

やニューブランズウィック州のアカディア・ナショナリズムとは異なるもので、アンジェ

ル・アルスノーら「島のアカディア人」出身の仏語歌手が多数、カナダ各地で活躍し賞を

得たことに触発されたものである。
11

闃厓w読者、ダナ・ラヴォワさんからの聞き取り、2000年9月。
12

ﾐ主、マリシア・アンマンさんからの聞き取り、2000年9月。
B注6）に同じ。

14ケベックは主権国家としてカナダ連邦からは独立するも、カナダ・ドルを共通通貨とす

るなど、外交や通貨、軍事などの面ではカナダ連邦政府と共有する、という理念。

15『オタワ・シチズン』紙のキース・スパイサー編集長を委員長とする諮問委員会で、「カ

ナダの将来のための市民フォーラム」が正式名称。
16五α泌加40α罐ε〃㎎1e　16janvier　1991《Edito漁1》，1e　20　fるvher　1991《Nouvelles　et　op血ions

emanant　de　r皿e－du－Pr加ce－Edouard》．
17」乙αレ乏》］蜘ノ望。α4～ε㍑ηε，1e　27　mars　1991《Editoria1》，1e　3　juiUet　1991，《Editoria1》．

18ゼカナダのフランコフォニーは（…）集合的諸権利を認められなければ存立し得ない」（Lα
殉x・40α読θηηde　l　er　mai　1991《Editria1》）

19
ﾁに1991年冬にはS：RCのテレビ・ラジオ放送予算、あるいは連邦政府のコミュニティ・

ラジオ放送補助金削減に関する記事が目立っ。加％階隠αゐθ伽6，1e　g　j包nvier　1991，

《Radio－Canada，　s’en　va－t一◎n　Iambeaux》，1e　20　f6vrier　1991，《Seuleme簸t＄500．000　pour　les　radios

CO㎜㎜ユtaユres》，
201｝6z残）㍑ノ望。α4ノθηηε，1e　25　septe：mbre　1991，《Coa11冠ion　pour㎜e　t616vision　de　langue丘angaise　en

Acadie》，1e　g　octobre　1991，《1a　culture　et　les　communications　fav◎risen：t－eIles　1婁identit6　can＆dien：ne》，

211｝α％∠x護。α4まεηηε，1e　l　o　a：vr丑1991，《Les食ancophones　de　1，ext6rieur　du　Queb6c　o捻t　dro重t　a　21

1ignes》，1991年10，月16日の社説で『ラ・ヴォワ・ザカディエンヌ』はケベック州が学校教

育予算の歳出権限をすべて州政府に移管するべきと述べたことに憤り、「ケベックとそれ

以外のフランコフォンが違うという例は幾らでもあるが、いつも犠牲を強いられるのは後

者の方だ。アカディア人やフランコフォンはこのようなケベックのエゴイズムは決して許

さないだろう」と述べている。プリンスエドワード島のフランス語教育予算のほとんどは
連邦政府からの出資である（1e　160ctobre　1991，《Editoria励」

22五α死》なノ望。α4ゴεηηθ，1e　25　septe：mbre　1991，《Coε皿ition　pour　une　t616vision　de　langue　fヒan？aise　en

Acadie》，　le　90ctobre　1991，《la　c葺1ture　et　les　co撫簸㎜ica：tions　favorisent－elles　1婁identit6　canadieme》，
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第2章r少数言語」としてのフランス小一合衆国ルイジアナ州を事例として

はじめに

　少数言語や多言語社会、ポスト・コロニアリズムを含む植民地主義研究においてフラ

ンス語は一般に「抑圧者」の側に位置付けられる。フランスにおける地域語の問題、ク

レオール、アフリカ植民地政策などではしばしば「同化」という言説が見られるが、こ

れはつまり「フランス語」による同化、非フランス語をフランス語に置きかえるという

意味においてである。上記の事例は、大言語フランス語と少数言語のダイグロシアとし

ての関係を問題にしている。

　しかし、ある言語が他の言語を支配し、同化するというのは言語そのものの性質では

ない。フランス語がフランス国内の諸方言や海外植民地の諸言語を支配、同化、駆逐し

たのは、フランス語そのものの性質ではなく、この言語がフランスという国民国家、す

なわち政治もしくは何らかの権力と結びついてきたからに他ならない。したがって、あ

る国内において政治的に権威づけられていなければ、世界的な大言語でも同化・駆逐さ

れる対象という地位に転落する。フランス語もまたこの例外ではない。

　世界にはフランス語が他の言語によって同化、あるいは駆逐の危機に晒されていると

ころが幾つか見られる。今日、フランスやケベックはフランス語を公用語、ないしは教

養語としている国や地域を集めてフランほフォ田畑・サミットを開催し、フランス語の

使用を薦め、これが衰退しつつあるところに対してはフランス語の保護を図るよう政治

的働きかけを行ってもいる。こうしてフランス語の使用人口が比較的少ない国や地域で

もフランコフォニー諸国の働きかけで比較的その地位が守られている。だが、正式にフ

ランコフォ島山・サミットのメンバーではないために、フランス語が「少数言語」化し、

さらに消滅・同化の危機に晒されているところがある。英仏海峡に位置するイギリス保

護国のジャージー島、ガンジー島、イタリアのヴァッレダオスタ、ケベックやニューブ

ランズウィック州以外のカナダなどがこれに該当する。これらの地域でのフランス語は、

フランスやケベックでのフランス語（母語としてのフランス語）、日本などでの「外国

語としてのフランス語」、アラブやアフリカ諸国での「第二言語としてのフランス語」

と比べてもその状況が異なっている。本稿では、かかるケースに相当するフランス語を

「少数言語としてのフランス語」と称し、合衆国ルイジアナ州南部、「アカディアナ（ケ

ージャン地方）」と呼ばれる地域を事例にあげる。そしてこの地域のフランス語、とり

わけその歴史と現状について述べることにより、「少数言語としてのフランス語」の状

況について明らかにする1。

1．合衆国およびルイジアナ州のフランス系住民について

1
　かかる分類は筆者独自によるが、フランス語圏でも同様の分類が見られる。C．Dubois，　J．一M．　K：asbarian，

A．Quef艶1ec編でプロヴァンス大学出版局から2000年に公刊されたし壁exp紐sion　du　fヒangais　da臓s　Ies　Suds

という本では、ヴァッレダオスタ、ルイジアナ、ジャージー島のフランス語が第4部で「脅かされて
いるフランス語（食a簸gais　me盆ac6）」として纏められている。
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　合衆国には約400万人目フランス系アメリカ人（国勢調査で出身民族etlmic　originを

フランス、あるいはその他の仏語圏地域と回答した人口）が居住し、そのうちフランス

語を第一言語（母語）とするのは170万人ほどである2。

（表1、2）合衆国における馬副フランス系人口およびその比率の上位5傑

（表1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（表2）

州名 日系人口（

恊l）

地域 州名 仏系住民の割合 地域

カリフォル

jア

121 西部 メーン 27．20％ ニュー・イングランド

ルイジアナ 107 中南部 ヴァーモン

g

27．10％ ニュー・イングランド

マサチュー

Zッツ

95 ニュー・イングランド ニューり、

塔vシヤー

26．70％ ニュー・イングランド

ニューiヨー

N

78 東部 ルイジアナ 24．50％ 中南部

テキサス 74 中南部 ロードアイ

宴塔h

21．20％ ニュー・イングランド

（Americ鋤Ce簸sus　Bureauの資料を基に筆者が算出、作成。これはet㎞ic　origh1としての分類による）

　しかしその分布は偏っている。上に掲げる表1と2を見れば分かるように、フランス

系住民が2割を超えるのは、□）メーン、ヴァーモント、ロード・アイランド、ニュー・

ハンプシャーのニュー・イングランド北部地方と、□）ルイジアナ州で、それ以外の州

にはそれほど高い割合を占めているわけではない。ニュー・イングランド北部地方はカ

ナダのケベック州をはじめとするフランス語圏に接している。17世紀にカナダ東部（現

在のケベックに相当する「ヌーヴェル・フランス」および当時「アカディア」と呼ばれ

た大西洋沿岸地方）はフランス系入植者によって開拓されたが、18世紀に入植してきた

イギリス系のロイヤリスト勢力によってアカディアの住民は「追放」もしくは「強制送

致」された。この追放先、送致先の一つがニュー・イングランドであったことから、こ

の地域に多数のフランス系アメリカ人が居住しているのである。ルイジアナもまた18

世紀後半、アカディアを「追放」されたフランス系住民の受け入れ先となった3。

　「人種の堆塙」と称される合衆国において、ルイジアナはさらにその構成が独特であ

る。ルイジアナは1682年、フランス人ロベール・カヴァリエ＝ド＝ラ＝サールによって

フランス領と宣言され、18世紀からフランス人（フランス本国から）の入植が始まる。

1720年ごろから奴隷労働力としてアフリカ人が送致されてきた。1762年にフランスはル

イジアナをスペインに譲渡するがフランス系住民は定住しつづけ、その後、カナダを追

われたアカディア（現在のノヴァスコシア州、ニューブランズウィック州など大西洋沿

2本名信行「アメリカの多言語問題」三浦信孝編『多言語主義とは何か』藤原書店1997年56頁

3カナダ大西洋岸におけるアカディア人と合衆国およびルイジアナとの史的関連については、
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岸地域の古名）のフランス系住民を受け入れる。フランス革命によってフランスからの

亡命者、1791年のハイチ動乱によってクレオールを話す黒人を受け入れた。1800年、ス

ペインはルイジアナをフランスに譲渡するが、1803年に皇帝ナポレオンはこれを1500

万ドルで合衆国に売却した。翌年、ルイジアナは合衆国のテリトリー（ニューオリンズ

テリトリー）から14番目の州に昇格（ステイトフッド）する。それまでに先住民、フラ

ンス本土からのフランス人、アフリカ人、ハイチ人、アカディアのフランス系住民、ス

ペイン人がこの地に定住していた。アングロサクソンがこの地に本格的に入植を始める

のは19世紀半ば以降のことに過ぎない4。

地図1，2ルイジアナ州の「ケージャン・カントリー」（網掛け部分）とこれに所属する

郡（パリッシュ）　（郡名）

1 3

2

6

7

B 10・

5

4

911
’14　20．

12

131
　　　1壕
　　ワ

15
23

1

22

1，カルカシュー、2，キャメロン、3，ジェファーソン・デーヴィス、4，ヴァーミリオン、5，アケーディア、

6，エヴァンジェリーン、7，アヴォワイェル、8，サン・ランドリー、9，ラファイエット、10，ポワント・ク

ペ、」1，サン・マルタン、12，アイバーリア、13，アイバーヴィル、14，ウェスト・バトン・ルージュ、15，

セント・メアリー、16，サン・マルタン（11の飛地）、17，アサンション、ユ8，アセンション、19，セント

・ジェームズ、20，サン・ジャン・バプティスト、21，サン・シャルル、22，ラフールシュ、23，テールボ

ンヌ

〈注）ルイジアナ州によって公式名称として採用されている地名をカタカナに転写しているので、英語、仏語が混

在している。

ルイジアナ州の南西部地域は「ケージャン（C勾un）カントリー」と呼ばれている（地

Je磁一WiHiam　Lapierre　eもM顧eRoy，五θMoo4勧5，　Presses　u通versitaires　de　Fra且ce，1983を参照。
4
　Carl　A．Brasseaux，．40σ4’卿ホ。　C砂罐」乃・置旧bグ泌襯。苑げβPeρρ1ε，1803－197Z　U通versity　Press　of

Mississippi，1992，なお、ルイジアナにおける史実からの引用および参照はすべてこの文献からとする。
さらに、R◎land　Breto豆，《La　r6gressi◎丑du　f始hgais，1鋤gue撮aternelle　em㎜pays　d℃utτe。Medes
重）ta重s－U撤s》，C．Dubois，θ如乙，L響expansio猛d聾丘a且gais　dans　les　S翌ds，　PubIicatio血s　de　rU餓iversit6　de　Prove蔓ce，

20◎0，pp．337－345．
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図1および2参照）。元来これはこの地域に居住するフランス系の人々、そして言語や

音楽や料理といった彼らの風習や生活習慣など文化的表徴の総称としても用いられるよ

うになり、さらにそれが土地に対しても使われるようになった。　「ケージャン」の語源

は「アカディア人（Acadianアカディアン）」の英語の発音（アケーディアン）が詑つ

たものである5。ルイジアナのケージャンとカナダのアカディア人は同じフランス系北米

人として、さらに家系を共有し、同一または類似の苗字をもつ親類として強い血縁関係

を有している。さらに再入憎憎、今目に至るまで他のフランス系やスペイン系、さらに

はアングロサクソン系や有色人種と婚姻を繰り返してきた。

2ニルイジアナのフランス語とその衰退の歴史

　ケージャンにおけるフランス語の衰退は、通史的に見れば、後のアングロサクソン系

のルイジアナ移住が増大するに比例して進んだ。

　仏領ルイジアナにアングロサクソンが移住を開始するのはアメリカ独立戦争のころ、

すなわち1770年代からである。しかし最初は王統派（ロイヤリスト）や宗教的迫害を被

った人たちの逃亡で、ルイジアナ全体でのフランス系住民との人口比は7：1に過ぎなか

った6。だが、その後、建国13州で成功を収めた商人や経営者たちが、　「フロンティア

精神」の名のもとにさらなる成功を夢見て、西方への進出を開始する。ルイジアナもそ

の例外ではなかった。ナポレオンが合衆国にルイジアナを売却した1812年には人口比で

は3：1になるまでアングロサクソンは著しく進出した7。そして1860年にアングロサク

ソン系は州人口の70％に達する。彼らの進出は人口が少なく土地が安価だったルイジア

ナ北部が中心であったが、ケージャン・カントリーにも徐々に進出するようになり、同

じ年代、テキサス州に隣接するカルカシュー・パリッシュ（郡）8とキャメロン・パリッ

シュではアングロサクソン系がフランス系を凌駕するに至った9。

　フランス語の衰退は1830年代から顕著になる。それは、アングロサクソンの進出とい、

うよりも、フランス系住民の階層分化によるところが大きい。ルイジアナに1812年の米

国売却以前に定住したフランス系は主に、カナダから迫害を受けてやってきた前述のア

カディア人とフランスから直接やってきた「クレオール」に分けられる。先駆者である

「クレオール」はニューオリンズを中心とするミシシッピ川河口流域に入植し、奴隷労

働力を用いた大規模農園経営者であった。彼らのほとんどはフランスでの封建領主たち

であり、革命を忌避して封建制を維持する目的からこの地に移った1◎。一方、アカディ

5ラファイエット市にあるアカディア記念博物館の記述より。
6
　Brasseaux，｛婆》o鉱，1992，　P．92．
7
　⑳o蹴，P。93。

8アメリカ合衆国各州の郡はカウンティ（co磁1ty）と呼ばれるが、カトリックなど教会の影響力の強か

ったルイジアナ州だけは本来「教区」を意味するパリッシュ（padsh）と今日でも呼ばれている。フラ

ンス語ではパルワス（p｛賦oisse）と呼ばれる。
9
　Brasseaux，1992，　Zoo　o鉱

10アメリカ合衆国における、あるいはルイジアナのフランス語で呼ばれる「クレオール」とは、主と

してルイジアナに居住するフランス系住民のことである。よって、フランスのフランス語やフランス

文学で言われている「クレオール」とは対象が異なっているので注意されたい。
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ア人はニューオリンズとテキサスとの中間にある「平原地方」、主として現在のラファ

イエット付近に「再入植」した。彼らのほとんどは貧農であり、所有する財産も土地も

「クレオール」に比べて小さいものであった。識字の面でも「クレオール」が比較的高

かったのに対して、アカディア人はほとんどが文盲であった11。

　合衆国への売却後、しばらく州政府は英仏二言語主義を維持していたが、まず、1830

年代カトリック教会での「英語化」が始められた12。これを要求したのはクレオールや

上昇志向の強かった一部のアカディア人だった。その後、新聞や広告、出版の言語が英

語のみに切りかえられた。これは強制ではなかったが、上層フランス系の住民がヨーロ

ッパの事情には関心を向けなくなり、民衆階層のフランス系住民は文盲だったこともあ

って、フランス語での新聞、広告、出版は採算が合わず、連載物は続いても1年程度だ

ったからであるB。

　これらの「言語のとりかえ（1anguage　shi負）」は1830年代から40年代にかけて行われ

たが、行政や議会、裁判所などでの審議や法律文書、窓口業務などはまだ二言語、ケー

ジャン・カントリーの農村部ではフランス語だけで行われた。

　しかし、19世紀後半、こうした分野にも「英語化」の波が押し寄せる。先に述べたよ

うにアングロサクソン系住民のルイジアナ移住が顕著になった上に、南北戦争とヨーロ

ッパでの混乱がこれに拍車をかけた。南北戦争に貧しいアカディア系農漁民が参加しな

かったことは、宗教の違いが起因する様々な風習のちがいなどとも絡んで、南部の側だ

けでなく北部の側からも奇異な存在として見られるようになった。一方、欧州大陸の混

乱は北米移民を増加させる結果となり、受け入れる側の北米アングロサクソンは異言語

集団の流入に著しい嫌悪感を示すようになった。こうした反応は当時ルイジアナの政治

的中枢を占めようとしつつあったアングロサクソンたちも例外ではない。これに「クレ

オール」と上層アカディア系住民が追随する形で「英語化」が進められた。

Il
謾ｭ組のクレオールは、後発組のアカディア人を「土地侵略者」とみなして敵対し、「貧農層」

出身であることを理由に差別視していたようだ。17世紀末から18世紀初頭にかけて両者の問で闘争
が繰り広げられることもあった（Brasseau，”Acadia陰Se賃1e憩e鏡Pattems”，　Wolfgaれg　Bi磁er（ed。），　C7ε01θ3

α躍4C6｛ノ鋸山」乃εηo乃五〇鋸∫5毎ηα一ZαZoz45ノσ難θ乃r4κζ滋3θ，：Pcter　La雄g，1998，p20）

12
　A益celet，（ψo鉱，1988，　p．345．
13
　Brasseau，（石ρoぎ凱，1992，　pp，94”96
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（グラフ1）年齢層別フランス語使用人口の割合（％）

（1990年CO：DOFILとルイジアナ大学ラファイエット校の共同調査による）

一方、大部分のアカディア人や下層「クレオール」、さらに19世紀半ば以降フランスか

ら移住してきたフランス系新移民（貧農層）は「フランス語」と「カトリック」を基盤

とし、さらにスペイン系、黒人、アングロサクソンとの接触によって独自のフランス文

化を作り上げ、これを保持した。今日「ケージャン」と総称されている音楽、ダンス、

料理、言語その他習慣や文化的規範、表徴などである。だが、19世紀後半当時の「ケー

ジャン」という呼称はこうしたフランス系住民からのものではなく、アングロサクソン

の好奇心や上層クレオールの嫌悪感、さらにメディアやジャーナリズムのロマン主義的

ステレオタイプから来た否定的呼称でしがなかった14。

　20世紀になると、これまでフランス語を保持していたアカディア人や下層クレオール

たちの間にも「英語化」が見られるようになる。ルイジアナを東西に縦断し、合衆国南

部メキシ識湾岸地域と大西洋岸、太平洋岸を連絡する大動脈サザンパシフィック鉄道が

19世紀末期に、ケージャン・カントリー一とミシシッピ川を連絡する航路が1906年に開

通し、またこの時期にメキシコ湾岸地帯で石油が採掘されるようになると、これまで外

界からは隔てられていたこの地域にも外部から資本だけでなく大勢の人間も流入してき

た。技師や資本家、弁護士や医師などのアングロサクソン系が多数この地に移住し、ア

カディア人たちは生活の安定と高収入を求めて彼らのもとで働くようになったが、それ

はフランス語の衰退に拍車をかけるようになった。1920年代になると自動車道路網も整

備される。州政府はすでに公用語としてのフランス語の地位を否定していたが、この時

代、さらにフランス語教育を禁止するようになる15。第一次大戦、第二次大戦ではアカ

14
　］Brasseau，ρρo蹴，1992，　pp，102－105．
15

P916年に州教育委員会はフランス語教育の禁止令を出し、また、学校内でフランス語を喋った児童
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ディア人たちはフランス語通訳兼兵士（GI）として活躍し16、南北戦争当時のような否定的

評価は見られなくなった。だが、戦後彼らは完全に忘却される。戦後世代の多くは農業

や漁業、油田労働者、製糖工場労働者よりも公務員やホワイトカラーを志向し、また高

学歴を得るために積極的にこの地を離れていった。戦前まで一般的だった大家族や社会

的な慣習も薄れていった。ハリウッドの映画産業が興隆し全米規模でのテレビ放送網が

登場した60年代以降、いよいよフランス語は消滅の危機に瀕することになった（グラフ

1参照）。

3：フランス語防衛運動の始まりとCODOFI：しの結成

　衰退する一方であったフランス語を学校教育に導入することで、その防衛を図ろうと

する動きが1960年代後半から生じる。

　1960年代後半は世界各地で少数民族の言語や文化を擁i護する運動や彼らの諸権利を

求める運動が見られるようになる。合衆国では当時、南部や都市部で「公民権運動」が

最高潮に達していたし、北隣のカナダではケベック独立運動が、南隣のメキシロでは先

住民族の蜂起が問題になっていた。ヨーロッパではスペインのバスク、英国のアイルラ

ンド、フランスのコルシカなどが少数民族運動を展開していた。

　だが、ルイジアナのフランス語運動は上記に述べた民族主義的な運動として位置付け

ることは困難である。この時代のルイジアナの運動がいかに形成されていったかという

研究調査は極めて事例が少ない。このことだけでも、この運動が民族運動の研究対象と

して関心を呼ばなかったことを物語っている。ルイジアナ大学社会人類学部教授、ジャ

ック・アンリ臼（Jacques　H：enry）によれば、ケージャン・カントリーのフランス語を話す

住民たちは、　「アメリカ化」が相当進んだこの時代でも、家庭内や近隣・友人との社交

（ダンスなど）でケージャン・フランス語を日常使用し、また局地的（村や郡単位）に

フランス語を子孫に残すことを目的としていたサークルやアソシエーション活動を展開

してはいたが、これらはあくまで「趣味」の一環に過ぎず、政治的な運動やアピールを

行うことは意図していなかったという17。

　彼によれば、こうした「フランス熱運動」を展開したのはケベックをはじめとする国

外からの指導者たちであった。その代表者としてアンリはレモン・ロジャーズ（Raymond

Rodgers）をあげる。ロジャーズはカナダのケベック出身で1965年、ラファイエットに

あるUSL（ルイジアナ南西大学、現在のU：LL一ルイジアナ大学ラファイエット校一）の

に対する罰則規定も盛り込んだ。1921年には州憲法を改正し公立学校での英語以外の言語の教育を禁
じた（CODO：FI：L，五εpe魏g短48δ切br翅傭。耀鍬アZ4　Lo諺～3纏θプ海ηoρ助。πθ，2000，　p。12，　Breto鶏（～ρoゴニ，

2000，pp．34◎一341）　。

16A獄cGleちgρo鉱，1988，　p．345，　Bre甑，ρρ砿，200（L　p．341．この兵士徴用によって、ルイジアナのフラン

ス語に対する否定的価値観は転機を向かえたという。
17
　Jacques　H：enry，‘‘The　Acadia且a　French　Move醜e纂t：Actors鍛d　Ac毛ions　i鍛Social　Cha鼓ge”，Albert　Valdmand

（ed．），柿一酌伽4　C7ε01ε三五〇短3纏¢，　Ple茄皿Press，1997，　p．187．研究者によっては戦後ルイジアナの文

化再生運動を「民族運動」と位置づける向きもあるが、ヨーロッパ少数民族やケベックのような「民

族主義（ナショナリズム）」ではなく、魚族再生（エスニック・リヴァイヴァル）」と位置づける
のが一般的である。Ja1鵜s　H．Domlo貧，㌦ouisia綴s　C切撒s：ACase　S重udy　i熱Eth益ic　Group　Revitalisation”，

Soo2α130纏。θ9観漉ア妙，65，1984，　pp．10444045を参照。
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政治学教授として赴任する。彼は当時ケベックが独立問題を抱えていたこともあって、

独立主義者ではなかったが、フランス語に対する防衛心と二言語主義を強く掲げ、赴任

直後から彼は地元の新聞などに、ルイジアナでのフランス語防衛と州公用語化を求める

記事を掲載していた。さらに彼はケージャン・カントリーにある都市とケベック州の各

都市、あるいは商工：団体や大学どうしの姉妹提携を仲介するなどして、次第にルイジア

ナ州の政官界の重要人物との関係を構築した18。

　そして彼の影響を受けたのが、当時、民主党の州議会議員で弁護士兼企業家だったジ

ェームズ・ドマンジョー（James　Do箕1engeaux）であった。彼の家系もフランス系であっ

たが彼はあまりフランス語を話せなかった。だが、州議会へ代議士を輩出し、自身も1941

年に下院議員になるなど典型的な南部の名望家の家系であった。

　ドマンジョーたちの啓発的活動によって、1968年、画期的法律がルイジアナ州立法議

会にて全会一致で可決する。CODOHL設立法である。　CODOFILとは、　Council　of

Deve1◎p血ent　of　Fre鍛ch血Louisia薮a（ルイジアナ州フランス語発展委員会）の略である。

ドマンジョーはこの法案の起草・作成から提出まで中心的役割を果たすと同時に、議会

関係者や州政府関係者に、フランス語の保護発展にルイジアナ州が積極的に関わること

は、州の文化だけでなく経済的発展にもプラスとなること、そしてフランス語は決して

外国語ではなく、ルイジアナの掛け替えのない文化遺産であることを説いて回った。そ

して、ラファイエットに本部を置くCODOFI：しの初代委員長に任命された。

　CODOFILの設置はルイジアナ州が公式にフランス語の存在を認め、また、ルイジア

ナの独自性とその保持が不可欠な文化遺産であることも認めるものであった。しかし、

フランス語を州の公用語に指定して、ルイジアナを全米2番目のバイリンガル州にする

というドマンジョーたちの期待は叶えられなかった。だが、彼らの活躍は、小学校から

第二言語教育を義務化するという他のアメリカの州では見られない教育現場での二言語

主義を導入する成果を収めた。CODOHLはまず、ルイジアナの二言語教育（フランス

語教育）の推進に不可欠な教育プログラムの策定や啓発活動、教員の養成、教材の開発

という役割を担うことになった。

4：CODOFILの組織と活動

　CODOFILは1968年ルイジアナ州議会において法案第409号（CODOFIL法）の可決

成立することにより組織された。ルイジアナ州知事が任命する50名の委員によって運営

される諮問的機関という地位で19、この法にはCODOFI：しの役割として「州の文化的、経

済的そして観光の側面から利益となるためにルイジアナにおいて見出されるフランス語

の発展、使用および保護を全うするのに必要であるいかなるすべての事業をおこなうこ

と」と規定されている。このことは多岐にわたるCODOFI：しの野心的な活動範囲を示す。

それは単に外国語、あるいは衰退しつつある母語としてのフランス語を教育するという

ことにとどまるのでなく、フランス文化をルイジアナの文化と位置づけ、こうした文化

18
　He斑y，ρρo鉱，1997，　pp．185－186，　Dormo勲，　gρoゴ乙，1984，　p」047
玉9

　CODOFIL，　olρoノち2000，p．5．
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とこれにかかわる諸活動を推進していくと同時に、これらを観光に結び付けて経済発展

の一助にしょうというものであった。

　CODOFILの活動が多岐にわたるものとは言え、フランス語教育がその中心になって

いることは否定できない。本稿では、教育活動を中心に述べることにしよう。

　ルイジアナ州は全米でも稀な小学校から第二言語の学習が義務付けられている州であ

る20。そのうち半数がフランス語を選択している。ルイジアナにおける学校でのフラン

ス語教育は第二言語、もしくは外国語としてのフランス語教育とイマージョン・プログ

ラム21であるが、そのいずれもCODOFILが担当している22。

第二言語はルイジアナではフランス語の他にスペイン語やドイツ語、ポルトガル語な

どが選択できるが、圧倒的にフランス語が多く、またその選択者も近年は増加している。

特に近年は小学校3年生以下の児童に対する学習が盛んになっている。　（グラフ2，3参

照）。

グラフ2：第二言語の選択者数（99－00年度）

国フうしづヌ言吾　　■ス椰蚕吾　　團その他

2G　1983年の法により、小学校5年間のうち最低1年は英語以外の言語を学習することが義務付けられ

ている（痂4．）。TOPS奨学金（ルイジアナの中等教育課程を修了した学生が大学に進学する際に給費さ

れる奨学金）の応募資格にも中等教育課程にて最低2年間の第二言語を習得することが前提とされて
いる（∫∂∫鳳）。

21ルイジアナのフランス語では、イマージョン・プログラムを英語と同じim拠ersio鍛と呼ばれている

が、フランスやその他の仏語圏ではimmersionを言語学習としてのイマージョンの意味でもちいるこ
とはない。

22より正確に言えばCODOHLとルイジアナ州文部省との協力により進められる。CODOFILはフラン

ス語教育の推進を目的とした啓発活動を中心としておこなうほか、文部省に対する諮問的役割も有す
る（痂4。）。
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グラフ3：年度別第二言語選択者数の推移（小学校3年生以下のみ）
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国フランス語 ■スペ　イン語

ルイジアナのフランス語イマージョンはケベック以外のカナダ（例えばプリンスエド

ワードアイランド島など）で行われている仏語イマージョンとは若干形態が異なる。

　カナダでは仏語イマージョン・プログラムは基本的にフレンチスクールで行われてい

る。つまり、①入学には両親のいずれかが仏語を母語とするか、仏語能力を示す資格を

有すること、②基本的に全員がプログラムを受ける、③原則として英語以外の科目はす

べてフランス語で授業を行う、というものである。これは遅疑全般学習法（1a£e　tota1

㎞mersion）と呼ばれる。これに対してルイジアナのイマージョンは、①通常の学校にイ

マージョン・コースを設ける（フレンチスクール形式はとらない）、②入学に際して両

親の仏語能力などの前提条件を設けない（希望する者は誰でも受けられる）、③すべて

の児童生徒がフランス語を選択するわけではない、④最初からすべての教科をフランス

語で行うのでなく、上級生になるにつれてフランス語の割合を徐々に増やす、という形

式をとっており、この点でカナダとは異なっている。また、カナダのイマージ緊ンが小

学校高学年から始まるのが通常であるのに対して、ルイジアナのそれは、幼稚園もしく

は小学校低学年から始まる点でも異なっている。このため、ルイジアナのイマージョン

は早期部分学習法（eady　p綴tial　immersion）と呼ばれている23。第二言語としてのフラン

ス語教育実施校数および受講生徒数はCODOFI：しの努力もあって、199◎年代後半以降は

徐々に増加している（グラフ参照）。

　一方、フランス語でフランス語を、あるいはフランス語で他の教科、科目を授業する

イマージョン・プログラムは1981年より開始されている。1998－99年度においては州内

8郡の26の学校で実施された。半数以上の生徒がこのプログラムに参加している。その

詳細な教授法や具体的な方法については、今回は詳細には立ち入らない。これらの活動

23CODOFIL配布のパンフレットル8駕ゐ加耀73∫o海ηZo諺競σ槻，＠．のより。
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の成果や課題についての評価は州文部省がおこなっている。次のグラフ4を参照しても

わかるようにイマージョンに参加する児童数も年々増加している。

グラフ4：フランス語イマージョン・プログラム参加者数の推移
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　なお、教員であるが、ルイジアナ州にはフラン

ス語教員採用のための明確な資格やその取得基

準、あるいは教員養成課程が十分に確立していな

い。フランス語教員が慢性的に不足している状態

である。このため、CODOFI：Lは海外からフラン

ス語教員を迎え、州内の学校に配置することでフ

ランス語教員の不足を補っている。外国人教員は

1998－99年度の場合は200人以上を数：え、フラン

ス、ベルギー、カナダ、仏語圏アフリカ諸国からの教員がほとんどであるが24、CODOFI：し

のガイドを見る限り、特定の国ではなく、フランス語および英語、そして教育経験もし

くは教育学士を持っていれば、日本人など仏語を母語としない者、あるいは仏語圏以外

の地域からでも採用されるようだ25。

　さらに近年は子供や生徒ではない成人を対象とする教育活動にも力を入れ始めてい

る。ルイジアナのフランス語は典型的な「少数言語」である。このことは子供を対象に

した教育溶けでは、フランス語の再生が困難であることを意味し、このような事例はフ

ランスの地域語にも該当する。その第一の理由は、フランス語を学校外、すなわち家庭

や近隣社会で用いる環境が整っていないことである。冒頭にも述べたように、ルイジア

ナにおいてフランス語は長い間「劣るもの」として見なされた経緯があり、また、教育

現場から積極的に排除されてもきた26。このことから、親世代よりも高齢の人たちは、

そのほとんどがフランス語を読み書きすることができない。また、彼らの口語フランス

語は、後にも触れるが子供たちが現在学習している標準フランス語とは異なっていて、

会話の面でも課題を抱えている27。こうしたコミュニケーションの困難さが言語環境の

未成立の原因となっている。このため、CODOFILはrABC2000プログラム」という成

人識字教育を開始した。これは2000年までに成人2000人に読み書き教育を行うことを

目的とするものである28。このプログラムの成果についてはまだ公表されていないが、

24
　CODOFIL，ρρoゴち2000，　p．7．
25
`務的条件として①小学校での教育経験もしくは教育学士、②英会話能力、③自動車免許証、の保

有、義務ではないだ有利となる条件として①第二言語としてのフランス語教育資格認定証、②第二言
語としてのフランス語の教育経験、③海外旅行経験、があげられる。　（ノゐゴ4．）

26ルイジアナの小学校では、かつて日本やフランスで行われてきた「方言罰札」に似たフランス語を

撲滅するための活動が行われていた。フランス語を学内でしゃべった児童は罰として黒板にIwiU　not
speak　Fre韮ch　o蹴he　schoolground　a記a薮ywhere　else（学校でも他の場所でももうフランス語は話しませ

ん）と書かされていた（A難ce至et，9ρo鉱，1998，　P．351，Breton，9ρo鉱，2000，　P．36◎）

27
　A燕celet，1000蹴，
28
　CODOFI：L，1000∫差，
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これまで成人が地元でフランス語の読み書きを学ぶ機会が全くなかったことを考慮すれ

ば、言語環境の面からある程度の効果が認められるものと思われる。もう一つは教員養

成プログラムである。ルイジアナでの仏語教員の慢性的な不足とこれを補填するために

海外から仏語教員を補っていることについては既に触れたが、この成果については、国

際交流の観点から海外の仏語圏や仏語教員から評価されているが、一方、後にも触れる

ように地元の一部教育者からは「ルイジアナ文化の否定」につながるものとして批判の

対象にもなっている。外国からの教員受け入ればあくまでも「一時的」なものであって、

しかるべき期間のうちにできる限り自前の仏語教員を養成したい、というのがCODOFI：し

の現在の姿勢である29。だが、言語環境が未整備であるルイジアナで教員を速成するこ

とは極めて困難であることから、CODOFI：Lはフランス政府やルイジアナ大学連合とと

もに、ルイジアナの仏語教員の国外週末イマージョン・プログラムを1999年から実施し

ている。これはカナダやヨーロッパの仏語圏にある一般家庭に教員を滞在させ、そこか

ら教育機関に通い短期間の集中プログラムを受けるものである30。

　CODOFILはイマージョンや仏語教育を受けた児童生徒が、仏語圏でさらにフランス

語を学ぶための海外留学奨学金制度にもカを入れている。過去30年余りの間、2500名

の学生が給付奨学生としてフランス語圏の大学で学んでいる31。

　CODOFILの活動は、狭義の教育にとどまらない。かつて蔑まれていたフランス語を

「再評価」するための啓発的活動もその重要な任務である。子供たちがルイジアナの文

化であるフランス語に興味関心をもち、身に着ける意欲を喚起させるために、CODOHL

はさまざまな活動をおこなっている。余暇活動や、文化活動、国際交流などがその事例

であるが、紙面の都合上、これらの活動についての詳細は別の機会に改めて触れたい。

5：新たな課題一標準フランス語かルイジアナ（ケージャン）フランス語か

　合衆国ルイジアナ州のフランス語をめぐる特別な事情と、「少数言語化」されたフラ

ンス語が、現在途上であるとはいえ、CODOFILという州政府の諮問的機関のイニシア

チブによって見事によみがえりつつある事情について述べた。だが、この運動は一つの

重要な課題を残してきた。

　それは、CODOFILがルイジアナにもたらしたのは「ケージャン文化の再生」ではな

く、標準フランス語に代表される「パリのフランス文化の植え付け」にすぎないのでは

ないか、という一部ルイジアナ住民からの批判である。彼らは「ルイジアナの活動家

（activistes　louisiamis）」あるいは「ケージャン主義者（cadie㎜istes）」と呼ばれること

が多い。こうした批判は1970年代後半から目立ち始めている。

　この対立は、かつてのクレオールとアカディアの対立を投射したもの、といってよい

だろう。CODOHLを創設したドゥマンジョ一一はクレオールの家系であり、彼はむしろ

ケージャン文化に否定的な姿勢を見せていた。CODOFI：しの諸活動にもぞうした側面が

29
　A麹ce玉e土，1000蹴，
30
　CODOF皿，，100σ浜，
31
　痂d，
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見られたことは否めなかった。これに対するルイジアナ・フランス語再生運動やルイジ

アナ文化称揚運動は、かつてフランス語とフランス文化を捨てることによって、エスタ

ブリッシュメントへのアクセスを果たそうとしたクレオールたちに、文化教育活動を牛

耳られることに否定的感情をもつ、アカディアの民衆たちの手によって進められた。一

時的ではあるが、両者の対立はフォーク事件32に代表される深刻な事態にまで発展した。

　だが、現在は、両者は歩み寄りを始めている。そのきっかけとなったのが1999年8’

月にラファイエットで行われたCMA（世界アカディア人会議）であった。これは、ルイ

ジアナのケージャンとカナダに残るアカディア人の同じ家系に属する者たちが一同に会

し、北のアカディア人と南のアカディア人の相互交流を活発化させようとする試みであ

る。

　「ケージャン」と呼ばれるルイジアナのフランス語はようやく、文学や辞書、文法書

などが現れ始めた段階であり、今の段階で子供に学校でフランス語を教えるのにはやは

り標準のフランス語という見方が根強くある。こうした志向は教授法の簡単さという教

える側からの論理だけではない。この地域は戦後しばらくまで高等教育やホワイトカラ

ーへのモビリティが低かった。こうした背景からフランス語をするのならば社会的昇進

にプラスとなる標準フランス語の方がよいという保護者や生徒本人からの希望もある。

また、ルイジアナの国際交流および国際的な地位の向上からも標準フランス語の習得は

望ましいと考えられている。だが、一方、ルイジアナの経済的発展および国際的地位の

向上は、ルイジアナのイメージとツーリズムに依拠せざるを得ない側面がある。こうし

た状況から、ルイジアナの文化やこれを媒介するケージャン・フランス語を「切り捨て

る」訳にはいかない。かつてはケージャン文化の学校教育への導入に否定的であった

CODOHLも、近年はルイジアナの地位向上と地域経済への貢献からのその導入の必要

を感じている。今後の課題は、従来のフランス語教育に加えて学校教育の素材としてケ

ージャンの言語文化をいかに積み上げるか、という点にあるだろう。

32
買@ーミリオン郡の教員でケージャンのジェームズ凱ドナルド・フォークが1977年にケージャン

・フランス語の単語集とテキストをルイジアナの小中学校での教材に用いさせたことから生じた論争。

CODOFILはこれが学校教材としては著しく不備であること、語彙や音韻がヴァーミリオン郡に偏った
ものであること、音韻論が英語のものから借用されていることを理由に教育現場からの排除を求めた
が、ルイジアナ州教育委員会は補助教材としての使用を認可したため、1978年から深刻な論争となる。
詳細影まA益。¢1et，｛～ρoご乙，1988，　pp．349－351．
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第3章北中米のフランス語圏一歴史と現状

1ケベック

ケベックはフランス語が母語であり、日常語であるフランス語圏としては、フランスに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次ぐ共同体である。ケベ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ックはカナダに10ある

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　州の中で面積が最大であ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り、人口もオンタリオ州

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に次ぐ700万人を有する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大きな州である。そのう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち約九割がフランス語を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日常話す、もしくは母語

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がフランス語であるか、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　先祖がフランス語系であ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るかのいずれかであるフ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ランコフォン（フランス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　語話者）である。

ここでは、Hの「フランス系カナダ」と「ケベック」を分けている。なぜならカナダで

は一般に「ケベック」と「フランス系カナダ」はフランス語圏でありながら別のものとし

て見られる傾向があるからだ。例えば、APFと呼ばれるカナダ・フランス語圏新聞協会と

いう組織にはケベックの萩聞は含まれていないし、他にもケベック以外のカナダから構成

される全国規模の「フランス系カナダ」組織はいくつもある。それほどにまでケベックと

フランス系カナダとの状況は違う。外から見れば、カナダは英仏系の対立としてとらえ、
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その「フランス系」はケベックと同一視するが、実際は違うのである。

1）ケベックのフランス語、フランス文化

　ケベックと他のフランス系カナダが異なるとは言え、ケベックはアメリカ大陸における

最大のフランス語の共同体であり、フランス語やフランス文化を有することは自他共に認

めている。だが、ケベックのフランス語はフランスのフランス語とは大きく異なり、ケベ

ックのコメディドラマがフランスで放送されるときは、フランス語の字幕が付けられてい

る。

　ケベックのフランス語は、ケベック人（ケベコワ）の祖先の主要な出身地であるフラン

ス北部のノルマンディ、ブルターニュ地方の人々が16、17世紀ごろに使用していたフラン

ス語くいわゆるノルマン方言やガロ語）が起源となっている。ケベックを含むカナダ東部

は1534年に始まるジャック・カルティエの探索により、噺フランス」としてフランス領

となったが、フランスからの入植が本格化するのは1604年以降である。このとき、入植に

応募したのが、貧困にあえぐ北フランスの農民たちであった。よって、ケベックのフラン

ス語はこの地域の農民たちの言語が起源となっていて、王宮の言語が起源である標準のフ

ランス語と大きく異なるのは明らかである。

　さらに、「新フランス」が1763年にほぼすべての領域がイギリスに割譲され、その後フ

ランス語共同体を抱えたまま1867年に英領カナダ自治領として発足する。この間、アメリ

カやイギリスから大勢のアングロフォン（英語話者）が流入し、フランコフォンは少数派

となる。18世紀から20世紀前半までは少数派とは言え、フランロフォンは強固な共同体意

識とアングロフォンとの交流はほとんどなかったことから、自分たちの言語や文化は維持

できていたが、戦後、テレビやラジオ放送が普及し、交通や運輸が発展し、また相対的に

地位の低かったフランコフォンの高等教育や政財界、官界などへの進出が高まるにつれ、

英国やアングロ文化の影響が避けられなくなった。このため、現在のケベックのフランス

語の語彙や発音の多くに英語の影響が見られる。この二つの特徴がケベックのフランス語

であり、かつてはフランスのフランス語に対して劣等感を抱くこともあったが、近年は「ジ

ュアル」という名前で、むしろ積極的に使う傾向も見られ、ケベックのテレビやラジオ、

映画などで盛んに使われるようになった。最近は口語のみならずケベック文学なるものも

発展している。

ケベックのフランス語

　　　　　　　　　　　　　　英語の影響があるもの

chu血（彼氏⇒フランスではpetit　ami），bi舩ve鋤（どういたしまして⇒フランスではde　ri¢n），

　　　　　　　　　　　　　　ケベック独自の表現

soup鉱（夜食⇒フランスではd血er）、　d酵pa皿eur（ほンビニ⇒フランスではsupere粧e）
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2）ケベック・ナショナリズム

　ケベックは、イギリス統治下に置かれるが、当時のイギリスは独立戦争後のアメリカ合

衆国と敵対関係にあり、アメリカとケベックが手を結ぶことを恐れ、ケベックに居住する

フランス系住民の同化政策は行わなかった。すなわち、イギリス王室への忠誠は求めたも

のの、カトリックからプロテスタントへの改宗や英語の強制はしなかった。カトリック教

会はこれを条件に政治経済におけるイギリスの支配を認め、教会自身は文化・社会的な影

響力を温存できたのである。このことが、後のケベック・ナショナリズムの発展につなが

る。1820年代から次第にケベック指導層の反イギリス的運動が高まり、1837年、愛国党率

いるルイジョゼフ・パピノーが反乱を起こした。これに対しイギリス植民地政府は、現在

のオンタリオ州に相当するアッパーカナダとケベックに相当するロウワーカナダを併合し、

単一のカナダを形成するが、これに反発したケベニワが「分離主義」を志向するようにな

った。

　カナダ自治領成立直後から再び、ケベックの民族主義が高まる。ケベックの経済や資本

のほとんどがイギリス系資本家に握られていたこと、自治領発足後次第にフランス系に不

利な教育や文化の政策がなされるようになったことに対する不満が高まった。1880年代、

ケベックのナショナリズムは最高潮を迎えると同時に、ケベック・アイデンティティも高

揚する。ケベック首相オノレ・メルシェはケベックの圧倒的な人口と経済力を楯にカナダ

自治領政府（連邦政府）に対し、ケベック独自の行政や財政の自治権を認めさせた。さら

に、パピノーの孫にあたり、カナダ最大の仏語全国紙『ル・ドゥヴワール』の創刊者でも

ある政治家アンリ・ブーラサは、ケベック以外のフランス系カナダ人に対するフランス語

の権利を求めて立ち上がった。彼はカナダ全域での二言語主義を求めると同時に、対米英

追随外交を厳しく批判し、カナダの自立も求めた。この時代のケベック・ナショナリズム

は、ケベックの独自性とその根拠ともいえるフランス語の権利拡大を求めるものであった

が、カナダ連邦からの分離、すなわち独立運動はほとんどみられなかった。

ケベックの朔旗。fleurs　de　lys（雲フル

ールドリス）百合の花の紋章で、これ

はフランス王家にちなんだもの。

　ケベックがカナダからの分離独立まで要求するようにな

るのは、1960年代以降のいわゆるケベック党（ケベック州

を地盤にもつ地域政党）の登場以降である。この時代、アフ

リカなど植民地が相次いで独立を果たすという世界状況も

あって、ケベックは自らを「貧しい白人」ととらえ、イギリ

ス系カナダ人やアメリカに「植民支配」されていると考える

ようになった。ケベックのイギリス系による経済支配構造は

なんら変わることはなかったし、オンタリオや西部地域など、

他の地域の経済発展に比してケベックは低下が目立ってい

たことも、「脱カナダ」の勢いに拍車をかけたものと思われ

る。ケベック独立主義者の運動は1960年代にはテロリズムを含む過激なものとなった。

1968年にはフランスのドゴール大統領がモントリオールを公式訪問し、その際に「自由ケ
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ペック万歳」と叫んだことも拍車をかけた。

　カナダはこれに対してフランス語を英語とまったく対等な連邦の公用語と定め、フラン

ス語の全国テレビ・ラジオ公共放送を認可するなど、ケベックを含むフランス系カナダ人

の要求にある程度応えてきた。しかし、ケベックはカナダ建国の二民族の一つであるフラ

ンス系という「独自な社会」を楯に国会議決における「拒否権」などを求めた。1980年代

からカナダは憲法改革に着手し、この「拒否権」を含むケベックの独自性やより大幅な自

治権を含む条項を憲法に加えたが、他の州や少数民族の反発もあって憲法改革は実現しな

かった。それ以降、ケベックはカナダからのr独立」を問う住民投票（レファレンダム）

を数回行うようになったが、いずれも僅差で否決されている。

3＞ケベック独自の移民・統合・文化政策

　ケベックは「アメリカ大陸におけるフランス言語文化の砦」として自負し、フランス語

が英語に次ぐ国際言語であり続けるのも、西半球で最大のフランス語共同体であるケベッ

クが存在するからだ、という強い意識も見られる。政治的にカナダからの分離主義につい

ては、上の述べたようにケベック人の中心的な考えではなく、カナダ連邦の中で独自の地

位を守りたいという意見が実は過半である。だが、カナダとは別の「ケベック外交」を希

求する意識は強い。事実、ケベックはアフリカやヨーロッパのフランス語圏諸国と教育や

医療、社会分野で外交的関係を築こうとし、たびたびカナダ連邦政府と対立を引き起こし

た。しかし今でもフランスとケベックの首脳会談がたびたび開催されるし、ケベックは世

界各地域に「カナダ大使館」とは別個の「ケベック駐在代表部」なる機関を置いている。

これはケベック州の「国際関係省」管轄の外国駐在機関で、いわばケベックの大使館と言

ってよいだろう。パリ、ロンドン、ニューヨーク、東京に総代表が置かれ、駐在国に対す

る教育や文化、ビジネス案内や移住相談などについての業務を行っている。

　その一環としてケベックは独自の移民および統合政策を行っている。本来移民政策はカ

ナダ連邦政策の管轄であるが、ケベックは「独自の社会」を理由に州政府が移民政策をお

こなっている。その理由としては、カナダへの移民、特に英語もフランス語も母語や日常

語としない移民（これを「アロフォン」と呼ぶ）が増え、アロフォンたちの多くがカナダ

移住後フランス語ではなく英語を学ぶケースが多いため、カナダ全体のフランス系人口比

率が年々減少していることに対する危惧があげられる。これは、フランス共同体の防衛者

であるケベックにとっても望ましくないことであり、一方、二言語主義を掲げ、いわばそ

れが南の大国アメリカに呑み込まれないための国是であるカナダにとってもマイナスであ

る。だが、カナダの移民政策は、英仏平等主義の立場から、フランス語話者（フランコフ

ォン）を優先するわけには行かない。このため、ケベックがフランス文化と「独自の社会」

を守るための独自の移民政策を採るに至ったのである。

　ケベックが移民受入れの条件として「ケベック市民としての価値観」を学びフランス語

の知識を体得しておくことが望ましい。だが、英語しか話せない移民を排除しているわけ
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ではない。ケベック州ではフランス語だけが公用語だが、カナダでは英語はフランス語と

対等で平等であるため、排除することは平等に反するからである。だが、フランコフォン

やフランス語の体得が比較的容易なラテン系の移民を優先的に扱っているのも事実で、例

えば、ケベック移民文化交流省の海外部門である移民局はフランスにれはアフリカ地域

も管轄する）のほか、中東、マグレブ、東欧、中米、南米諸国に重点的に置かれている。

　このため、移民国家カナダでは、ケベック州の移民構成が他の州とは大きく異なる。ケ

ベック、特に最大の都市であるモントリオールを訪れるとヴェトナムやカンボジア、レバ

ノン、そしてアフリカなどのレストランや移民街をよく見かけるが、このような地域はフ

ランス語圏かかつてのフランス植民地である。

　ケベックの統合政策はフランスの統合政策に類似している。プライヴェートな関係や場

面ではそれぞれの民族や人種の言語や文化、あるいは信仰は自由であり、また促進されて

もいるが、公共の場所ではフランス語やケベック社会の価値観が重視される。ただ、フラ

ンスで問題になったイスラムスカーフ禁止法など「ライシテ」については、ケベックは長

らくカトリックの影響下にあったこともあって顕在化していない。

　またケベックはフランス言語文化を持つ「独自の社会」であり、これを防衛するための

特別な文化政策も有する。広範囲の芸術、映画・放送、文学、通信分野についてはカナダ

のほかの州では連邦政府の権限となっているが、ケベックでは上の理由から州政府の排他

的権限となっている。たとえばカナダ全国テレビ放送SRC（フランス語）については、他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の州については連邦政府の担

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当官庁の管轄だが、ケベック州

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内のチャンネルや放送につい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ては、ケベック州の文化コミュ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニケーション省の管轄となつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ている。映画についてはフラン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スの映画政策同様、州政府の積

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　極的な介入が見られる。特に近

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年は「パフォーミングアーツ」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と呼ばれる表現芸術や現代演

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　劇に力を入れ、日本公演でも有

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名になった「太陽サーカス団

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（シルク・デュ・ソレイユ）」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はその成果といえる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∬　プランス系カナダーアカディ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア人を中心に

フランス系カナダ人はケベックだけではないことはすでに述べた。英語系（アングロフ
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オン）カナダ人が圧倒的であるオンタリオ州以西の州でも、それぞれの州ごとにフランス

系が居住し、それぞれのアイデンティティを示す旗をもっている。一方、「沿岸州（：maぬtime

provinces）」と呼ばれるカナダ大西洋岸の歴史ある小さな州には、「アカディア人（英語で

はAcadian、フランス語ではAcadie　n）」と呼ばれる独特のアイデンティティを有するフラ

ンス系カナダ人が居住している。

つアカディア人の悲惨な歴史

　「アカディア」とは「理想郷」という意味の「アルカディア」から来た言葉で、16世紀

ヨーロッパから探索目的で航海してきた探検家が、先住民に手厚いもてなしを受け、風光

明媚な±：地であったことから、カナダ東部、とりわけ大西洋に突き出た最東端のノヴァス

コシア半島を当時ヨーロッパ人たちはそのように呼んでいた1。カルチエの探索でこの地は

フランス領のアカディア半島となる（新フランス）。1604年にフランスからの入植者がこの

地にやってきたが、厳しい気候条件のため、多数の死亡者を出した。生存者の一部はこの

地を離れ、セントローレンス川中流に新たに入植する。これが後のケベック人となり、ア

カディアの地にとどまった人々が後に「アカディア人」と呼ばれることになった。

　だが、アカディア人はその後北米を支配することになるイギリス勢力の迫害を受けるこ

とになる。

1713年、ユト

レとト条約

によりアカ

デイアは英

領になる。ア

カデイア人

は仏王家で

はなく英王

室への忠誠

とプロテス

タントへの

改宗を迫ら

れたが、これ

を拒否し、英

仏どちらにもつかず、中立を守った。しかし、1755年に始まるオーストリア継承戦争によ

って英仏は再び交戦状態になるとアカディアを支配していたイギリス軍は、アカディア人

がフランス勢力に加担することを恐れ、「追放」を決定する。この年、アカディアだけでな

1実際ヨーロッパの探検家が先住民に歓待を受けたのは、カナダ東岸ではなく、現在の合衆国首都ワシン

トン近郊にあるチェサピーク湾近辺であった。しかし当時の北米地図はきわめて不正確であったことから、

後にこの誤解が定着することになった。
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く、大西洋沿岸一帯がイギリスの占領下に置かれ、アカディア人たちは強制的に家屋や農

地を取り上げられ、帆船に乗船させられ、イギリスやアメリカなどに送致される。家屋は

次々焼き払われ、家族は無理やり離散させられる。また送致船の難破や不衛生な船室では

やった疫病のために、実に送致されたアカディア人の三分の一が死に至った。この悲しい

事件は今でもアカディアでは「大難難（ル・グラン・デランジュマン1e　grand　d6rangement）」

として語り継がれている。

　アメリカの詩人ロングフェローの『エヴァンジェリーヌ』はこの大難難で引き裂かれた

婚約者の哀歌である。婚約したばかりのエヴァンジェリーヌは夫となるはずのガブリエル

とイギリス軍によって生き別れとなる、そして何十年もの間探し続けた挙げ句、エヴァン

ジェリーヌがガブリエルと再会するのは死の直後であるという物語である。この『エヴァ

ンジェリーヌ』は今でもアカディア人のシンボル的女性として位置づけられている。

2）「アカディア人」アイデンティティと文化

　1763年にパリ条約が英仏両国により締結され、カナダ全域がイギリス領に割譲された。

アカディアの民族旗（フランスの三色旗の青

地に「マリアの黄色い星s走ella　maris』を加え

たもの〉

これにより、アカディア人はカナダに戻ることが許さ

れたが2、カナダが自治領となる1867年まではアカ

ディア人はイギリス系入植者とは対等ではなく、政治

的権利も土地などの所有権も認められなかった。彼ら

はアイルランド系やスコットランド系など宗教（カト

リック）を同じくする地主や貴族の土地で小作人とし

て集団で再入植し、自給自足の細々とした農民や木こ

りとしての生活を送っていた。それだけでは生計が立

てられず漁民やイギリス系大地主の住み込み農夫、あ

るいは家政婦となる者や、織物や行商で生活を補うも

のもいた。このため、ほとんどのアカディア人は外部

世界とは接触せず、強い共同体意識を保ったまま暮らし、独自の文化を築き上げてきた。

　アカディア・アイデンティティが高まるのは、カナダ自治領が発足する1867年以降であ

った。このとき、ケベック・ナショナリズムが高まっていたことは既に述べた。ケベック

のナショナリズム高揚に一躍買ったのが、サンジャンバプチスト協会と呼ばれる宗教的組

織で、カナダ全域のフランス系住民との連携を深めようとしていた。カナダ東部のアカデ

ィア人たちもサンジャンバプチスト協会主催の様々な行事に招待されていた。

　しかし、アカディア人たちはむしろ自分たちとケベックとの「差異」にいやおうなく気

づかされる。ケベックはフランス系ではあるものの、何から何までアカディア人とは異な

っていた。カナダのフランコフォンはアングロフォンより少数派とは言え、ケベックでは

21755年に強制送致されたアカディア人の一部はフランスに帰還したが、既にカナダに入植して150年経

過していたため、フランスの社会になじむことができなかった。
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圧倒的にフランス系住民が多いのに対して、アカディアでは地域レベルで見てもフランス

系は少数派である。またケベックはアカディアが経験した「大難難」のような悲惨な「追

放」措置は受けなかった。この経験こそがアカディア人として不可欠な要素であり、そう

した経験のないケベック人は、まったく別者に思えたのである。さらに、アカディア人は

ケベック人がフランス系カナダの中心であり、他のフランス系カナダ人は「周辺」に過ぎ

ないかのような言動をたびたびすることに我慢がならなくなる。ケベックが求めていた経

済的要求は他のフランス系カナダから見れば逆にマイナス要素であることもあった。

　このため、アカディア人はケベックとは結託せず、自らアカディア人としてまとまる、こ

とを選択した。1881年ニューブランズウィック州でアカディア民族会議を開催iし、その後

アカディア人としての民族旗、民族歌および祝祭日を決定する。ケベックはサンジャンバ

プチストの日と呼ばれる6月24日が祝祭日であり、かつ公式の休日にもなっているが、ア

カディア人は8月15日が祝祭目である。

　そうしたアカディア人の文化的独自性を示すものとして「アカディア音楽」がある。特

にプリンスエドワード島はアカディア音楽の盛んなところとして知られている。フランス

北西部にもとよりあったダンスやヴァイオリン演奏と、カナダに入植してからのアイルラ

ンド系やスニットランド系との接触もあってケルトの旋律がミックスされたもので、古い

フランス語で歌われているものが多い。この音楽は後に述べるアメリカ南部、ルイジアナ

の音楽「ケージャン」に大きい影響を与えてもいる。

壕《恥《◎トゆ欝＄
プリンスエドワード島アカデ

ィア人の音楽グループ『バラ

ショワ」。島西部のアカディア

人の村アブラム・ヴィラージ

ュのいとこどうし（みんな苗

字がアルスノーArs銀ault

で、日本で言えば鈴木、佐

藤のようなアカディア人に典

型的な苗字）。バラショワと

はアカディア・フランス語で

r遠浅』の意味

3）連邦主義と二言語主義のはざまで一アカディア人はフランス語を守れるか？

　ケベックと違ってアカディア人は現在、ニューブランズウィック、プリンスエドワード

島、ノヴァスコシアのカナダ大西洋岸州に別々に居住していて、独自の州を持っていない。

このため、カナダは英仏「二言語主義」を掲げながら、圧倒的にフランス系であるケベッ

ク州、そして住民の3割がアカディア人であるニューブランズウィック州以外では、実質

的に「英語一言語主義」であり、アカディア人や他のケベック以外のフランス系カナダ人
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は自らの言語を使う権利を奪われてきた。

　なぜ、そんな状況になっていたのか？カナダは1968年以来、二言語主義を国是として掲

げ、公共機関は原則二言語で表記し、二言語で行政サービスを行うことが義務付けられて

いる。だがそれは、国、すなわち連邦政府レベルであって、州政府レベルではない。

　カナダは州政府も公用語を定めており、その言語で州の行政サービスを行うことになっ

ているが、カナダ同様に二言語主義となっているのはニューブランズウィック州だけであ

る。ケベックはフランス語だけ、他の州は英語だけが公用語である。なぜなら、ニューブ

ランズウィックとケベック州以外ではフランス系カナダ人の比率は10パーセント未満だか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らである。もう一つはカ

ナダが「連邦主義」の国、

すなわち連邦政府は外

交、国防、航空・鉄道運

輸、郵政など限定的な分

野でしか業務を管轄せ

ず、他のとりわけ目常的

な行政は州政府の排他

的管轄となっている点

だ。すなわち英語だけが

公用語の州だと、カナダ

が二言語主義であるに

もかかわらず、フランス系カナダ人は連邦公用語であるフランス語での業務提供が受けら

れない、という矛盾が発生する。このことを「公用語を話すマイノリティ」と呼び、長ら

く問題となってきた。

　この矛盾への対処が本格的になるのが1980年代以降で、西部マニトバ州でフランス語学

校（フレンチスクール＝すべての授業をフランス語で行う学校）の開設運動が起こったの

がきっかけだった。また、90年代になると、英語の州で殺人事件容疑者となったフランス

系カナダ人が、その州での取り調べ、起訴、裁判段階で通訳・翻訳を含め一切フランス語

での使用ができなかったことに対する「人権」の問題が取りざたされるようになると、連

邦政府は憲法改正を通じて、フランス語を公用語にはしないまでも、必要があればフラン

ス語でも州行政サービスが行えるよう各州に求めた。憲法改正自体は国民投票の結果、1993

年に否決されてしまったが、特にアカディア人の居住するノヴァスニシアやプリンスエド

ワード島では、フランス系住民の不利をなくすためにフランス語を公共機関でも使用でき

る州法を2000年ごろに相次いで可決した。プリンスエドワード島ではさらにアカディア人

が多数居住する地区に5つのフレンチスクールを開設した。

　このように英語州でフランス語を公用語にはしないまでも公共機関での使用機会を設け

たり、あるいはフレンチスクール設置規準を設け、必要な条件がそろえば州政府にその設
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置義務を課す制度を策定したりすることを「言語二元主義（duallsme　l搬g田stlque，　lmguls亡1c

du滋1sm）」と呼ぶ。スイスやベルギーのような、地域レベルでの一言語主義の貫徹である「領

域性原理」と多言語主義の矛盾を補完する制度である。

皿アメリカ合衆国

　アメリカは英語だけしか使われない国のように思えるが、実態は違う。アメリカにおけ

る異言語集団の第一は「ヒスパニック」と呼ばれる主に中南米諸国からの移民たちで、彼

らのアメリカでの日常生活のほとんどはスペイン語であり、英語は片言すら話せないもの

もいる。特にカリフォルニア、テキサス、フロリダなど南部の州にはヒスパニック系住民

が多数居住しており、公共表示が英語とスペイン語の二言語になっているところも多い。

ブッシュ大統領の地盤であるテキサス州ヒューストンにある空港（ジョージW・ブッシュ

空港）のアナウンスも二言語である。英語のグローバル化が、自国語が侵害され、アメリ

カの文化や価値観が無批判に鵜呑みされるのではないかという「英語帝国主義論」が近年

よく叫ばれ、フランスはその筆頭とも言えるが、英語の中心とも言えるアメリカ自体は、瑛

語帝国主義」どころか南から来る「ラテン化」に恐々としている状況である。

1＞ルイジアナのフランス系入植者一クリオールとケージャン

　そうしたアメリカにもフランス語圏は存在する。それは歴史的背景である。カナダのと

ころで、1534年にフランスの探検家カルティエがセントローレンス湾や川を探索し、「新フ

ランス」としてフランス領を宣言したが、これは同時に現在のアメリカ合衆国の半分に相

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当する中部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミシシッピ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川流域地域

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もまた「ルイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジアナ」とし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てフランス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　領を宣言し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たことによ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。当時の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ルイジア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ」は現在の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルイジアナ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　州よりもは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るか広大な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域で、南は

ニューオーリンズ、北はシカゴまで含む。
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　その名残が、地名である。「ルイジアナ（：Louisiana）」とはフランスのルイ王朝（L◎uis）をた

たえる地名であることはよく知られている。ニューオーリンズ（New　Odeans）は、フラン

スの地方都市であるオルレアン（Od6ans）が地名の由来で、今でもフランス語では「ラ・

ヌーヴェル・オルレアン（：La　NouveUe　Or16ans）」である。セントルイス（St一：Louis）は「聖

ルイ」、デトロイト（D6troit）は「海峡」、バトンルージュ（B滋Gn：Rouge）は「赤い棒」と

いう意味のフランス語起源の地名である。イリノイ（IUin◎is）やシカゴ（Chicago）もフラ

ンス語地名である。

　カナダ全域がイギリス領となる1763年まで、ルイジアナもまたフランス領で、カナダほ

どではないが、フランスから多数の入植者が、主に現在のニューオーリンズ近辺に入植し

ていた。1763年以降、ミシシッピ川から東側はイギリス領に、西側はスペイン領となる。

後者は1800年、ナポレオンのスペイン征服に伴い再びフランスに復帰するが、1804年、ナ

ポレオンは軍資金調達のため、この領域をアメリカに150◎万ドルで売却する。これがいわ

ゆるアメリカ史における「ルイジアナ購入（Louisiana　Purchase）」である。

　だが、アメリカ領になるまでこのルイジアナに入植したのは、主にフランス系であった。

特にフランス革命前後、自分の：土地や財産を奪われることを恐れた貴族や地主たちが、新

政府の影響が及ばないこの地に再入植し、大農園を経営し始めた。彼らは今回、英語で「ク

リオール」と呼ばれる白人フランス系アメリカ人である。

　もう一つのグループは「ケージャン」である。「ケージャン」はもともとカナダに入植し

た「アカディア人」であった。「ケージャン（C碗n）」とは「アカディア人（Acadian）」の

英語の発音が託ってできたものである。1750年代のカナダからのイギリス軍による追放や

強制送致によってアカディア人は散り散りになってしまうが、その一部がルイジアナ南部

に再入植するのである。だが、大地主の「クリオール」とは違って「ケージャン」は小作

農のままで、また社会習慣や文化も同じフランス系でありながらまったく異なっていた。

2）アメリカ編入後のルイジアナー失われるケージャン文化

　「ケージャン」はルイジアナ州南西部、ラフィエットを中心とする地域に居住し、その

多くが農漁業に従事していた。またルイジアナが1814年にアメリカ第14番目の州として

編入されてからも、ほとんどアメリカ人と接することもなく、独自の共同体で言語、文化、

宗教を守り抜く、それがケージャン文化を生むきっかけとなる。一方、「クリオール」は、

都市であるニューオーリンズに居住する、大農園経営者から次第に地元の企業経営者や政

治家などに転身し、アメリカ編入後は、フランス語やフランス文化も次第に失われ、アメ

リカのエスタブリッシュメント（白人エリートの社会とその規範）に同化してしまう。ニ

ューオーリンズはフレンチクォーターなどフランス領時代を髪髭とさせる歴史的建造物が

残ってはいるが、住晟はまったくフランス語は話さない。

　一方、「ケージャン」たちがそのように呼ばれるようになるのは、南北戦争（186ユ～1865）

の時代からである。ルイジアナは黒人奴隷を温存する南部連合に加担し、黒人奴隷による
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農園を経営していたクリオールたちも南部を支持したが、ケージャンたちは加担しなかっ

た。また、奴隷解放を求める合衆国（北部）にも加わらなかった。このことでケージャン

たちは南北戦争後、両方の側から異端児扱いされ差別されるようになる。ラフィエットを

中心とするケージャン居住地域を「ケージャンカントリー」と呼ばれるが、この地域は長

らく開発から避けられ、アメリカの中でも遅れた後背地となった。ケージャンたちは20世

紀になるとニューヨークなど都市部に出て職を求めるが、「英語もまともに話せない輩」、

ケージャンのフランス語

bayouバイユー（流れのほとんどない河川）フランスのフランス語にはない

barbuバルビュ（なまず）フランスは英語のca顔shから来たpoisson　ch就

arigatorアリガトール（ワニ）フランスのフランス語はcro◎odille

oharシャール（車）フランスでは「戦：車」という意味

parc　des鋤tosパルクデゾト（駐車場〉フランスのフランス語ではp覆㎞g

蜘so銀de　la◎o贋メゾンドラクール（裁判所）英語の◎o麟ho“seから。フラン

スのフランス語ではpalais　de　justice

：Lache　pas　la　patateラシュパラパタット（あきらめるな）フランスのフランス語で

はそのような慣用表現はない。直訳では「掘ったイモをそのままにしておくな」

「非国民（潔非アメリカ

人）」などと差別され、ほ

とんどが職にありつけな

かった。

　ケージャンたちが活躍

するのは、第二次大戦か

らである。彼らの多くが

欧州戦線、特に激戦とな

ったノルマンディー上陸

作戦に加わった。フラン

ス語を話せる彼らは、上

陸後のフランス市民やレジスタンスとの通訳に重宝がられたが、多くの戦死者も出した。

戦後、ルイジアナ南部に石油が発掘されると彼らの生活が激変する。ケージャンの多くが

掘削労働者となったのである。それに伴い彼らの生活水準も向上し、アメリカ社会の著し

いモータリゼーション化もあって、もはやかつてのような共同体的生活は消失してしまっ

た。だが、このことは彼らのアイデンティティでもあったフランス語の消失にもつながつ

た。1960年代からフランス語は急速に廃れ、フランス語は50歳台以下の母語ではもはや

なくなった。

3）「再フランス化」の動きとケージャン文化

　こうしたケージャン文化の消失を地元では「アメリカ化（繊6ric蝕sahon）」として危惧す

る動きが1960年代末期ごろ出てきた。隣国カナダではフランス系のケベックでナショナリ

ズムが高揚していることも影響を及ぼしていた。ルイジアナ州では1968年、CODOHL法

を制定し、ルイジアナ州フランス語教育委員会（CODOFIL）が設置された。この公的機関

は州内の学校でのフランス語教育政策に全権を有するもので、もちろんアメリカで英語以

外の言語教育にこのような委員会が州レベルで設けられるのもはじめてである。この設置

については、ケージャンはもとより、既にフランス語が失われていたクリオール系の州議

会議員も賛同した。現在はルイジアナでは小学校（9年制）中学年から英語以外の第二言語

の学習が義務になっていて、その半数近くが第二言語としてフランス語を学習している。

また、イマージョン・プログラム、すなわちフランス語で他教科を教える授業も始まって
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おり、若年者でのフランス語の消失は何とか食い止められているようだ。1999年にはラフ

ィエットでカナダのアカディア人との交流行事CMA（世界アカディア人会議）が開催され、

2004年にはフランスとの間でナポレオンのルイジアナ売却を記念する行事が開かれたこと

もあって、ケージャンの「再フランス化（ref治ancisation）」の刺激となっている。

　ここで、ケージャンの文化について幾つか紹介しよう。一つは何と言っても独特の音楽

「ケージャン」である。アコーディオンにヴァイオリンに幾つかの打楽器が加えられたフ

ランス語で歌われる音楽である。その多くの要素がカナダのアカディア音楽から来ている

が、アメリカに再入植してから他の移民との接触で、アコーディオンや独特のリズムなど

が取り入れられた。ルイジアナは一般にジャズが有名であるが、ケージャンカントリーで

は断然、ジャズよりもケージャン音楽の方に人気がある。高齢者が中心であるが、目曜や

休日になると町のダンスホールやレストランで必ずこの曲に合わせてダンスする風景が見

られる。

　もう一つの音楽としてあげられるのが「ザディコ（Zydec◎）」である。ザディ頴とはフラ

ンス語の「白いんげん（les　haricoおレザリコ）」が託ったものである。演：奏者や聴衆は黒人

が多い。ルイジアナには多数のフランス系黒人もしくは有色人種が居住している。アメリ

カの南方、カリブ海に位置するハイチから逃れてきた黒人やクリオールのプランテーショ

ンの奴隷を父祖にもつ黒人たちである。もちろん彼らの多くは今日の生活は英語であるが、

ザディロ音楽にはフランス語も部分的に見られる。ザディコはケージャンから派生したも

のであるが、電子楽器や金属製の洗濯板が加わり、アフリカのリズムの影響を受けるなど

独自の進化を遂げており、ルイジアナの有色人種にとってシンボルにもなっている。

　料理や食文化とは他のアメリカ地域とは異なり独自のものがある。この地はタバスコの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　製造地でもあり、スパイシーな味付け

ケージャンを代表する料理「ジャンバラヤ」

が多い。その代表がジャンバラヤとい

う米料理である。ルイジアナは湿地帯

近くで米作も行われており、それに肉

（主として鶏肉）とスパイスを加え、

いためた料理で、どことなくスペイン

料理のパエリャに似ている。それもそ

のはずで、ジャンバラヤは一時期この

地域を領有していたスペインの影響を

受けたものだ。そのほか有名な食材としては、オクラやザリガニ、なまずなどがある。

Wハイチー世界初の黒人共和国とその後の悲劇
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アメカ含凶年

q　ヂ噛
　　　　　　　、’心・マ

：ソ嬉1ミ

　　鬼
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紳

＃ユーパ

ほ　　ぬ

塗㌘警

　蜘　　，ドミニ海

年診

　　　　茄レトーゴラ：ンズ

夢やマイカ．

ハイチの位置（外務省HPより）

　ハイチは、カリブ海に浮かぶ島国で、キュー

バとプエルトリコの間にあるイスパニョラ島

（面積はほぼ北海道に同じ）の西側3分の1を

占める。東側はスペイン語圏のドミニカ共和国。

大航海時代にドミニカとともにフランス領サン

トドマング島となり、17世紀以降200年近くも

の間、アフリカからつれて来られた奴隷がサト

ウキビ畑で働かされていた。もとよりこの地域

にはカリブ族という先住民がいたが、黒人や白

人が持ちこんだ疫病によって、ほとんど死亡し

てしまいった。島の主な住民はアフリカ系黒人

か、それと先住民の混血である。こうしたこと

から、キリスト教とアフリカの自然崇拝とカリ

ブの信仰が混ざり合い、ブードゥー教（ゾンビ信仰など）のような独自の文化が生まれた。

公用語はフランス語だが、島民のほとんどは「クレオール」を話す。クレオールとはいわ

ゆるピジン（奴隷貿易や非欧州圏との交易過程で、直接コミュニケーションが成立しない

欧州人と現地人の媒介語として自然に形成された言語。語彙はヨーロッパ諸語からのもの

が多いが、文法はきわめて簡素化されている）の一種であるが、それが母語化し広くその

地域の共通言語となったものを言う。ハイチ・クレオールは、奴隷交易時代にフランス人

とアフリカ人との接触の過程で生じ、それがこの島で定着したものである。一般にクレオ

ールはバトワ（patwa）と呼ばれ、現在でもハイチー般住民の母語であり日常語である。因

みに、ハイチやカリブ海、レユニオン島などの「クレオール」とルイジアナの「クリオー

ル」とは違うので注意が必要だ。

クレオール（ハイチ共和国憲法第1条の条文）

Peyi　d　Ayiti，　se　yon　replibhk，　Yo　pa　kapab　separe　t6　peyi　d　Ayi重i　ak　oke撒1δt　peyi．　Peyi　d　Ayiti　s6hn6t　lakay　li．

：しiendepa荘dan．　Sitwaye撮yo　egal　egαYo驚t　pou　yo　viv　Iib，　na墾殿ansanm，　saR　youn　pa㎞aze　lδt　sa聡oyun　pa

f莚｝1ξ》ta玉）i＿

（フランス語の同じ箇所の文識正文）

Hafti　est㎜e　R6pubhque，　indivisible，　souverai簸e，血d6penda批e，　c◎◎P6ratis加，　Iibre，　d61nocratique　et　sociale．

ハイチは不可分で主権を有し、独立かつ国民連帯を重視する、自由、民主、社会的共和国である。

1）ハイチの歴史一フランス革命からの影響

　ハイチはフランス革命が起こってから奴隷であった黒人の蜂起が起きた。フランス革命

とは人間の自由・平等を掲げるもので、フランスだけではなく世界中の人類が等しく自由

を勝ち取ることを宣言するものであった。このことを知った奴隷の一人、トゥーサン・ル

110



ヴェルチュールがハイチのフランスからの独立と黒人奴隷制の廃止を掲げ運動を起こした。

ナポレオン軍との激しい戦いの末、ハイチは1804年、世界初の黒人共和国、アメリカ大陸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　としては二番目の独立国として輝かしい独

ハイチ国旗（フランスの三色旗とその白地にヤシ

の木と大砲をあしらったもの）

立を遂げる。

　だが、その後、ハイチは長期にわたる低迷

と混乱を迎える。その原因は、フランスがハ

イチの独立の見返りどして請求した現在の

：貨幣価値にして217億ドル（2兆4000万円）

にもおよぶ賠償金であった。世界最貧国の一

つとして数えられるハイチにとっては、この

金額は天文学的数値であった。ハイチはそれ

でもフランスの要求を受け入れ、80年かか

ってこれを完済した。フランスはハイチ独立によって、植民者が不動産やプランテーショ

ンを失われることが賠償金の根拠としている。独立200年が経過した2004年の記念式典で

当時のアリスティード大統領は、フランスのこの賠償金は不当な請求であって返還すべき

と主張しているが、フランスはもちろんそれを拒否している。この賠償金の重荷でハイチ

の経済が停滞したままであったということは言うまでもない。それに独立直後からの政情

不安がハイチの貧困に拍車をかけた。たえずクーデターや軍事独裁が起こり、アメリカの

侵攻も何度か招いている。ハイチ人の中には国を見切ってアメリカなどに移住した者や亡

命した者が多数いる。また、貧富の格差が極めて著しく、首都ボルトー・プランスをはじ

めとしてストリートチルドレンをいたるところで見かける。「男性の平均寿命が48歳、失

業率が4割を超え、国民のわずか1％の富裕層がハイチの富の80％を独占する一方、国民

の85％が一目1ドル以下の貧しい生活を強いられている」3。

2）アリスティード大統領の登場と失脚一根付かなかった民主主義

3佐藤文則『ハイチ、圧制を生き抜く人々』岩波書店2003年
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　戦後ハイチは最悪の独裁者父子パパドックとベビードッ

ク（デュヴァリエ親子だが、ハイチ人はこのように呼んで軽

蔑した）のもと、圧政下に置かれるが、1986年、民衆の怒り

を買ったベビードックは亡命し、ようやく民主化の兆しを見

せた。1987年に民主憲法が採択され、選挙によって民主化運

動の中心人物で清貧の神父、ジャン薫ベルトラン・アリステ

ィードが大統領に就任する。だが、1991年、クーデターで大

統領は亡命しまう。その首謀者はデュヴァリエ親子を支持す

る民兵たちで、その後ハイチ社会は、アリスティード派とこ

の民兵につく側とで二分され、同じハイチ人どうしが相互憎

悪と対立を繰り返す。その後国連制裁と多国籍軍投入により、

2001年に再びアリスティードが大統領に就任するも、再び、

民兵派（反アリスティード派）が蜂起したため、2004年に大統領は再度亡命する。その後

も混乱が続き、ハイチ経済はますます貧窮しつつある。

　さらにこの年、ハリケーンが直撃し、ハイチでは貧民が中心に大勢の住民が命を落とし

た。衛生状態も極めて悪く、新生児や乳幼児の死亡率が極めて高い。国連や米州機構など

の国際機関が平和維持や治安活動で介入しているものの、経済構造は破綻判然であり、手

の施しようがないのが現状である。そもそもハイチのこの現状は独立の際にフランスが課

した余りにも過大な「賠償金」が発展の足枷となって、ハイチ社会にも大きい爪あとをの

こしていることは否定しがたい。当のフランスは2004年からハイチに関する特別委員会を

組織し、その救済策を討議しているが、亡命直前の2004年1，月にアリスティード大統領が

要求した賠償金の返還には応じないようだ。大統領の失脚は裏でアメリカとフランスが操

っているのではないかという憶測もある。
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第4章西ヨーロッパのフランス語圏諸国・地域

1ベルギー

　フランスの北に位置するベルギーは、面積は九州ほどしかない小国で、首都ブリュッセ

ルから特急列車に乗れば一時間で外国（フランス、ドイツ、オランダ等）に行けるコンパ

クトな国である。一方、ブリュッセルにはヨーロッパ委員会や議会が置かれ、ヨーロッパ

各地からのエリートや官僚がいるヨーロッパの首都でもある。このため、ベルギーはヨー

ロッパ諸国の中でも最も親ヨーロッパ的で、「ヨーロッパ人」意識が強いといわれる。

　だが、逆にそれは「ベルギー人」という国民意識が相対的に低いことを意味する。それ

は、長らくベルギーは北のオランダ語系フランデレン人（フラマン人、あるいはフランド

ル人ともいう）と南のフランス語系ワ字引ア入（ワ滋ン人ともいう）との対立が見られて

きたからだ。政党や組合をはじめとして、ベルギーではあらゆる制度がこの二言語別に分

けられている。ではなぜベルギーは言語集団別の対立や分離がありながら、国家としての

分裂を避けてきたのか？それには歴史と「ベルギー文化」の存在が挙げられる。

1ベルギーの歴史一宗教対立による独立から「言語戦争」へ

ベルギー言語地図

閣ドイツ語圏

翻オランダ語圏

ロフランス語圏

　　国境線

注）首都ブリュッセルはフランス語圏

でもありオランダ語圏でもある。

　ベルギーはもともとオランダの一部であった。一八一〇年オランダはナポレオンの支配

から脱して独立するが、現在のオランダにあたる領域はプロテスタント、ベルギーにあた

る領域はカトリックが主流であった。一八三〇年にそのオランダ北部のプロテスタントの

「押し付け」に反発した南部カトリック住畏がベルギーとして独立したのである。一九世

紀当時は「言語の違い」よりも「宗派の違い」の方が深刻であり、ベルギー独立時点では

余り言語の対立は顕在化しなかったのである。

　だが、宗教の影響が日常生活に余り大きく及ぼさなくなる戦後、言語の問題が顕在化す
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る。これは戦前からの経済構造の転換によるフランデレンとワロニアの人口や経済力の逆

転現象も影響している。ベルギーは独立時点ではフランス語だけが公用語であった。ベル

ギーは王国だが、国王は当然フランス語を使用するし、当時は鉄鉱石や石炭が南部ワロニ

ア地方で多数産出し、これを利用した製鉄産業もこの地域で発展し、経済力もフランス語

系のほうが大きかった。オランダ語は使用が禁じられることはなかったが、一八三〇年の

独立時の憲法自体はフランス語で書かれていたこともあって、公式に用いられることはな

かった。このため、フランデレン地方では長らく二言語状態（ダイグロシア）となるが、

オランダ語は家庭で、フランス語はよそ行きのという言語の「使い分け」状態となった1。

　次第に戦後、石炭や鉄鉱石が枯渇し、製鉄業が斜陽化する一方で、ヨーロッパ統合が進

みライン川河口に面するフランデレン地方がユーロポートとして海運・流通産業が発展し、

次第に経済力で逆転すると、自分たちの境遇を被差別だと考えるようになる。「ワロニアの

奴らはフランス語だけでよくて、何で俺たちが二言語できなくてはならないのか」という

不満である。フランデレンの文化を称揚・復興する運動はベルギー独立時点からは見られ

ていたが、これらはワロニア人から見れば遅れた野暮つたいものとして蔑まれていた。当

然、ワロニア人はオランダ語を毛嫌いして学ぶことなどしなかった。次第フランデレン地

域では自らの言語の教育や公的な使用を求める「言語運動が活発になる。ベルギー戦後

経済が成長を遂げるにつれフランデレンの人口も圧倒的となり、政治的権力もより掌握ス

ルに至ると、政党や組合、大学などが二言語別に分離される。一九六〇年代から同一の政

党や組合、大学の中で言語別の組織や管理機構が生じ、実質的に言語別の違う組織となる

傾向が顕著となった。一九六三年には国土を南北に分かつ言語境界線までひかれる。しか

しこうした分離過程で「不利益」を被るワロニアの不満も高まり、一九六〇年代後半から

は両者はたびたび衝突する。これがいわゆる「言語戦争」である。

ベルギーの「言語戦争」

①ルーヴァン大学事件（1968～69年）

フランデレン地域にあったフランス語系ルーヴァン大学のワ訟ニア地域への移転をめぐる闘争。これをめぐって

大学理事会も分裂。責任を取って当時の内閣が総辞職

②フーロン闘争（1988年）

地理的にはフランデレンにありながら住民力弐フランス語系の多いフーロン地区のワロニアへの併合を求める闘

争。2◎01年には首長選出をめぐってフランス語系住民とオランダ語系住民との流血闘争も見られた。

③幼女誘拐・殺害事件（1996年）

フランデレンの中心都市アントウェルペン（アントワープ）に住むフランス語系の幼女が誘拐・殺害されたことに起

因する事件。地元警察の捜査不備からワ講堂ア住民の反発、ゼネストに広がり、内務大臣の辞職にまでつなが

る。

エこの状態は現在もフランデレン地域では見られるようだ。フランスでポップ歌手として知られるフラン

デレン生まれのアクセル・レッドは、両親が子供に知られたくない会話をする際はフランス語を、子供と

話すときや知られても構わない場合にはフランデレン語を用いていたという。
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2連邦制への以降一言語共同体の誕生

　こうした二言語集団の対立は、当然ながらベルギーという王国の分裂の危機を潜在的に

含むものであった。これを回避するため、ベルギー政府は一九九〇年代から大幅な制度改

革に着手し、憲法を改正した。

　新生ベルギーは、フランス語圏とオランダ語圏、そして東部のドイツ語酔という三つの

言語共同体から構成される連邦国家へ再編成された。言語共同体は、独占的に教育・文化・

芸術政策などを行う政治行政体であり、政府や議会もある。そして驚くべきことは、ベル

ギーの対外的な文化・芸術政策、すなわち外交政策の一部までもが言語共同体の権限とな

ったことである。たとえば、フランス語圏共同体は国際関係局（WBRI）、すなわち国で言

えば外務省にあたる組織を持っており、ヨーロッパや北米、中東諸国などに駐在部を設け、

ベルギー文化や芸術（実際にはワロニアの文化や芸術）、そして教育などの情報を提供して

いる。

　そして言語共同体とは別に、経済社会政策を行う「地域」が設けられている。この「地

域」もまた議会や政府（行政機構）を有する。ただしこの「地域」は言語共同体とは異な

り、言語集団と完全には一致して設けられていない。フランデレン地域（オランダ語）、ワ

ロニア地域（フランス語・ドイツ語）、ブリュッセル首都圏地域（オランダ語・フランス語）

の三地域である。ベルギーは三言語共同体と三地域で構成される連邦制王国となったので

ある。

4 4

地域

ベルギーの三言語共同体　　　　ベルギーの三地域

（ブリュッセルはフランス語・オランダ語両方

の書三共間体に属する）

フランス語共同体旗

オランダ語共同体旗

3国家レベルでの多言語主義と地域レベルでの一言語主義

　ベルギーはスイスやカナダと同様の多言語主義国家として知られる。だが、上の言語共

同体の設置の過程などを見てみると、むしろそれは、地域レベルでの一言語主義の貫徹と

2ドイツとの国境付近にあるウペン、マルメディ地区は第一世界大戦後、ドイツから割譲されたドイツ語

圏であるが、地理的にはワロニアに属し、住民の多くはフランス語との二言語状態。
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も言える。言語共同体それ自体が公用語を定めることができ、それぞれの共同体は原則と

してその言語共同体の言語のみを公用語としている。

　二言語地域は首都圏であるブリュッセルと東部のドイツ語共同体のみである。ブリュッ

セル首都圏はオランダ語共同体にもフランス語共同体にも属していることから、この二言

語が完全な対等である言語と定められ、公共表示はすべて二言語である。したがって二言

語主義である。しかし、フランス語系住民が圧倒的であったり、オランダ語系住艮が大多

数であったりする地区では、いずれかの言語が優先される場合もある。東部のドイツ語共

同体は「地域」としてはワロニアに属していること、共同体内に多くのフランス語系住民

を抱えていることなどから、行政機関など公共サービスで使用される言語はドイツ語とフ

ランス語の二言語と定められている。ただし、共同体の公用語はドイツ語のみである3。

ブリュッセル市内の街路表示「聖クリストファー通り」。上が

フランス語、下がオランダ語表示

4ベルギーの文化と芸術一食文化と漫画

　「ベルギーの文化」、特にフランデレン、ワロニア双方が共有するベルギー文化は何か？

これを探すことは難しい。特に芸術分野では、絵画や建築などを除けば、ワロニアの優位

が見られる。ただ、それはワロニア固有の文化というよりは、ベルギーという枠を超えた

フランス語圏共通の芸術、である。それに代表されるのはポップ音楽と漫画である。ベル

ギーを代表する歌手として、シャンソン歌手のジャック・ブレル、ヴァリエテ・フランセ

ーズ（日本やアメリカでいう「フレンチ・ポップス」のこと）のアクセル・レッドやララ・

ファビアンなどだが、彼らが活躍したのはベルギーではなく、パリのオランピアやゼニッ

ト、ベルシーであり4、フランスのテレビやラジオを通じてであり、フランスのレコード会

社によってである。

　漫画（バンドデシネ、BDと呼ばれる）は、ベルギーを代表する芸術の一つで、特にエル

ジェ作『タンタンの冒険』は世界的に有名な作品となっている。ベルギーは戦前から漫画

が盛んだった。当初はアメコミの模倣に近かったが、第一次大戦および第二次大戦期にベ

ルギーを占領したドイツ軍がアメコミの輸入・流通を禁じたため、これを期にベルギー独

3カナダ・ラヴァル大学の言語研究所のホームページより。ht｛p：〃www．雌1泌ava1，ca／掘／euτope／belgiquegeLhtm

4いずれもフランスの一流のポップ歌手がコンサートを行うホールや劇場。ベルシーは日本で言う「武道

館3に相当する。
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自の漫画が発展する。『タンタン』もこのころ連載が始まり、日本で言えば「のらくろ」級

の古い作品だ。ベルギー漫画の特徴は、ほとんどの作品が絵画担当者とストーリー担当者

が別であること5、一作品の連載が何十年というきわめて息がながいこと、そして、そのた

めであろうが、一作品の連載途中でストーリー担当あるいは絵画担当者が替わることであ

る。ベルギー漫画界は『タンタン』とそのライバル誌『スピルー』で絵画やストーり一を

手がけた者が「のれんわけ」する形で新しい作品を発表することで裾野を広げてきたのが

特徴で、『タンタン』に脇役として出てきたキャラクターが、その後の新作の主人公になる、

というパターンが多い。こうした形態はフランスの漫画界では見られない。

ほ悌

講ず

醸

ブリュッセルは「漫画の町』。ところどころにこの

ような壁画がある。

タンタンの関連商晶を売る商店のウィンドウ。右の赤い

ズボンをはいた少年がタンタン

　だが、『タンタン』はベルギー漫画、というよりはフランスを代表する漫画『アステリッ

クス』と同様のフランス語圏の漫画、という位置づけが一般的だ。近年、日本の漫画6がフ

ランス語圏でも広まるにつれ、『タンタン』をフランス語圏の漫画とする傾向が強くなって

いる。フランスの書店では『タンタン』も『アステリックス』も同じ棚に置かれているし

（日本漫画は別の棚に置かれている）、フランスではどこの家庭にも最低一冊は『タンタン』

が置かれている。

5日本の漫画にも『ドラえもん』のように複数の作者が担当する作品は幾つかある。ただし、それはスト

ーリー担当と絵画担当という分業ではない。
6日本の漫画は「バンドデシネ、BD」という分類よりも「le　ma蝕gajという独自のジャンルとして扱われ

ることが多い。
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　だが、ベルギー、特にエルジェが生まれたブリュッセルでは、タンタンの町としていた

るところにタンタンやエルジェの他のキャラクターの絵が描かれている。タンタンの関連

商品を販売する店もある。特に目立った国民的著名人がいないベルギーにとって、タンタ

ンこそ「ベルギー大使」だという意見もある（因みに世界的女優オードリー・ヘップバー

ンはベルギー生まれなのだが、ベルギー映画にはまったく出演していないこともあって、

ほとんど知られていない）。

　ベルギーの「国民的」文化を見出すには、食文化の方がよいかもしれない。同じフラン

ス語圏でもワロニア人はワインよりはビールを好むようだし、有名なビール銘柄はフラン

デレンにもワロニアにも見られる。ムール貝料理やフライドポテト発祥の地などでもベル

ギーは知られている。英語で「フレンチフライ」とも言われるのは、アメリカに移民とし

てやってきたベルギー人がこの料理を作って売り出したとき、フランス語なまりの英語を

使っていたことに起因する。チョコレートやワッフルもベルギーを代表する食材であろう。

皿　スイス

　スイスはハイジやチーズ、アルプスの国として知られる。農業や自然以外にも世界屈指

の時計産業が集中し、スイス銀行など世界的な金融産業が形成されているチューリヒやバ

ーゼル、世界経済フォーラムが開催されるダヴォスなど経済国としても、永世中立国で国

際機関も多いが、国民皆兵制など独自の政治外交を持つ国としても知られる。

　だが、スイスは多言語国家であるということは以外に知られていない。スイスはベルギ

ー同様の地域によって異なる言語が使用される国である。スイスは多言語主義政策をとっ

ているが、その内容はベルギーとは少し違うようだ。

1）多言語国家スイスの誕生

　スイスは二十三のカントン（canton州）から構成される連邦国家で、カントンは原則と

してそれぞれの憲法とスイス連邦政府の権限も排除できる主権を有する（主権の面でカン

トンと連邦政府は対等である）。したがって、ほとんどの内政はカントン政府が行うことに

なっている。

　だが、原則として、ベルギーの場合とは異なり、言語や文化・芸術、そしてテレビやラ

ジオなど放送政策はこのカントンではなく連邦政府が担うことが多い。ベルギーの場合は

言語共同体が言語の分布に従って創設された経緯があるため、当然共同体政府がこれらの

政策を行うことになっているが、スイスのカントンは、必ずしも言語の分布とは一致しな

いからだ。次のカントンの地図と言語の地図を比較すればわかるであろう。

　スイスが国語と定めている言語は、ドイツ語とフランス語、イタリア語とロマンシュ語

であるが、ドイツ語は中東部、フランス語は西部、イタリア語はアルプス山脈以南の地域

に、ロマンシュ語はアルプス山中で使用されている。だが、その使用人口は均等ではない。
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スイスの23のカントン（ヴァルデン州は通常、上ヴァルデン、下ヴァルデンの二つに分割されてい

る）。

陰ρ

ゴ圃ドイツ語
㌧ロフランス語
㌃國イタリア語こ

．■自ヤンシ三藷

スイス書語地図（黒い線はカントン境界を意味する）

　次のページにスイスの言語別人ログラフとその言語が使用される州の数を表したが、圧倒

的にドイツ語が多いことがわかる。ドイツ語は実にスイス人の4分の3を占め、ベルギーの

ように二大言語がほぼ拮抗するという構図とは異なることがわかる。フランス語は20パーセ

ントでスイス人の5人に一人、イタリア語は20人に一人しかない。ロマンシュ語に至っては

わずかに1パーセント、グラフには表示されていないが、実はスイスに居住する外国人や移

民の言語よりも少ないのである。しかしスイス政府はこの四言語がスイスの国語であると憲

法で定め、通貨（紙幣）などはこの四言語で表記されている。

　スイスのこの状況は、その建国の歴史から生まれたものである。中世に平地に拠点を置く

貴族の支配を嫌った山岳部のドイツ語圏の村々が集まって、連合組織を結成したのがスイス
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スイスの言語別人口比率（数字はその言語が使用される州の数）

圏ドイツ語（18）

團フランス語（6）

ロイタリア語（2）

口ロマンシュ語（1

の始まりである。その後フランス革命やナポレオンの支配を嫌ったフランス語圏の山岳部

の三々、同＝様に統一イタリアへの編入を嫌った山岳のイタリア語圏の村々が、低地の強大

力から身を守るために言語の壁を越えて団結し、近代スイスへと発展する。直接民主制の

実施や国民皆兵制や中立政策もこうした山岳人としての経緯から生まれたものである。

2）スイスの言語政策一公用語と領域性原理、少数言語の保護

　よってスイスの状況は、もともとフランス語圏のワロニアの支配が大きく、戦後オラン

ダ語圏のフランデレンが台頭したことにより生じた言語対立が見られるベルギーとは異な

る。抗するべきは低地の同じ言語を使用する勢力であった。そのためスイス人は一致団結

する必要があり、お互いの差異や違いについては不干渉の姿勢をつらぬきながらも、それ

ぞれの言語集団は平等と考えたのである。このため、ドイツ語、フランス語、イタリア語

の三言語については、人口や面積規模；で格差はあるが、憲法によってまったく平等である

ことが定められている。また、全国政党や組合などの組織がベルギーのように言語別に形

成、運営されることはない。

　しかし、それぞれの言語圏は、他の言語を目にすることはほとんどない。駅や公衆電話

の表示などを除くと、基本的にフランス語圏ではフランス語、ドイツ語圏ではドイツ語し

か聞かない。また連邦政府は職員がこの三言語での行政サービスを行えるよう定められて

いるが、施設外では、その言語圏の言語しか表示しないことになっている。つまり、スイ

スはアイデンティティの面ではベルギーよりも強固であるが、言語の面ではベルギー以上

の一言語主義が貫徹されている。

　その理由として「領域性原理」と「カントンと連邦政府の対等性」が挙げられる。「領域

性原理」とはベルギーもそうだが、複数の有力言語がひしめく国では、一方の言語が他方

の言語に凌駕されることを避けるため、その言語が話される領域では、その言語が保護さ
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れ、他の言語よりも優先される原則のことである。もう一つは、外交や軍事を除く内政に

ついては、カントンは連邦政府と対等もしくはそれ以上の排他的な権限を有する。このこ

とから、連邦政府が多言語主義であっても、その個別の業務はそれを行う地域で使用され

る言語で行うことが優先されているのである。スイスのこのやり方がベルギーのような言

語戦争を避け、国民統合をより強くしているのである。

　スイスは、国語と定めているほかの二つの言語も、フランス語とドイツ語の対等な言語

としている。しかしながら実質的には、ロマンシュ語圏ではドイツ語（あるいはイタリア

語）とロマンシュ語、イタリア語圏ではイタリア語とドイツ語の二言語状態となっている。

イタリア語やロマンシュ語は余りにも人口が少なく、自分たちの言語だけでは生活してい

けないからである。スイス政府はこの二言語について憲法に基づき保護政策を講じている。

この二言語が話される二つの州に補助金を交付したり、ロマンシュ語の映画やテレビ・ラ

ジオ番組制作の予算を充てたり、ロマンシュ語教育団体に支援・助成を行ったりしている

のである。

スイスの州別言語使用状況

ジュネーヴ、ヴォー・、ジュラ、ヌーシャテル州 フランス語圏 フランス語のみ

フランス語圏 フランス語のみプリブール（フライブルク）、ベルヌ（ベルン）、ヴァレー

iヴアリス）州 ドイツ語圏 ドイツ語のみ

テチーノ州 イタリア語圏 イタリア語

hイツ語

グラウヴュンデン（グリシュン、グリゾー二）州 日マンシュ語圏 日マンシュ語

hイツ語

イタリア語圏 イタリア語

hイツ語

ドイツ語圏 ドイツ語のみ

上記以外の州 ドイツ語圏 ドイツ語のみ

3）スイスの公共テレビ放送と「スイスロマンド」、そしてロマンシュ語

　スイスには公共テレビ放送があるが、「領域性原理」を反映して、原則としてはフランス

語圏ではフランス語放送、ドイツ語圏ではドイツ語放送、イタリア語圏ではイタリア語放

送だけが放送されている。言語脚質に一つの公共放送局が一つないしは複数のチャンネル

をもち、それぞれの言語で作成した番組を放送する。よって、一つのチャンネルあるいは

放送局が多言語放送を行うことはない7。

　このうち、フランス語圏の公共放送局はTSR（スイスロマンド・テレビ）と呼ばれる。

7ただ近年はケーブル放送や衛星放送の登場によって、他の言語圏の番組をテレビで視聴することは可能

である。また、フランスやドイツ、イタリアのスイス国境付近の地域では、スイスのそれぞれの言語の公

共放送を視聴できる。
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「スイスロマンド（Su沁se　romande）」とは、スイスのフランス語圏（四つのカントンの全

域と三つのカントンの一部）の総称で、スイスにおけるフランス語共同体である。スイス

はベルギーに比して国民統合意識やナショナル・アイデンティティが強いとされるが、フ

ランス語圏のスイス人（＝ロマンド人）としてのアイデンティティも強固である。ドイツ

語圏やイタリア語圏には、「ロマンド」のような言語圏をひとまとめにする呼び名はなく、

フランス語圏の独自性がうかがえる。しかし、スイスの言語圏はベルギーの「言語共同体」

とは違って、共同体自体が政府や行政機関にはなっていない。精神的あるいは文化的な共

同体にとどまっている。

　一方、少数言語ロマンシュ語は独立の公共放送は持たない。視聴者が大変少なく、また

アルプスの渓谷に散在していることと、放送するのに必要な「書体」が定まるのが1980年

代ときわめて遅かったことが影響している。ロマンシュ語はつい最近まで「レトロマンス

語」と呼ばれていた。しかし、その実体は5つの方言の集合体に過ぎず、「レトロマンス語」

の書き言葉があるわけではなかった。戦前からレトロマンス語の保護や復権に力を注いだ

民間団体「リーア・ルマンチャ（ロマンシュ連盟）」が統一の書記法を1980年代に完成さ

せ、それが今日のロマンシュ語となり、教育や放送に使われることになったのである。現

在では、ドイツ語公共放送の一つのチャンネルの一部がロマンシュ語放送に割り当てられ

ている。

皿他の西ヨーロッパ諸国におけるフランス語の状況

1）ルクセンブルクとモナ：：コーフランス語が公用語

　ルクセンブルクとモナコというフランスに隣…接する小国でのフランス語は、いずれも公

用語として、行政等で使用されるほか、教育や放送、商業などで広く使われている。フラ

ンスでは長らく民間放送が存在しなかったため、フランス国民は特に1960年代、隣…国のフ

ランス語の民間放送を「娯楽」として楽しんだ経緯がある。モナコのTMC（テレビモンテ

カルロ）やルクセンブルクのRTL（ラジオ・テレビ・ルクセンブルク）がその代表だ。

　だが、多言語状況で見ると、ルクセンブルクとモナコは大きく異なる。ルクセンブルク

国民の過半数が母語とし、かつ日常的に話すのは「レッゼブルギッシュ」と呼ばれる言語、

すなわち「ルクセンブルク語」である。この言語は長らくドイツ語の方言としての扱いで

あったが、戦後次第に「独立の言語」とみなされるようになり、ドイツ語とは別の言語と

位置づけられている。

　ルクセンブルクでは、現在でもフランス語のみが公用語であるが、実質的にはドイツ語

とルクセンブルク語の使用も促進しており、学校では三言語で教えられることも多く、三

言語主義となっている。スイスやベルギーの多言語主義とは異なり、ルクセンブルクのそ

れは、国民一人ひとりが三言語を話せる政策を取っている。因みに英語では前者のケース

でも後者のケースでもxnultilinguahsmあるいはm覗1tihngu沁mと呼ばれるのに対し、フ
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ランス語では、前者がplurihnguismeと呼び、後者をmult患ngu：ismeとして区別している。

　一方、モナコは、富裕層など外国人も多数居住しているため、英語なども使用されるが

公式ではフランス語だけが使用されている。「モネガスク」すなわち「モナコ語」と呼ばれ

る、もとよりこの地で用いられていた言語もあるが、モナコ住民はほとんど話さない。学

校の課外授業などで細々と教育されている程度である。

2＞アンドラ公国、アオスタ渓谷、英仏海峡

　これらもフランスに隣接する国ある

いは地域で、フランスの特定の地域と歴

史的に深いっながりがあるため、フラン

ス語使用地域である。だが、モナコやル

クセンブルクに比べるとその地位は低

い。フランス語はこれら住民の母語ある

いは日常語ではないことと、他に有力な

言語があるためである。

①アンドラ公国

　ピレネー山脈にある小国アンドラは、

フランスとスペインの長い歴史に及ぶ

領土紛争の結果、緩衝地帯として双方の

主権が及ぶ公国となった。よって、ユー

ロが導入される前にスペイン・ペセタと

フランス・フランの両方の通貨が使用さ

れ、外交や国防も両国が肩代わりし、その結果、フランス語もスペイン語も使用されるこ

ととなった。だが、アンドラ住民の母語・日常語はカタルーニャ語、すなわちスペイン北

東部バルセロナを中心とする地方で用いられる言語である。フランス語やスペイン語は教

育や観光で用いられるが、あくまでも補助的な役割である。

　アンドラは20世紀末には次第に主権を有する独立国家へと変容する。国連にも1990年

代末期に加盟し、2004年にはフランコフォニー（フランス語圏）・サミットにも参加してい

る。

②アオスタ渓谷（イタリア）

　アオスタ渓谷（ヴァルドスト）は、イタリア北西端、アルプスを挟んでフランスとフラ

ンス語圏のスイスに国境を接する。20◎6年冬のオリンピックがトリノで開催されたが、ア

オスタはスキーやモーグルなど山岳スポーツの会場となった。しかし、トリノがあるピエ

モンテ州とは異なり、アオスタ自治州を構成している。アオスタはイタリアで最も小さい

四方を4000メートル級の山脈で囲まれた地域だ。
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アオスタ市内のフランス語とイタリア

語の二言語表示

　アオスタ自治州は戦後制定されたアオスタ特別自治法によ

り、フランス語がイタリア語と対等な地位をもつ州の公用語

と定められた。このことにより、州内の公共の表示や行政サ

ービスは原則として仏伊二言語で行われることになった。

　アオスタがフランス語も公用語としているのにはいくつか

理由がある。一つは、地理的にフランス語圏に近く、また、

観光（ウィンタースポーツや登山など）が最大の収入源であ

ることから、フランス語圏との交流に力を入れることは州の

発展のために必要であり、よって、フランス語の使用機会を

拡大し、住民のフランス語能力の向上も不可欠と考えている

ためである。もう一つは、歴史的にフランスの、特にリヨン

を中心とする東部サヴォワ地方とのつながりがあったことで

ある。もとよりこの地域はフランス東部を拠点とするサヴォ

ワ王家の領土の一部で、その中で特権的地位が与えられてい

た。この地域との物的、人的、知的交流も盛んであった。そ

して、第三にフランス語はアオスタの自治権のシンボルであ

り、アイデンティティの一つであるからだ。

　だが、実際は、アオスタ住民のほとんどはフランス語が話

せるものの、母語やヨ常語ではない。もちろん学校では法律

によってイタリア語と同時間フランス語で同一科目を教育す

べきことが定められているから、使用機会は多い。だが、もとよりこの地域の母語とされ

ていたのは、フランコプロヴァンス語という標準フランス語とは異なるサヴォワ地域の言

語であった。しかしこの言語の教育は書記法が長らく決まってなかったことや、山岳民の

「野暮なことば」という否定的見方がアオスタ都市部住民の間にあったことから、なかな

か学校で教えられることはなかった。そして戦後、アオスタ渓谷にその清水を求めたイタ

リアの精密機械工業が次々と進出し、これに伴いイタリア各地から労働者が流れ込んでき

たため、アオスタの「イタリア化」は急速に進んだ。テレビやラジオのイタリア語放送も

普及し、アオスタの言語文化は危機に瀕する。母語ではない「フランス語」にアオスタ住

民がしがみつくのは、こうした財タリア化」・すなわち同化への抵抗、自治権とその根拠

とも言える民族性の防衛のためであると考えられる。

③チャネル諸島（イギリス）

　英仏海峡、「上陸作戦」で有名なノルマンディに程近いところに、イギリス領の島々、チ

ャネル諸島がある。フランス語では因みに「英仏海峡」は「マンシュ」、チャネル諸島は「ア

ングロノルマン諸島」と呼んでいる。ジャージー島やガーンジー島など小さい島々からな

るチャネル諸島は、中世からイギリスとフランスの領有権の争いとなった。もともとチャ
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ネル諸島はフランスの対岸のノルマンディ地方と合わせてノルマンディ公国であった。当

時、この両地域ではノルマン語（ノルマンディ語）が使用されていた。この言語は、ガロ

ロマンス諸語の一北部方言であった。標準フランス語ももとはガロロマンス諸語の一つ、

イルドフランス方言（フランシアン）に過ぎなかったが、絶対王政と宮廷の発展によって、

次第に他の諸方言を圧倒していったことは既に別の章で述べたとおりである。

　チャネル諸島がイギリスになったのは、ノルマンディ公国の王ギヨームー世がイギリス

に進出し、イングランド王ウィリアム一世になったためである。その後パリを中心とする

フランス王国が発展・拡大し、百年戦争などイギリスと領土争いを展開した結果、ヨーロ

ッパ大陸のノルマンディ部分がフランス領となり、現在の英仏領土が確定するのである。

フランスはノルマン語圏であるチャネル諸島も奪おうとしたが、イギリス勢力の強固な防

禦によって、フランス領に落ちることは一度もなかった。

　しかし、この島々で話される言語は英語ではなく、ノルマン諸語で、島ごとに若干異な

る諸方言であった。一番フランスに近い最大の島、ジャージー島ではジェリ語（「ジェリ」

とは「ジャージー」の現地語名である）、ガーンジー島ではかーンジー語が使われていた。

イギリスはこれらの諸島を領有するも、統治はしなかった。もともとこれらの島喚の領主

である「バイイー」が、イギリス領確定後も引き続きこの地を統治することとなり、イギ

リスに属しながらもイングランド王家には服従しない、という特権的な地位が与えられた。

よって、地元の言語や風習が長らく温存されることになった。チャネル諸島は現在ジャー

ジー島だけでなるジャージーと他の島々からなるガーンジーで構成されるが、それぞれ独

自の憲法と通貨を有する。スコットランドや北アイルランドよりも強固な自治権があるの

も、この歴史的経緯からである。島は長らくフランス語を事実上の公用語とし、現在でも

法律用語の一部はフランス語である。ヴィクトル・ユゴーがナポレオン三世の統治を嫌っ

て一九世紀後半にガーンジ門島に亡命したが、島民とはフランス語でコミュニケーション

をとっていたことが記録されている。

　しかし、そのナポレオンが失脚した一九世紀終わりごろから急速にフランス語は廃れ、

英語が浸透する。20世紀になるとフランス語が公的には使用されなくなった。ジャージー

語など島のことばは、第二次大戦中、島を占領したドイツ軍に対する抵抗運動の際にレジ

スタンスだけの秘密のコミュニケーションをとるのに役に立ったが、戦後はほとんどしょ

うされなくなった。現在ジェリ協会という艮間団体が、この言語の辞書や文法書などを刊

行している。一方フランス語は、観光や商業などの場面で用いられているが、ほとんどの

島民の日常語は英語となっている。
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第5章フランス語圏アフリカ

はじめに

　アフリカにもフランス語圏が広がる。フランス語圏とされる地域は西アフリカから中央

（赤道）アフリカにいたる地域、そしてアフリカ大陸の南東にあるマダガスカル島とその

周辺の小さな島国の大きく二つに分けられる。また、北アフリカで地中海に面したモロッ

欄外説明　マグレブ（Maghreb）

　アラブ語で「日没する地」という意味で、アラブ

世界の中心とも言えるサウジアラビアから見て西

の果ての地にあたる。地中海に面したアフリカ北

西部を指す。具体的には「モロッコ」のことで、アラ

ブ語でτモロッほ」を「アッマグリビーヤ」と言う。因

みに「日が昇る地」は「ルブナーン」、すなわちレ

バノンを指す。フランス語ではモロッほだけでなく

アルジェリアやチュニジアを含めて指す場合が多

く、「アフリカ」と区別する向きが強い。

コ、アルジェリア、チュニジアのいわゆるマグ

レブ三国は、準フランス語圏とでも言える地域

である。北アフリカ諸国での公用語はアラブ語

であり、また多くの国民にとって母語であり目

常語であるが、教育や行政、あるいは経済・商

業活動でフランス語が多用されているからであ

る。アフリカにフランス語圏があるのは何故

か？それはかってアフリカがフランスやベルギ

ーなどヨーロッパのフランス語圏の植民地だっ

たからである。よって、まずは植民地とその解

体について触れる必要があろう。

1植民地の歴史一奴隷の廃止からアフリカ・マダガスカル連合の発足まで

　ヨーロッパ勢力がアフリカと接触を持つようになるのは16世紀以降、奴隷貿易を通じて

であった。ヨーロッパ人がなぜ奴隷を必要としたのか？それは大航海によって発見された

新大陸の農産物を大量に生産、加工、輸送するのに、大変な労働力を伴ったからである。

　その代表的品目は砂糖である。砂糖は今でこそ我々庶民が何気なく口にしているが、中

世ヨーロッパにおいては、貴族の中でもごく限られた者しか口にすることができない貴重

で高価なものだった。なぜならヨーロッパには砂糖を生産するのに必要な砂糖きびの栽培

に向かないところだったし、現在の砂糖の主原料となる砂糖大根（甜菜）は、まだそれか

ら製糖する技術を持っていなかったためである。

　そこで、ヨーロッパの商人たちは、カリブ海の島喚など亜熱帯に属するアメリカ大陸や

それに付随する島々で砂糖きびを栽培し、そこで製糖して、ヨーロッパまで輸送して販売

することを思いついた。しかし、砂糖きびの栽培、収穫、製糖には大変な労力がかかり、

ヨーロッパから労働者を雇ったのでは莫大なコストがかかる。このため、ヨーロッパ人た

ちはアフリカから黒人を奴隷として働かせることを考案したのである。奴隷なら労働に対

する賃金を払う必要はなく、死なない程度の食料さえ与えればよい。すなわち、商人たち

は少ないロストで大儲けできる。こうした理由から奴隷貿易が盛んになったのである。

　アフリカ大陸のフランス語の浸透は、まずは奴隷貿易に起因する。フランスから奴隷商

人たちがアフリカにやってきて、アメリカに連；れて行くべき奴隷を捜し求めるのであるが、
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ヨーロッパ人が直接奴隷を捕らえるのではなく、彼らの問には「仲買人」と呼ばれる現地

人がいた。「仲買人」は現地の有力者で、フランス語をはじめとするヨーロッパ言語を話す

ことができた。このようにしてフランス語はまず、アフリカの有力者から広まる。

　しかしフランス革命以降、奴隷制は人権に反する行為として廃止の機運が高まる。フラ

ンスでは人道活動家として知られたヴィクトル・シェルシェールが設立した奴隷制廃止協

会の運動もあって、1848年に廃止された。これに代わって、フランスはアフリカの植民地

政策に乗り出す。これも表向きは人道的理由からであった。フランスは革命で旧体制とそ

れの基盤となっていた伝統的思想を打破した。人間はそうした因習から自立すべき存在で

あり、それが自由だと唱えられた。そして、この自由はフランス市民だけではなく世界の

すべての人々に平等に有するものであり、もちろん人種や肌の色とは無関係であると考え

られるようになる。だが、フランス以外の国々は王制が残っていたり、不合理な信仰に取

り付かれていたりとまだまだ伝統的思想が温存されている。フランスは自国だけでなく世

界の人類のために、こうした古い思想や思考を除去しなくてはならない。また世界で始め

て本当の革命を成し遂げたフランスの義務でもあるという自負を抱く。フランスがアフリ

カに植民地化する表向きの理由であり、そこには「文明」と「野蛮」の構図がうかがえる。

　だが、もちろんその内実にはいろいろな理由がある。一つはイギリスとの覇権あらそい

でいうことはいうまでもないし、アフリカの資源を独占し、また、自国の生産品を独占的

に販売できるという「金儲け」の動機もあろう。このようにしてフランスは軍事力を背景

にイギリスと競争する形で次々とアフリカを植民地化する。

　このとき、フランスは平等と革命精神の名のもとに、現地住民の「フランス化」に力を

入れる。各地に学校を建て、アフリカ人の子弟も入植したフランス人の子弟も同じ教室で

授業を行う。呼等」という観点から、生徒や児童には同じ「制服」を着せたりもした。そ

の中にはセネガルの初代大統領となるレオポルド堺町ダール・サンゴールらのような優秀

なアフリカ人もいて、このような人たちにはフランス本国の高等教育を受けるチャンスも

与えられた（サンゴールはさらにフランス本国のフランス語の高校教師にまでなる）。

　もちろん、アフリカ人すべてにこのような権利が与えられたわけではない。呼等」と言

いながら、アフリカ人はフランス人と同じr市民」ではなく、それに弾ずるという意味で

の「臣民（sujet）」として扱われ、植民地内の他地域やフランス本国への移動は自由ではな

かった。フランスは文明の精神を十分野体得したか否かでこの「市民」と「臣民」の区別

を正当化し、「臣民」たるアフリカ人の同化を求めたのである。

　だが、「同化」の途上、フランス植民地帝国は崩壊を迎える。19世紀終わりごろから次第

にフランスの支配に対する反乱が起きるようになった。当初それは組織されない乱発的な

もので、すぐさまフランスの官憲に鎮圧されていたが、アルジェリアやヴェトナムなど他

のフランスの植民地で独立蜂起運動が起きるようになると、アフリカ諸国でもその動きは

高まってくる。さらに、第二次世界大戦で、ドイツやイタリア軍がフランスの植民地を占

領し、「将来の独立」を口約束に現地に対州協力のための侃偏政権を樹立する。これによっ
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て、アフリカ諸国の一部では戦後、独立の動きがいっそう高まる。

　一方、フランスに学んだアフリカ人のエリートたちも、フランスの植民地主義には疑問

を抱くようになる。「平等」と言いながら、植民地はフランスに従属を強いられているのは

おかしいのではないか？「平等」ならフランスと対等な関係を結ぶべきではないのか？こ

うした考え方が高まりフランスはいよいよ「脱植民地化」政策を取らざるをえなくなる。

2＞フランス第四共和制と「海外フランス」一「フランス連合」の発足

　1944年に解放されたフランスはドゴール将軍とソ連の支援を受けレジスタンス活動を行

った共産党など左翼勢力との共同で、第四共和制を発足させる。そして、この年、フラン

ス領赤道アフリカの首府が置かれたブラザヴィル（現在のコンゴ共和国の首都）で、ドゴ

ールの自由フランスとアフリカ植民地とが会談を行われ、戦後のフランスとアフリカとの

関係が決定した。この体制と以前の体制（第三共和制1870～1940）と大きく異なるのは、

アフリカなどフランスの「植民地」の地位がなくなったことである。しかしこれは、「植民

地」という名称がなくなっただけであり、旧植民地は名前を替えてフランスに留まり続け

ることになった。

　植民地は様々な基準から、①海外県、②海外領土、③協同領土、④協同国家という形に

再編され、それがフランス本国たる「共和国」とともに「フランス連合（U血σnfじanga捻e）」

という組織を構成するというものであった。だが、共和国大統領が連合大統領を兼任する

という形態や、国会がフランス本国の「国民議会」にしかなく、当時、本国と海外フラン

スとの人口はどちらもほぼ4000万で拮抗していたにも関わらず、国会議員の圧倒的多i数は

本国選挙区からの選出者で占められ、閣僚になると有色人種出身者が極めて少なくなると

いう構造は、まさに植民地体制そのままであった。さらに教育や社会制度、経済、金融政

策など日常的業務のほとんどが、結局パリの官僚の決定権に服従したままで、この連合は

サンゴールら海外出身のエリートたちには大いに不満の残る内容となった。

　一方、この時代、ヴェトナムでは既にインドシナ戦争が始まり、マグレブ諸国でも独立

運動が高まったこともあって、これらの領域はフランス連合から事実上脱退し、新しい現

地人で構成される政権が実権を握っていた。

3）「フランス共同体」の発足と解体一フランス植民地帝国の崩壊とアフリカの年

　1958年、アルジェリア危機が勃発し、フランス第四共和国政権は機能不全に陥った。一

時は第四共和政権を退いたドゴール将軍は、フランスの危機的状況を打開すべく二つの決

断を下す。一つは、第四共和政府を打倒し、新たな政府を樹立することであった。もう一

つは、旧植民地の独立要求を受け入れることであった。

　だが、フランス領アフリカは、フランスからの完全独立を目指す指導者がすべてではな

かった。サンゴールのように立法権や自治権を求めながらも、フランスやフランス語、フ

ランス文化とのつながりを保ちたいと願う人たちも多く、アフリカ各地の足並みは乱れた。
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そこで、ドゴールとサンゴールらフランスの閣僚あるいは国会議員であったアフリカ人た

ちは、第四共和制の「フランス連合」よりもさらに緩やかな「フランス共同体（Com斑una砿6

丘anga沁e）」が発足した。フランス共同体の大きな特徴は、それへの参加は各旧植民地の意

向によるものとし、共同体の参加にあたっては、ドゴールが起草した第五共和国憲法の承

認を前提とした。ただし、外交、国防、通貨、金融政策などはフランス本国たる共和国の

権限が独占していた。

　だが、アフリカ諸国のほとんどは、そのフランス共同体への参加をはじめから拒むか、

途中から離脱するかしてしまい、1960年にはほとんどすべてのアフリカ地域が共同体から

離脱し、形骸化してしまった。ここにフランス植艮地帝国およびその「延命策」は完全に

終焉を迎え、「アフリカの年」たる1960年、多数の新生アフリカ独立国家が産声をあげた。

Eフランス語がアフリカ諸国で使用される理由

　アフリカ諸国でフランス語が使用されるのは、それはアフリカが長らくフランスやベル

ギーなどフランス語圏のヨーロッパ諸国に植民地支配されていたことに起因する。だが、

それだけでは、なぜ植民地体制が終了した今日でも、アフリカ諸国でフランス語が使われ

ているのかについての説明にはならない。例えば、日本がかつて植民地支配していた朝鮮

半島や台湾では、同様に植民統治時代、日本名を付けさせられたり、日本語教育が行われ

たりしていたが、戦後はこれらの地域では「脱日本化」が進められ、韓国では日本く語）

の映画上映や歌謡曲がつい最近まで禁止されていた。イギリスや（マレーシア、インド、

スリランカ、パキスタン、東アフリカ諸国）オランダの旧植民地（インドネシア）でも旧

宗主国の言語よりは現地語の教育が進められている。

1＞民族紛争・内戦の回避手段としてのフランス語

　すなわち、旧植民地諸国では、独立後は旧宗主国の言語よりもなるべく自国語を教育さ

せ、広めさせようとする傾向があるのに対して、フランスの旧植民地であるアフリカ諸国

では今でもかなり広くフランス語が使われているのはなぜか？その一つの理由として、ア

フリカ諸国、特にフランスの旧植民地であった諸国については、植民地体制以前からあっ

た部族や民族の集団や同盟関係、婚姻関係などを無視して行政区画がなされ、そしてその

区画がそのまま、独立後の国境となってしまい、結果として、一つの部族や民族が国境に

より分断されたり、一つの国に伝統的に対立する民族集団を抱え込んだりする事例が生ま

れ、それがさらに、資源の争奪や国家中枢権力の奪取をめぐって、独立後の新興国家の崩

壊の危機に導く危険性が高いことがあげられる。下記の表はフランス語圏アフリカ諸国に

おける「国語」の状況である。アフリカ諸国における「国語」とは、公用語である「フラ

ンス語」以外にその国のある地域や民族、部族集団で母語、あるいは日常語として用いら

れる言語のことで、国によってはすべての現地語を「国語」として扱うケースも見られる

が、多い国になると200を超える国語が存在する。もし、アフリカ諸国がフランス語を公
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用語とはせず、現地語を公用語にするならば、公平さを規すために国語すべてを公用語に

するか、国語のなかから有力なものを一つあるいは複数選んで公用語にするかのいずれか

となる。だが、すべての現地語を公用語にすると、余りにも煩雑でニストもかかる。一方、

特定の現地語のみを公用語にしてしまうと、その言語を日常用いる民族や部族が他のグル

ープよりもエリートになりやすく、結果としてその国の権力を独占されてしまう可能性も

否定できない。よって、内戦や民族間紛争をさらに招きかねない。

　よって、どの民族や部族にとっても「母語」や頃常語」ではないフランス語こそが最

も中立的で、内部対立を回避する最も有効な方法、ということになろう。アフリカ諸国の

多くの国ではフランス語は公用語で、新聞や放送、公文書や広告などではフランス語が使

用されているが、原住民のほとんどはフランス語が母語でもなければ日常語でもない。彼

らは自分たちの民族や部族の言語を用いる。自分たちの日常生活圏から離れたところに出

かけるときや他のグループの人と接触するときや、官公庁を利用するときにフランス語を

用いる。フランス語は学校に行かなければ修得できない。小学校入学時点では、まだ民族

語で教育が行われるが、上級生になるにつれフランス語の比率が高まり、中学校以上にな

るとフランス語だけで教育がなされることが多い。

　また、セネガルなどイスラム教圏の諸国では、公立の学校以外に頴一ラン学校に通う子

どもたちが多い。ここではアラブ語もあわせて教えられる。よって、フランス語圏アフリ

カ諸国の多く、とりわけセネガルやマリ、モーリタニアという西アフリカ諸国や、ジブチ、

コモロなどインド洋に面した諸国では、フランス語、アラブ語、現地語の三言語が用いら

れるケースが見られる。

2＞アフリカ諸語との補完的役割を果たすフランス語

　民族融和・国民統一の手段としてのフランス語だけではなく、他にアフリカ諸国が現在

でもフランス語を積極的に保持している理由としては、フランス語が有する国際的、ある

いは補完的役割を考慮する必要があろう。

　セネガル生まれでフランスの高等教育に学び、後のセネガル初代大統領になるサンゴー

ルは、フランス語の詩人・言語学者でもあるが、フランス語はアフリカ諸語と補完的な役

割をもつ重要な言語であると述べる。これはフランス文化がアフリカ文化を補完するもの

という主張にも導かれる。アフリカの経済的、物的発展には、精神的あるいは知的発展が

不可欠であるが、その精神的・知的発展にはアフリカ伝統文化に回帰、浸透するだけでは

不十分であり、フランス語やそれが持つ価値観によって補完して初めて可能になるのだと

言う。例えば、アフリカの文化そしてその価値観を代表するものとして、彼は塑形芸術（彫

刻など）や生／死（生命／身体）の一体感をあげる。これにフランスの文化のもつ普遍性、

論理性、抽象性、そしてフランス語の特有である文体重視主義は、アフリカの言語文化に

はない優れた点であり、これらをあわせて新しいより普遍的な文明を作り上げようと提唱

する。
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　アフリカの芸術、特に文学や映画、演：劇など表現芸術の多くは、フランス語がなくては

存立し得ない。それは、アフリカ独自の価値観を訴えようとすればするほどフランス語で

の表現が不可欠になる。2006年に映画が上映されたことで有名になったセネガルの作家、

センベーヌ・ウスマンはフランス語アフリカ文学の巨匠として知られる。

　アフリカ映画の多くもフランス語で製作される。近年では国語や民族語で製作されるケ

ースも増えているが、映画は「市場」（＝より多くの観客）も重視しなければならないとい

う特性から、フランス語以外の言語で製作された場合でも字幕フランス語が付けられる場

合が多い。その場合は、フランスや他のフランス語圏ヨーロッパ諸国、EUやフランコフォ

ニー国際組織が支援することが多い。フランス語で製作されたアフリカ映画の現地語字幕

費用の援助もこれらの諸国や国際組織からまかなわれるケースが多い。

皿アフリカ各地域素描

　次に、フランス語圏アフリカ諸国

について、国あるいは地域別にもう

少し詳しく見てみよう。アフリカ大

陸のうちフランス語圏地域について

みると、大体、下記の地図のように

分けることができる。

1）マグレブ三国（チュニジア、アルジェ

リア、モロッコ）

　サハラ砂漠の北側、地中海に面す

るマグレブ諸国のモロッコ、アルジ

ェリア、チュニジアはともに、主要

な民族がアラブ人、宗教がイスラム

教、母語・日常語がアラブ語である

フランス語圏諸国である。モロッコ

は一部領土がスペイン植民地であっ

たため、スペイン語も比較的通ずる。

　この地域はイスラム教やアラブ人

が流入する以前は、古代ギリシャ・

ローマ、そしてキリスト教圏であっ

た。チュニジアを代表する古代遺跡

カルタゴにはギリシャやローマ、そ

して後のビザンチン帝国の建造物な

どの遺跡が見つかっている。アラ
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ブ・イスラム圏であるが、エジプトやサウジアラビアなど他の中東アラブ・イスラム圏と

はかなり異なっている。

　地理的にはアフリカだが、この地域の住民はほとんどが黒人ではなく、むしろ身体的に

は白人に近い。だが、サハラ砂漠以南の地域との交流も伝統的に盛んであったため、ちら

ほら黒人の姿を見かける。

　　それ以外に少数民族としてベルベル入がいる。彼らは主に地中海沿いに連なるアトラ

ス山脈（高い山だと4000メートルを越える）に居住する山岳民族だが、八世紀にアラブ人

がこの地にやってくるまではマグレブの主要民族だった。文明で勝るアラブ人におされ、

時代がたつにつれベルベル人は山岳に追いやられ、宗教的にはイスラム教に同化すること

で生きながらえてきた。だが、独自の言語や文化を未だ根

強く保持しており、アラブ人との区別は容易である。

　ベルベル人の多くは、フランス植民地時代、アラブ人の

抵抗や反発を抑えるために、アラブ人の「監視役」として、

植民者フランスに奉じてきた。アルジェリア戦争では、フ

ランス軍側についた。1962年にアルジェリアが独立後は

ベルベル人の多くはさらなる「アラブ化」を強いられ、あ

るいは抑圧された。このためベルベル人の多くがフランス

に逃れ、移民としてパリなどに生活している。パリにはい

くつものベルベルレストランや総菜屋を見かける。それ以

外にはサハラ砂漠南方にトゥアレグと呼ばれるイスラム

教の遊牧民族が居住している。

　マグレブ諸国、特にアルジェリアでは、フランス植民地

時代に抑圧あるいは同化を強いられたこともあって、フラ

ンスへの反発はすさまじいものがあった。今でも反仏、反

西洋社会、反キリスト教を掲げるイスラム教原理組織HS

（イスラム救国戦線）のテロが見られる。アルジェリア在

住のフランス人やキリスト教聖職者の殺害や、フランス本

土での爆弾テロがたびたび見られたが、2000年以降はよ

うやく収まりつつある。それでも、フランス語そのものは

これら三国では、かなり多用されている。アラブ語はマグ

レブ人の母語であり目常語であるが、行政・教育・商業活

動ではフランス語の使用頻度も高い。

　アルジェリアとは対照的にチュニジアは、フランス帰り

のエリート、ハビブ・ブルギバの指導の下で、独立後はフ

ランスをはじめとするヨーロッパをモデルとした「開かれ

た社会」を築き上げた。チュニジアはイスラム教徒が圧倒的であるが、女性の開放は早く
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から進み、町を歩いてもイスラム女性につきものの「スカーフ」を巻いている人はほとん

ど見かけない。女性の参政権や被選挙権が認められている数少ないアラブ諸国の一つでも

ある。

　マグレブ諸国と国際社会との関係を見てみよう。アフリカ諸国で構成される「アフリカ

連合（AU）」はモロッコが、フランス語圏で構成される「フランコフォニー」にはアルジェ

リアが加盟していない。モロッコがアフリカ連合に加盟していないのは、「西サハラ」地域

を自国領土に編入し、これを「北アフリカの盟主」を掲げるアルジェリアが非難している

ためである。一方、アルジェリアがフランコフォニーに加わらないのは、フランスとの歴

史的関係、あるいは反仏感情からである。アラブ諸国で構成される地域的国際組織「アラ

ブ連盟」には三国とも加盟している。だが、マグレブ諸国は同じアラブ諸国である湾岸諸

国やエジプト、あるいは地中海東岸諸国よりは、地中海を挟んだフランスなどヨーロッパ

諸国との関係が深い。チュニジアはEU加盟を目指すほどであるし、チュニジア（主として

チュニス近郊のラ・マルサ）やモロッコ（主にマラケシュ）に地理的な近さ（温暖な気候）

や物価の安さなどから、フランスの年金生活難が近年多数移住している。

　食文化から見ると、イスラム教圏のため、豚肉食は禁止されており、当然豚肉を使った

料理はない。これに代わって羊肉が主流である。代表的な料理はクスクスと呼ばれる目本

のカレーライスに似た礫き割り麦をふかし、具をかけたものである。もう一つは、タジン

と呼ばれる鍋料理。これらはいずれも本来はベルベル人の料理だった。地中海に面してい

るチュニジアはアラブ諸国では珍しく魚料理も豊富だ。

2）西アフリカ諸国（サブサヘル諸国〉

　西アフリカ諸国は、サハラ砂

漠とニジェール川、そして大西

洋の一部であるギニア湾に囲

まれた地域で、マグレブ諸国に

は険しい山岳が見られるのに

対し、こちら側は平坦な丘陵地

が多い。ニジェール川をはさん

で北側が「サヘル（Sahe1）」と

呼ばれる砂漠もしくはステッ

プ地域、南側がサバンナあるい

は熱帯雨冷地域となっている。

「サヘル」とはアラブ語で「縁（ふち、周辺）」を意味し、サハラの南側地帯を指す。この

ため、フランス語では西アフリカはサブサヘル（1’Afhque　subsah6heme）、すなわちサヘル

の下のアフリカとも呼んでいる。その大部分の地域が玉960年までフランスの植民地であっ

た。宗教的には内陸部ではアミニズム（自然物に神が宿るとする自然崇拝）やトーチミズ
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ム（部族や親族を動物や植物に表象し、それを崇拝する形式）など伝統的なものが見られ

るが、沿岸部ではイスラムの影響が濃い。

　なお、西アフリカ地域は、金融経済共同体を運営し、多くの国がそれに参加している。

この共同体は、いわばフランス植民地時代の名残である。アフリカ諸国は1960年代に相次

いでフランスから独立したが、一国単位では到底経済的に自立できないため、複数の国で

共同市場・共同金融経済政策を有し、できるだけ安定的に経済社会を保とうという理由か

らである。1960年代に相次いでアフリカに経済協同機構が誕生し、それが1970年のフラン

ロフォニー形成につながるのであるが、やはりこの共同体もサンゴールら新興アフリカ諸

国のリーダーたちが考えだしたものである。ヨーロッパ、EUが共同市場や共同政策の始ま

りのように思われるかもしれないが、実はアフリカがそれよりも先である。

西アフリカ諸国が関わる金融・経済共同体

西アフリカ金融共同体…仏語圏西アフリカ諸国のうち、ギニアを除く7力国が加盟。ポルトガル語圏のギニ

アビサウも加盟し、計7力国。共通の通貨であるCFAフランを1958年から使用。共通の単一中央銀行（西ア

ブり力中央銀行）を有し、CFAフランはユーロに固定されている。よって、西アフリカは「ユーロ圏」である。た

だし、それぞれの国には国ごとに異なる補助通貨も併用されている。

ヤウンデ協定（西・中央アフリカ共同航空協定）…仏語圏西アフリカおよび赤道アフリカの11力国が加盟

し、「エールアフリック」を運営するもの。ただし、2002年破産し、現在再生準備中

共通農業政策…カカオや落花生の栽培や生産、出荷について共同で行い、価格の安定を図るもの。

その他、エネルギー供給、天然資源採掘、郵政通信などで共同政策を行っている。

　このうち西アフリカの代表的な二国を簡略的に紹介しよう。まずは「アフリカの優等生」

と呼ばれるセネガル。アフリカ大陸の最も西に位置するこの国は、最も早くから奴隷貿易が

行われていた大陸間を移動する奴隷としては発祥の地である。ラリーで有名な首都のダカ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ールの近くには、内陸部から集めら

ゴレ島

（出典：世界遺産B◎◎khtζp：〃wor至d．poo．gs／isa訟／a翫ca／gQree．htm）

首都ダカールには欧米と変わらぬ近代的なビルが立ち並び、

れてきた奴隷を一時的に保管し、ア

メリカへの船が来るまで待たせる施

設が置かれたゴレ島がある。この島

は世界遺産に指定され、当時の奴隷

の施設が保存され、当時の黒人の悲

惨な生活がうかがえる。

　一方、今日のセネガルはフランス

からの独立後、カリスマ的指導者の

サンゴールの長期安定政権下、周辺

のアフリカ諸国が貧困や飢餓であえ

ぐなか、飛躍的に発展を遂げてきた。

　　　とてもアフリカには思えない
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ほどである。だが、貧富の格差は

残っており、多くの農民や失業者

があふれかえっている。その一部

はフランスへの不法入国・就労も

試みている。海に面レ、フランス

などヨーロッパ諸国との航空路も

多いセネガルには、マリなど他の

西アフリが内陸国からも失業者な

どが集まり、ヨーロッパ行きを目

論んでおり、治安の悪さも指摘さ

れている。

　もう一つはギニア湾に面し、

2006年ドイツワールドカップに

出場したことで知られるコートジ

ボワールである。コートジボワールとはフランス語で「象牙海岸（：La　Cδte　d’lvoke）」とい

う意味で、英語圏ではIvory　Coastとも言われている。かつてここで象牙が採取され、ヨー

ロッパまで輸送されたことに由来する。長らくフランスの植民地であったが、独立後は1980

年代末期まで安定的な発展をとげ、「アフリカの奇跡」とまで呼ばれた。それは、ダイヤモ

ンドや石油や天然ゴムといった天然資源、ほ一ピーやカカオなどの嗜好品が多数生産され

ていたことや、政権が比較的安定していたことによる。だが、2000年ごろから内戦が勃発

し、現在ではフランスを巻き込む紛争に発展している。因みにフランスはアフリカ諸国独

立後も、各国に軍事基地を配置している。

3）中部アフリカ（赤道アフリカ）諸国

　中部アフリカ諸国は、アフリカ大陸の西岸（大西洋側）、赤道付近の熱帯雨林地帯、ザイ

ール川（コンゴ川とも言う）を中心とする地域で、大地溝帯（大陸の裂け目のこと）とそ

れによって形成されたいくつもの湖によって、東部アフリカ（ケニアなどの英語圏・スワ

ヒリ語圏アフリカ）と境界をなす。宗教的には西アフリカ諸国に比べてイスラム教の影響

が小さく、植民地時代に広められたキリスト教や、もともとアフリカにあった自然崇拝が

これに代わって影響力が大きい。

　かつてこの地域は、コンゴ王国という高度な文明をもつ勢力が見られたが、近代以降ヨ

ーロッパ、特にフランスとベルギーの植：民地となった。フランス領時代はこの地域は「赤

道アフリカ」と呼ばれていた。1960年代以降、相次いで独立を果たしたが、豊かな鉱物資

源をめぐって諸部族、あるいは民族対立があちこちで生じた。

　英語圏のナイジェリアでは、石油が埋葬されているビアフラ地域で分離独立戦争が勃発

したほか、コンゴ民主共和国でも南東部カタンが地域（ダイヤモンドが採掘される）で同
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様の内紛が生じる。ベルギー領だっ

たルワンダでは1990年代に、二つ

の民族である「ツチ」と「フツ」が

激しく対立し、多数の虐殺や難民が

発生した。こうした紛争が長引いた

ことで、中部アフリカは世界でも最

悪の貧困地域となっている。エイズ

や疫病が蔓延し、紛争のため生産的

産業がなかなか育たず、また子ども

が戦争に駆り出されることも頻繁

であり、エリート層の汚職や腐敗も

根強い。

4＞マダガスカル・インド洋地域（東南

アフリカ）とジブチ

　フランス語圏アフリカとして最後に重要な地域は、日本やフランスの国土よりもはるか

に大きい島、マダガスカルを中心とするインド洋に面した小さな島国と、これらから若干

はなれたアフリカ東岸の一角を占めるジブチである。

砂

A

炉

晶懸

嘱　7

血．　A

猛 ” げ

《　蝕

A　幽・A　A　ム　昂
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兜
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引叩　哩　9鴇　rP

刊‘　魂艦　ノ鯉　ダ

アムハラ文字日本語のrかな』と同じ音節文字。エチオピアとそ

こから独立したエリトリアの二国で使われるが、ジブチでは使わ

れない。

　このうち、ジブチはかつて「フラ

ンス領ソマリア」と呼ばれていたよ

うに、隣国のエチオピデやソマリア

（ソマリア共和国はかつてイタリ

アとイギリスの植民地だった）を勢

力範囲に治めていたアムハラ人や

ソマリ人の土地であった。アムハラ

人はエチオピアに主に居住し、独自

の高度な文化や言語（アムハラ文

闘）を持つことで知られる。高地が

主な居住地であったため、イスラム

の影響は薄く、それよりも前に広ま

ったキリスト教が独自の形となったロプト教が主な宗教である。アムハラ人はジブチ国内

では「アファール人」と呼ばれる。ただしアファール人はイスラム化が著しく、言語もア

ラブ語が日常語である。

　一方、ソマリ人もかつてはアフリカ有数の高度な文明をもつ民族だった。こちらは丘陵

地帯から沿岸地域に主に居住していたため、早くからイスラムの影響を受けてきた。ヨー
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蓼

ロッパによる植民地化によって、ソマリ人はイギリス、フ

ランス、イタリアに分断されてしまう。戦後独立を果たす

も、ジブチ、エチオピア東部、ソマリアの三国に分断され

たままとなり、その後、大ソマリ主義という民族統一の動

きが起こり、ソマリアとエチオピアは対立関係が続く。ジ

ブチのソマリ人は「イッサ人」と呼ばれている。

　すなわち、アフリカの二大民族の対立の中にジブチはあ

る。アムハラ系のアファール人とソマリ系のイッサ人の対

立は、1977年にこの国がフランスから独立してから見ら

れた。ただし、双方とも宗教や言語はイスラム教とアラブ

語で共有するため、決定的な対立や内戦は回避されている。

　次に、マダガスカル周辺の島嘆国を見てみよう。この地

域は地理的にはアフリカ大陸に近接しているが、その先住

民や基盤となる文化をみると、アフリカよりはアジア南部

（マレー世界）や太平洋島山文化圏（ポリネシアなど）に

近似している。これはかって、マレー諸島や太平洋島嗅地

域を船で渡っていた人々が、西はマダガスカルまで流れ着

いたのではないかと考えられている。マダガスカルの人の

顔つきや身体的特徴はアフリカ人のそれとは異なってい

る。

　しかし、海に面していたことから、この地域も早くから

イスラムの影響を受けてきた。今でのこの地域ではどこも

イスラム教の影響が大きく、宗教生活上でアラブ語が多用

されている。

　だが、近代以降、この地域はイギリスとフランスの植民

地争奪戦の舞台となった。19世紀まではこの地域は軒並

みフランス領であったが、その後、イギリスが勢力を広げ、

セーシェルとモーリシャスはイギリス領となる。1960年

にマダガスカルが独立を遂げるが、その周囲にあるマヨッ

ト島やレユニオン島は今でもフランス領のままだ。

　こうした英仏による植民の歴史から、交易などでかつて

はクレオール語やスワヒリ語が多用され、現在でも一部の

商業活動ではこれらの言語が用いられている。クレオール

語はレユニオンやモーリシャス、セーシェルが中心で、そ

の語彙はフランス語からの借用である。一方スワヒリ語は

その語彙はアラブ語やアフリカ大陸東部の現地語からの借用である。
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　さらに、マダガスカルやコモロ諸島では現地住民の言語が日常的に使われている。コモ

ロ諸島ではコモロ語（シコモール語）、マダガスカル語（マレガシー語）がそれである。コ

モロ語はアフリカ・バンツー系の諸言語であるのに対し、マダガスカル語はその実体は方

言のあつまりだが、マレー・ポリネシア系の諸言語である。このことからもマダガスカル

とマレー・ポリネシア世界（マレーシア、インドネシア、フィリピン、太平洋島喚諸国）

とのつながりがうかがえる。

　一方、イギリス領となったモーリシャスは、アフリカとアジア、そして中東を結ぶ＝海洋

の重要な拠点にあり、それ以前からもアラブ人とインドあるいは中華世界との交易拠点で

あったことから、実に多様な民族・宗教が見られる。イスラム教はさることながら、仏教

やヒンズー教も盛んであり、島民の中にもインド系、中華系の人々が見られる。言語は英

語が中心だが、フランス語も使用されている。

　このようにフランス語圏アフリカ諸国といっても、その言語文化状況は地域によって極

めて多様で、また現地やアラブ・イスラム、あるいはアジアの文化と混在している状況で

ある。
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